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�１� 本ॻは、京都市上京区相国寺門前町 709 番地で実施した、相国寺旧境内・上御霊遺跡の発掘

� � 調査੒果ใࠂॻである。（京都市番߸ 184390）

� ２� 調査は、旧京都産業大学附属中学校・高等学校校舎解体及び屋外施設解体事業に൐い実施し

� � た。

�̏� 現地調査は、学校法人京都産業大学より株式会社文化財サービス（以下、「文化財サービス」

� � という）に委託され、ୢາཅҰ、๬月ຑ༎、 　७Ұ（文化財サービス）が୲当した。

�４� 調査ظ間はྩ࿨ݩ年 11 月 27 日ʙ４月 30 日である。

�̑� 調査面積は 1822.0 ㎡である。

�̒� 本文・図中の方位・࠲ඪは世քଌ地ܥによる。ඪ高は̩ . ̥ .（東京࿷平ۉւ面高౓）である。

�̓� 土૚໊および出土遺物の৭調は、೶ྛ水産ল水産ٕ術会ٞ事຿局؂म『৽൛ඪ४土৭஽』に

� � ४͡た。

�̔� 本ॻのࣥචはୢາ、๬月、ాᬒڭوが行い、ฤूはୢາ、๬月、٢઒ֆཬ（文化財サービ

� � ス）が行った。

�̕� 現地での記録ࣸਅࡱӨはୢາ、๬月が行い、出土遺物のࡱӨはࣸ๪ೇ華ಊ（内ాਅࢯࢠل）

� � にґཔした。

� 10� 調査に܎るࢿྉは京都市文化市民局文化芸術都市推進室文化財保護課が保管している。

� 11� 発掘調査および整ཧ作業のࢀ加ऀは、下記の௨りである。

� � � ʤ発掘調査ʥ� ୢາཅҰ、 　७Ұ、๬月ຑ༎、ኍ੉ീ࿠、ా ᬒڭو、ా 中৻Ұ、খྛҰߒ、

� � � � � ٢Ԭ૑平（以上、文化財サービス）、作業һ（株式会社京ΧンϦ）

� � � ʤ整ཧ作業ʥ� ୢາཅҰ、๬月ຑ༎、多լຎ໹、٢઒ֆཬ、৿下௚ࢠ、৔উ༝ࡊل、

� � � � � ਆ໺いくみ、২ଜ明உ、上໺ాߕ、ݾܙ春ಸ、西ඌ知ࢠ、एࢁඒൕ、

� � � � � ੺Ӌ߳、溝઒चथ、内຀明඙（以上、文化財サービス）

� 12� ࣗવՊ学分ੳにͭいては、ཾ୩大学文学部　北໺৴඙ڭतにґཔした。

� 13� 出土遺物の年代؍は、�土器にͭいては

� � � � � 平ඌ੓޾　「土ࢣ器࠶考」『བلڀݚ　࢙ཁ　第 12 ߸』ެӹ財ஂ法人

� � � � � 京都市埋ଂ文化財ڀݚॴ　2019、中世土器ڀݚ会ฤ　『֓આ　中世の

� � � � � 土器・ಃ磁器』ਅཅ社　1995 にґった。

� � � � � にͭいてはנ

� � � � � ඿中๜߂　「ᶚ　遺物　２. ڀݚྉؗ調査ࢿ࢙社大学ྺࢤ㡤」『ಉ・נ

� � � � � ใࠂ第 13 ू　相国寺旧境内発掘調査ใࠂॻ　ࠓ出઒Ωϟンύス整උ

� � � � � に൐う発掘調査　第４次ʙ第̒次』ಉࢤ社大学ྺࢿ࢙ྉؗ　2015 に

� � � � � ґった。



� 14� 現地調査、整ཧ作業において、下記の方から御ࣔڭ、御ྗڠをいたͩいた。記してँײいた

� � し·す。

� � （শུܟ）

� � ᅳ下多ඒथ（ཾ୩大学）、඿中๜߂（ಉࢤ社大学ྺࢿ࢙ྉؗ）、ླ໦ٱஉ（京都産業大学）、

� � 学校法人京都産業大学、株式会社ݰ෢管財
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第Ⅰ章　調査の経緯

１　調査に至る経緯（図１）
　京都府京都市上京区相国寺門前町 709 番地に位置する旧京都産業大学附属中学校・高等学校跡

地において、旧京都産業大学附属中学校・高等学校校舎解体及び屋外施設解体事業が計画された。

当該地は相国寺旧境内および上御霊遺跡の範囲内にあたる。そのため、京都市文化市民局文化芸

術都市推進室文化財保護課（以下、「文化財保護課」という）による試掘調査が実施された。その

結果、相国寺旧境内および上御霊遺跡に関連すると考えられる古代から中世の遺構および遺物の

存在が確認され、発掘調査を実施することとなった。調査は、学校法人京都産業大学から株式会

社文化財サービス（以下、「文化財サービス」という）に委託された。

２　調査の経過（図２）
　発掘調査は 2019 年 11 月 27 日から現地作業に着手し、2020 年４月 30 日にて全ての工程を完了

した。調査区は、文化財保護課の指導により北辺で東西 50.0 ｍ、南辺で東西 58.0 ｍ、南北 35.0 ｍ、

面積 1,822.0 ㎡の調査区を設定した。

　近現代整地土および盛土を重機掘削によって除去したところ、調査区東端部において禁裏御用

水遺構と考えられる南北方向の石組み溝を検出した。そのため、当該遺構検出面を第１面として

遺構検出を行った。その結果、上記石組み溝に加え、東西方向の溝１条、北西から南東方向の溝

数条、および南西から北東方向の溝数条を検出した。これらの溝内には土管が埋設されており、

北西から南東方向、南西から北東方向の溝は東西溝に接続して魚の骨状の平面プランをなす。こ

れらの溝は、調査地が旧京都産業大学附属中学校・高等学校のグラウンドであったことから、グ

ラウンドの排水用暗渠であったと考えられる。石組み溝内の堆積土には磁器、ガラス瓶、プラス

図１　調査位置図（１：2,500）

調査ᆅ

N

100ｍ０
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1.調査前（北東から） ２.重機掘削作業（南から）

３.禁裏御用水掘削作業（北東から） ４.禁裏御用水公開風景（北から）

５.層間掘削作業（北東から） ６.第3面遺構掘削作業（南東から）

７.埋め戻し作業（北東から） ８.調査完了後（東から）

図２　調査経過写真
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νοΫ੡ࣃϒラγ、۳、ిס஑なͲ、近代の遺物が多ྔにแؚされており、ਖևのཷり৔になっ

ていたと考えられる。

　第１面においては、これらに加えて中世のものと考えられる遺構を検出した。そのため、ಉҰ

面ではあるが、第１面および第２面を設定し、禁裏御用水、近現代֧ཚを第１面、中世遺構を第

２面に属する遺構としてѻい、人ྗにて遺構掘削を行い、記録作業を実施した。

　次に、人ྗによって第１面および第２面の遺構ϕース૚を掘削、除去し、第̏面のਫ਼査、遺構

検出を行った。その結果、ന๟時代からಸྑ時代のものと考えられるப݀、掘ཱபݐ物数౩、୦

。記録作業を実施した、ޙ物̕౩を検出した。これらを人ྗにて掘削ݐ݀

　記録作業が完了したޙ、調査区を埋め໭し、ࢿ機ࡐをఫऩして現地作業をऴ了した。

　なお、ࣸਅࡱӨ機ࡐは、35 ᶱϑϧサΠζのҰ؟ϨϑσδλϧΧϝラ、35 ᶱനࠇϑΟϧϜおよび

ΧラーϦόーサϧϑΟϧϜを࢖用し、図面作੒には手ଌりによる実ଌ、τーλϧスςーγϣンに

よる図化、ࣸਅଌྔをซ用した。

　·た、禁裏御用水にͭいては禁裏に関連する遺構であるو重ੑと、遺跡調査のެ։の重ཁੑを

ؑみ、学校法人京都産業大学のओ࠵でप辺住民および相国寺関ऀ܎をର৅として遺構のҰൠެ։

を実施した。·た、2020 年̏月２日から̓日にかけて、京都産業大学ΉすびΘؗ͟において、଎

ใల「ࣸਅでݟる禁裏御用水の遺構」が։࠵された。加えて、調査の進௙に合Θͤて現地આ明会

を։࠵する༧定であったが、2020 年̏月以߱に発ੜした৽ܕίϩφウΠϧスのྲྀ行および、それ

を受けてٸۓ事ଶએݴが発ྩされたため、ウΠϧスײછϦスΫճආの؍点から現地આ明会の։࠵

を断೦し、４月 21 日に調査੒果に関するใಓ発දを行い、Ұൠެ։に代えた。なお、現地આ明会

の代ସとして、現地解આಈ画を作੒し、ฐ社̝̥にてެ։を行った。（̧̡̪ɿIUUQ���CVOOLB[BJ.

DP.KQ�SFQPSU��NPWJF）

　現地調査においては、దٓ、文化財保護課のྟ検および指導を受けた。·た、遺構検出ஈ֊お

よび掘削ஈ֊において、本調査の検ূ委һであるཾ୩大学ڭतᅳ下多ඒथࢯ、ಉࢤ社大学ྺࢿ࢙

ྉؗ।ڭत඿中๜ࢯ߂、京都産業大学ڭतླ໦ٱஉࢯの現地࡯ࢹ・検ূを受け、調査にରするॿ

。を௖いたݴ

̏　ଌྔج४点の設置と地区ׂり（図̏）
　ଌྔج४点は、734ଌྔにより調査地ෑ地内に̠ . １、̠ . ２、̠ . ̏を設置し、その２点からτー

λϧスςーγϣンにより̠ . １Ȃ̠、̠ . １Ȃ１を設置した。ج४点ଌྔの੒果は以下の௨りである。

̠ . １� ̭ʹ �107105.759 ｍ　　̮ʹ �21554.938 ｍ　　̝ʹ 59.590 ｍ

̠ . ２� ̭ʹ �107151.879 ｍ　　̮ʹ �21589.082 ｍ　　̝ʹ 59.254 ｍ

̠ . ̏� ̭ʹ �107143.941 ｍ　　̮ʹ �21647.885 ｍ　　̝ʹ 59.568 ｍ

̠ . １Ȃ̠� ̭ʹ �107147.907 ｍ　　̮ʹ �21556.154 ｍ　　̝ʹ 58.525 ｍ

̠ . １Ȃ１� ̭ʹ �107120.466 ｍ　　̮ʹ �21593.059 ｍ　　̝ʹ 59.706 ｍ

　検出遺構および出土遺物の管ཧのため、調査区にରして̏ｍグϦοドを設定した。̮࣠にΞϧ
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ϑΝϕοτを西から東に、̭࣠にΞラビΞ数ࣈを北から南にॱに෇し、྆ऀの組み合Θͤで地区

໊とした。地区໊は、グϦοドの南東֯をج४とした。

４　整ཧ作業・ใࠂॻ作੒
　現地調査ऴ了ޙ、整ཧ作業およびใࠂॻ作੒を行った。整ཧ作業はࣸਅ、図面の整ཧと出土遺

物の整ཧをฒ行して実施した。遺物の整ཧはચড়、接合、実ଌ、τϨース、෮ݩ、ࣸਅࡱӨを行っ

た。ใࠂॻのࣥචは調査を୲当したୢາཅҰ、๬月ຑ༎、ాᬒڭو、ฤू作業はୢາ、๬月、٢

઒ֆཬが୲当し、そのଞ整ཧ作業は当社社һが分୲して行った。

第ᶘ章　位置と؀境

１　位置と؀境
　調査地はլໜ઒にԊって発ୡしたઔ状地上に位置する。当地は、相国寺境内北東にͭݐঝఱֳ

ඒ術ؗの北にྡ接しており、相国寺の旧境内にแؚされる。·た、調査地の北西໿ 200 ｍに位置

する上御霊ਆ社境内からはༀࢣ寺・本ༀࢣ寺で出土している軒ؙ6121）נ 式"छ）とಉ文の軒ܕ

6647）נಉᝎの軒平、נؙ 式ܕ (छ）がू࠾されている（１）。調査地をؚめた上御霊ਆ社Ұଳの地

Ҭはࢁ৓国Ѫౠ܊出Ӣڷにあたり、լໜ઒を境にして؛ࠨが上出Ӣڷ、ӈ؛が下出Ӣڷに分かれる。

ਖ਼૔院ࢴഎ文ॻとして࢒されたਆُ三（726）年の『ࢁഎ国Ѫౠ܊出ӢڷӢ上ཬ・Ӣ下ཬ計ா』の

Ӣ上ཬは上出Ӣڷ、Ӣ下ཬは下出Ӣڷにൺ定され、現在の相国寺Ұଳは下出Ӣڷにؚ·れると考

えられる。出Ӣڷは出Ӣࢯの本ڌであり、上御霊ਆ社境内がそのࢯ寺である「出Ӣ寺跡」と૝定

されており、調査地をؚめたप辺地Ҭが上御霊遺跡の範囲内にؚ·れる。そのޙ、室町時代に至っ

て相国寺が૑ݐされ、調査地はその境内にแؚされる。相国寺はӬಙ二（1382）年、室町ນ府第

三代ক܉଍རٛຬの発ئによって૑ݐされた寺院で、ྟࡁफ相国寺೿の૯本ࢁである。ཱݐにࡍ

しては、『続۪࢙ঞ』Ӭಙ二年十月六日条に「近辺ډ୐不ґوપօભଞॴ。෱ݪભ都外ແྫᓢӠ。」、

えݟと「ભ都之外ແྫӠʑݪ事、෱ࠑԙଞॴ、೗ډપભو近辺」Ӭಙ二年十月三十日条に『ྐྵߥ』

るように、ط存の屋ෑ΍寺院が੍ڧతにଞॴにҠసさͤられ、寺Ҭが確保された。ಉ年十月二十九

日には෹఼および法ಊのཱபが行Θれ、至ಙ二（1385）年に෹఼が完੒、ཌ至ಙ三（1386）年には

五ࢁ第二位にྻͤられた。明ಙ二（1391）年に法ಊが։ಊし、明ಙ三（1392）年には૯門、ࢁ門、

෹఼、土地ಊ、૆ࢣಊ、法ಊ、ݿ裏、ૐಊ、方ৎ、ཋ室、東ߨ、࢘ಊ、৊࿖、塔頭なͲが整い、མ

慶ڙཆが行Θれた。相国寺૑ݐ当ॳにおける境内内の༷ࢠにͭいてはৄࡉが不明であるが、ఱ明

の大Ր以߱の境内図によれば調査地は劫外軒のෑ地北൒部にあたる。（図４）劫外軒は中華ঝॢを

։ࢁとしてఱਖ਼年間（1573 ʙ 1592）に૑ݐされ、明࣏六（1873）年にഇ絶したとされる。『光源

院文ॻ四』慶長十二（1607）年十Ұ月二十五日条に「劫外軒之ّਃ置ᑍʑ　ӈᙛ軒ऀᏐ年斷絶之ّ、

ᢜ跡೉ࣺᰨ、ঝ本׃৯औཱީ之間、豊光・大光之ّऀ、不及ਃ、以心華ᗣ頭、ཆ源・খิ・大௨
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看坊之輩、以談合之上、諸事可被相調、其上學問稽古不可有油斷也」とあり、慶長十二年の時点

では存続はしていたものの、数年間の断絶があったことが認められる（２）。慶長十九（1614）年の『相

国寺常住并諸塔頭知行之目録』には「三十六石四斗四升三合七勺五才」とあり、相国寺本坊

「千四百六十貮石壹斗五合」から配当を受けていたことが判る。当目録によれば、「千四百六十貮

石壹斗五合」のうち「九百六拾五石七斗壹升五合」が豊光寺、大光明寺、圓光寺を除く 40 の塔頭

に分配されているが、劫外軒は、鹿苑院、心華院、瑞春軒、光源院、梅岑軒、富春軒に次いで多

調査推定地
図４　天明大火後の境内図

（平成19年度教化活動委員会研修会講義録『近世の相国寺』より）に加筆
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くの配当を受けており、諸塔頭の中でも有ྗな塔頭であったことをӐうことがで͖る（̏）。·た、ఱ

明ീ（1788）年の『ఱ明ീ年ፅਃਖ਼月ր日ճᜆ之記』には「法ಊ之外、諸Հཟ及塔頭二十ҰՕ院、

至ୢࠁփᗙ」とあり、ఱ明の大Րによって法ಊと数院を除͖相国寺境内の大൒がমࣦしたことが

判るが、大Րޙにॻかれた『ྨᗑ御斷ॻ』に劫外軒の໊を認めることがで͖、ఱ明の大Րによっ

てমࣦしたことが判る（４）。Ұ方で、『塔頭記　ఱ保十四年ᚘӎ五月　຤寺վ฽』にはݐ物が存在す

る塔頭として劫外軒の໊がݟえることから、ఱ保十四（1843）年にはݐ࠶されていたと考えられ

る（̑）。そのޙ、明࣏六（1873）年にഇ絶し、੒҆ঁࢠ学Ԃが相国寺から土地を௞आしてত࿨二（1927）

年に当地΁Ҡసしている。

ம

（１）� 前ాٛ明「御霊ਆ社境内のू࠾遺物」『لڀݚཁ　第 10 ߸ � 	 財 
 京都市埋ଂ文化財ڀݚॴ 設ཱ 30 प

� 年記೦߸ �』財ஂ法人京都市埋ଂ文化財ڀݚॴ　2007

（２）� 相国寺࢙ྉฤࢊ委һ会ฤ『相国寺࢙ྉ　第１ר』　1984

（̏）� 相国寺࢙ྉฤࢊ委һ会ฤ『相国寺࢙ྉ　第１ר』　1984

（４）� 相国寺࢙ྉฤࢊ委һ会ฤ『相国寺࢙ྉ　第̒ר』　1990

（̑）� 相国寺࢙ྉฤࢊ委һ会ฤ『相国寺࢙ྉ　第̕ר』　1994
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� 『相国寺旧境内発掘調査ใࠂॻ　ࠓ出઒Ωϟンύス整උに൐う発掘調査（第４次ʙ第̒次）』ಉࢤ社大学

� 第ࠂใڀݚྉؗ調査ࢿ࢙ྺ 13 ू　ಉࢤ社大学ྺࢿ࢙ྉؗ　2015

� 『相国寺旧境内』京都市埋ଂ文化財ڀݚॴ発掘調査֓ใ　財ஂ法人京都市埋ଂ文化財ڀݚॴ　2005

ԟの調査（図̑・ද１）ط　２
　相国寺旧境内内では、ಉࢤ社大学および京都市埋ଂ文化財ڀݚॴなͲによって多くの発掘調査

が実施されている。·た、西にྡ接する室町఼跡においても数次の調査がなされている。図̑に

おいてࠇ実ઢで囲Μͩ範囲はप知の遺跡としてొ録されている相国寺旧境内と室町఼（Ֆの御ॴ）、

ഁઢで囲Μͩ範囲は現在の相国寺境内、グϨー実ઢで囲Μͩ範囲はށߐ時代の相国寺境内推定ラ

Πンである。ࠓճの調査地近辺では、1976 年（13）、1977 年（14）、1978 年（17、18）に੒҆ঁࢠ

学Ԃෑ地内で実施された調査において遺構には൐Θないもののνϟーτ੡ࡉ石֩が出土しており、

ಸྑ時代のப݀、土޵、室町時代の東西溝、ށߐ時代の東西溝、土޵が検出されている。·た、

調査地の南にྡ接するঝఱֳඒ術ؗ地点では 1981 年ʙ 1982 年（22）、1986 年（24）、2004 年（29）

に発掘調査が実施されている。1981 年ʙ 1982 年のঝఱֳඒ術ؗݐ設に൐う調査では、相国寺૑ݐ

られる南北方向の土ྥおよび溝なͲが検出されている。この調査地は近世においてݟのものとظ

は豊光寺および劫外軒のෑ地にൺ定される。1986 年の調査では、北東のঝఱֳඒ術ؗ૿ங用地の
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トレンチで相国寺創建期の溝や石組み井戸が、南の事務棟予定地のトレンチでは 15 世紀後半の井

戸、18 世紀の溝、18 世紀後半以降の南北方向の石垣などが検出された。2004 年の調査では、豊光

寺敷地内に比定される西側のトレンチで江戸時代の南北方向の布掘り柵列などが検出され、劫外

軒敷地内に比定される東側のトレンチでは、江戸時代の石組み溝（禁裏御用水）とそれに伴う土塁、

16 世紀初頭以降に成立し、天明の大火で焼亡したと考えられる基壇建物、14 世紀後半の掘込地業、

室町時代と見られる掘立柱建物などが検出されている。また、７世紀半ば～後半の竪穴建物が 20

棟、８世紀以降に建てられたと見られる掘立柱建物１棟、建物と併存していたと考えられる柵列

江戸時代の相国寺推定範囲

現在の相国寺境内

は全て27
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図５　既往調査位置図（１：5000）
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２ྻが検出されている。·た、୦݀ݐ物܈にͭいて出Ӣ寺଄ӦにܞΘったूஂとの関連が指ఠさ

れている。

ճ調査地から北西໿ࠓ　 250 ｍに位置するӊؙ中学校校地内では 1981 年（20）、1993 年（25）に

発掘調査が実施されている。1981 年の調査では室町時代の石ྻ状遺構が検出されており、جஃ化

হとݟられている。1993 年の調査では、15 世ل຤ʙ 16 世ل中ࠒのງ状遺構が̑条検出されてい

る΄か、室町時代のப݀、石ྻ、土޵なͲ、平҆時代ʙח૔時代の溝なͲが検出されている。·た、

ӊؙ中学校はීኍ院跡およびউ定院跡にൺ定される。

　2011 年に旧京都市છ৭試ݧ৔跡地において実施されたಉࢤ社大学ӊؙΩϟンύスݐ設に൐う調

査（33）では、15 世ل຤ʙ 16 世لのງ、石室、17 世لのງ΍石組ҪށなͲが検出されている。

·た、調査区東端ではಓ࿏跡とݟられる南北方向の᛽ෑ遺構が検出されており、調査区西端部では

町屋എޙのਖ݀が検出されている。2009 年ʙ 2012 年にかけて実施されたಉࢤ社大学ࠓ出઒Ωϟン

ύス整උに൐う発掘調査（31、32）では、相国寺૑ظݐのఉԂに൐うと考えられる南北ྲྀ࿏、当

該ྲྀ࿏の東西を南北方向に૸る᛽ෑಓ࿏、ૅ石ݐ物が検出された。このྲྀ࿏埋土からは「鹿」の

๽ॻ໏がある古੉ށ࿸が出土し、当該調査地が相国寺૑ظݐから鹿苑院にൺ定されることが実ূ

された。·た、室町時代຤ظのૅ石ݐ物、南北方向の溝、ງ等が検出され、ۅ文軒ؙנ、「Ӣ௖」

໏のあるఱ目࿸に加え「鹿」໏ఱ目࿸、「鹿苑ऺྈ」໏ന磁ࡼが出土している。調査区北端部では

΍その近਌ऀが૴られていたと考えられる近世ุ地が࣋ণ軒あるいはӢઘ軒にかかるྺ代の住ٱ

検出されている。

ද１　طԟ調査Ұཡ
調査位置 調査法 調査੒果֓ཁ ݙ文ࡌܝ

1 ݰ ෢ 町 596・ Ԭ দ町264（大学図ॻؗ地点） 調査

整ࡂ᛽ཷり・Ր・޵り・土ཷנ・ށ൒のҪޙ時代ށߐ
地૚なͲを検出。

『ಉࢤ社大学ࠓ出઒校地発掘調
査֓ใ ಉࢤ社大学校地学術調
査委һ会調査ࢿྉᶺ 1』1972 ಉ
社大学校地学術調査委һ会ࢤ

2 相国寺門前町（ӊؙઢᶺ 1地点） 調査

室町時代຤ظの土޵・ப݀・溝なͲを検出。 『京都市高଎మಓӊؙઢ内遺跡
調査年ใⅠ 1974,75 年౓』1980
京都市高଎మಓӊؙઢ内遺跡調
査会

3 上ཱച東町・御ॴീ഼町（ӊؙઢᶺ 7地点） 調査

室町時代຤ظʙށߐ時代の溝・ப݀・土޵なͲを検出。『京都市高଎మಓӊؙઢ内遺跡
調査年ใⅠ 1974,75 年౓』1980
京都市高଎మಓӊؙઢ内遺跡調
査会

4 ෢町ݰ （大図ॻؗ地点ࢠঁ）602�1 調査

室町時代ޙ൒の配石遺構・土ށߐ、޵時代の溝・土޵・
Ҫށ・配石遺構なͲを検出。

『ಉࢤ社ঁࢠ大学校地発掘調査
֓ཁ ಉࢤ社大学校地学術調査
委һ会調査ࢿྉᶺ 3』1975 ಉࢤ
社大学校地学術調査委һ会

5 相国寺門前町 629（中学校৽জӫؗ北地点） 調査

。石ྻなͲを検出・޵土・ށ時代のҪށߐ 『ಉࢤ社中学校ʑ地内発掘調査
֓ཁ　ಉࢤ社大学校地学術調査
委һ会調査ࢿྉᶺ 4』1975 ಉࢤ
社大学校地学術調査委һ会

6 ෢町ݰ 602�1（光Ԙؗ地点） 調査

古代整地૚、౧ࢁ時代の石組஑、ށߐ時代のᙈ܈ุ׹・
土޵なͲを検出。

『ಉࢤ社大学旧有ྡؗ跡地発掘
調査֓ཁ　ಉࢤ社大学校地学術
調査委һ会調査ࢿྉᶺ 5』1975
ಉࢤ社大学校地学術調査委һ会

7 ༄ϊ図ࢠ町・相国寺門前町（ӊؙઢᶺ32地点） 調査

室町時代຤ظのམࠐみ・߼・石֞・東西溝・土ߐ、޵
。なͲを検出޵の土ظޙ時代ށ

『京都市高଎మಓӊؙઢ内遺跡
調査年ใⅠ 1974,75 年౓』1980
京都市高଎మಓӊؙઢ内遺跡調
査会
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調査位置 調査法 調査੒果֓ཁ ݙ文ࡌܝ

8 御ॴീ഼町（ӊؙઢᶺ33 地点） 調査

室町時代຤ظの溝・石܈・མࠐみ・土޵なͲを検出。『京都市高଎మಓӊؙઢ内遺跡
調査年ใⅠ 1974,75 年౓』1980
京都市高଎మಓӊؙઢ内遺跡調
査会

9
相国寺門前町 629・৽
北খ࿏町 612（ίンίー
ス地点）

調査

室町ʙ౧ࢁ時代の土ށߐ、޵時代前ظの土ށߐ、޵時
代ظޙのҪށ・土޵なͲを検出。

出઒校地ి࿩配ઢସに൐うࠓ』
発掘調査֓ཁ　ಉࢤ社大学校地
学術調査委һ会調査ࢿྉᶺ 6』
1976 ಉࢤ社大学校地学術調査
委һ会

10 ෢町ݰ （大図ॻؗ地点ࢠঁ）602�1 調査

室町ʙ౧ࢁ時代のҪށ・土܈ุ޵・埋ᙈ・土޵・ू石・
溝状遺構、ށߐ時代の土޵・石室・ू石・石ྻ・ᙈ׹
なͲを検出。

『ಉࢤ社ঁࢠ大学図ॻؗݐ設༧
定地発掘調査֓ཁ ಉࢤ社大学
校地学術調査委һ会調査ࢿྉᶺ
8』1976 ಉࢤ社大学校地学術調
査委һ会

11 ༄ϊ図ࢠ町（ӊؙઢᶺ45 地点） 調査
室町時代ظޙの土޵・溝、室町時代ظޙʙ౧ࢁ時代の
土޵・溝状遺構・石ށߐ、܈時代ظޙの土޵・Ҫށ・
。りなͲを検出ཷנ

『京都市高଎మಓӊؙઢ内遺跡
調査年ใᶘ』1981 京都市高଎
మಓӊؙઢ内遺跡調査会

12 相国寺門前町 629（中学校体ҭؗ地点） 調査

౧ࢁ時代の石室・石組遺構・Ҫށ・ू石・ப݀܈・土
石組遺構・ू石な・ށ時代のҪށߐ、り・溝ཷנ・޵
Ͳを検出。

『ಉࢤ社中学校体ҭؗݐ設༧定
地発掘調査֓ཁ ಉࢤ社大学校
地学術調査委һ会調査ࢿྉᶺ
10』1977 ಉࢤ社大学校地学術
調査委һ会

13 相国寺門前町（੒҆ঁࢠ学Ԃ） 調査

ಸྑ時代のப݀・土޵、室町時代の土޵、౧ࢁʙށߐ
時代の東西溝なͲを検出。

『相国寺旧寺Ҭ内の発掘調査 �
੒҆ঁࢠ学Ԃ校地内の埋ଂ文化
財 �』1977 ಉࢤ社大学校地学術
調査委һ会

14 相国寺門前町（੒҆ঁࢠ学Ԃ） 調査 室町時代の東西溝・མࠐみ・土޵、近世の溝・土器ཷ
りなͲを検出。

『ত࿨ 52 年౓ 京都市埋ଂ文化
財調査֓ཁ』2011 埋文ݚ

15 相国寺門前町（ӊؙઢཱ �16 地点） 調査
室町時代ظޙʙ౧ࢁ時代の溝、時ظ不明の土޵なͲを
検出。

『京都市高଎మಓӊؙઢ内遺跡
調査年ใᶘ』1981 京都市高଎
మಓӊؙઢ内遺跡調査会

16 ༄ϊ図ࢠ町（ӊؙઢ9�3 地点） 調査
室町時代ظޙのҪށ・石֞・土޵・མࠐみ・ϐοτ・
溝なͲを検出。

『京都市高଎మಓӊؙઢ内遺跡
調査年ใᶘ』1981 京都市高଎
మಓӊؙઢ内遺跡調査会

17 相国寺門前町（੒҆ঁࢠ学Ԃ） 調査 室町時代のҪށ・ப݀・土޵、近世の東西溝・ப݀・
土޵なͲを検出。

『ত࿨ 52 年౓ 京都市埋ଂ文化
財調査֓ཁ』2011 埋文ݚ

18 相国寺門前町（੒҆ঁࢠ学Ԃ） 調査 中世ʙށߐ時代のப݀・土ށߐ、޵時代の溝・土޵な
Ͳを検出。

『ত࿨ 52 年౓ 京都市埋ଂ文化
財調査֓ཁ』2011 埋文ݚ

19 御ॴീ഼町・ݰ෢町（地下మࠓ出઒Ӻ地点） 調査
ಸྑ時代のϐοτ、室町ʙށߐ時代のҪށ・土޵・溝・
石ྻ・᛽ෑなͲを検出。

『ಉࢤ社構内地下మӊؙઢࠓ出
઒Ӻ地点の発掘調査』1981 ಉ
社大学校地学術調査委һ会ࢤ

20 相国寺門前町 647�23（ӊؙ中学校） 調査
室町時代の石ྻ状遺構・ࡤ・ू石・土޵なͲを検出。『ত࿨ 56 年౓ 京都市埋ଂ文

化財調査֓ཁ（発掘調査ฤ）』
1983 埋文ݚ

21 相国寺門前町（相国寺内ಓ࿏） ཱ会
ඈௗ時代の土޵、平҆ʙח૔時代の土޵・Ҫށ・ப݀、
室町時代の南北石ྻ・東西石組溝・土޵・土器ཷりな
Ͳを検出。

『ত࿨ 56 年౓ 京都市埋ଂ文化
財調査֓ཁ（試掘・ཱ 会調査ฤ）』
1983 埋文ݚ

22 相国寺門前町 701（ঝఱֳඒ術ؗ地点） 調査

室町時代の南北土ྥ・溝、室町時代ʙ近世の遺構を検
出。

『大本ࢁ相国寺境内の発掘調
査 � ঝఱֳ地点の埋ଂ文化財 �』
1984 ಉࢤ社大学校地学術調査
委һ会

23 ৽北খ࿏町（ಙরؗ地点） 調査

室町時代ظޙの溝、౧ࢁ時代の土޵・溝・Ҫށ・石室、
近世の土޵・溝・Ҫݐ・ށ物ૅ石を検出。

『ಉࢤ社大学ಙরؗ地点・৽ౡ
会ؗ地点の発掘調査 ಉࢤ社大
学校地学術調査委һ会調査ࢿྉ
ᶺ 22』1990 ಉࢤ社大学校地学
術調査委һ会

24
相国寺門前町（ঝఱֳ
ඒ術ؗ事຿౩用地地点
ଞ）

調査

室町時代の東西溝・Ҫށ・土޵なͲを検出。 『大本ࢁ相国寺境内の発掘調査
ᶘ ಉࢤ社大学校地学術調査委
һ会調査ࢿྉᶺ 21』1988 ಉࢤ
社大学校地学術調査委һ会

25 相国寺門前町 647�23（ӊؙ中学校） 調査 平҆ʙח૔時代の土޵・東西溝、室町時代のງ・土޵・
ப݀・石ྻなͲを検出。

『平੒ 5年౓ 京都市埋ଂ文化財
調査֓ཁ』1996 埋文ݚ

26 室町頭町 261（室町খ学校） 調査
平҆ʙח૔時代のམࠐみ、室町時代຤ظʙ౧ࢁ時代の
土޵・ப݀・ࡤ・石室・整地૚、ށߐ時代の土޵・ப
݀・溝・ҪށなͲを検出。

『平੒ 9年౓ 京都市埋ଂ文化財
調査֓ཁ』1999 埋文ݚ
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調査位置 調査法 調査੒果֓ཁ ݙ文ࡌܝ

27
出઒町・相国寺門前ࠓ
町ଞ（ӊؙ௨ࠓ出઒ʙ
上ཱച上ϧ）

調査
室町時代ظޙのப݀・埋ᙈ遺構、ށߐ時代の土޵・石
積遺構・ҪށなͲを検出。

『平੒ 14 年౓京都市埋ଂ文化財
調査֓ཁ』2004 埋文ݚ

28 相国寺門前町（ΫラーΫ記೦ؗ地点） 調査

なͲを޵の土ظ時代中ށߐ、の南北石ྻظ時代ॳށߐ
検出。

『ಉࢤ社大学構内遺跡発掘調査
ใࠂॻ 	2003・2005 年౓ 
 ಉࢤ
社大学ྺࢿ࢙ྉؗ調査ڀݚใࠂ
第 7 ू』2007 ಉࢤ社大学ྺ࢙
ྉؗࢿ

29 相国寺門前町 701（ঝఱֳඒ術ؗ૿ங地点） 調査
ඈௗ時代の୦݀住ډ・掘ཱபݐ物、室町時代の掘ཱப
積נ・ᐩנ・ஃج物ݐ時代のށߐʙࢁ౧、ྻࡤ・物ݐ
暗渠・ங地なͲを検出。

『相国寺旧境内 京都市埋ଂ文化
財ڀݚॴ発掘調査֓ใ 2004�14』
2005 埋文ݚ

30 ෢町（図ॻؗ西地点）ݰ 調査

室町時代຤ظʙށߐ時代の土޵・石組・溝・߼なͲを
検出。

『ಉࢤ社大学構内遺跡発掘調査
ใࠂॻ 	2003・2005 年౓ 
 ಉࢤ
社大学ྺࢿ࢙ྉؗ調査ڀݚใࠂ
第 7 ू』2007 ಉࢤ社大学ྺ࢙
ྉؗࢿ

31
相国寺門前町（ࠓ出઒
Ωϟンύス整උ第 1次
ʙ第 3次）

調査

土・ށ物・Ҫݐ時代のૅ石ށߐ૔時代の溝、室町ʙח
。石ෑなͲを検出・޵

『相国寺旧境内発掘調査ใࠂॻ
出઒Ωϟンύス整උに൐う発ࠓ
掘調査第 1 次ʙ第 3 次 ಉࢤ社
大学ྺࢿ࢙ྉؗ調査ڀݚใࠂ第
10 ू』2010 ಉࢤ社大学ྺࢿ࢙
ྉؗ

32
相国寺門前町（ࠓ出઒
Ωϟンύス整උ第 4次
ʙ第 5次）

調査

溝、南北ேʙ室町時代のૅ石・޵土・ށ૔時代のҪח
、物跡ݐのظ室町時代຤、޵土・ށ溝・Ҫ・߼・物ݐ
。溝なͲを検出・޵時代の溝・石室・土ށߐ

『相国寺旧境内発掘調査ใࠂॻ
出઒Ωϟンύス整උに൐う発ࠓ
掘調査第 4 次ʙ第 6 次 ಉࢤ社
大学ྺࢿ࢙ྉؗ調査ڀݚใࠂ第
13 ू』2015 ಉࢤ社大学ྺࢿ࢙
ྉؗ

33 相国寺門前町 647�20（ӊؙΩϟンύス） 調査

ப݀・掘・ށ室町時代の溝・Ҫ、ށ૔時代の溝・Ҫח
ཱபݐ物、ઓ国ʙ౧ࢁ時代の溝・Ҫށ・ப݀・掘ཱப
・みࠐམ・޵時代の溝・土ށߐ、物・石室・石組ุݐ
ҪށなͲを検出。

『相国寺旧境内・上京遺跡発
掘調査ใࠂॻ ಉࢤ社大学ӊؙ
Ωϟンύスݐ設に൐う発掘調査
ಉࢤ社大学ྺࢿ࢙ྉؗ調査ڀݚ
ใࠂ第 12 ू』2013 ಉࢤ社大学
ݚྉؗ・埋文ࢿ࢙ྺ

B 御ॴീ഼町（ӊؙઢᶺ79 地点） 調査
室町時代の土޵・མࠐみ・஑状遺構、ށߐ時代のҪށ・
土޵・ϐοτ・མࠐみなͲを検出。

『京都市高଎మಓӊؙઢ内遺跡
調査年ใᶙ』1982 京都市高଎
మಓӊؙઢ内遺跡調査会

C Ԭদ町 254�1 調査 室町時代と考えられる஑の఑・ఉ石なͲを検出。 『京都市内試掘ཱ会調査֓ใত
࿨ 60 年౓』1986 埋文ݚ

D 御ॴീ഼町 110�5 調査 室町時代と考えられるఉԂの石組遺構・᛽ෑ遺構・土
。ఉ石なͲを検出・޵

『京都市内試掘ཱ会調査֓ใত
࿨ 61 年౓』1987 埋文ݚ

E Ԭদ町 254�2 ଞ 調査 室町時代の石組遺構・溝・ஙܠ・ࢁ石、ށߐ時代前ظ
のݐ物跡・石ෑ遺構・石組遺構・溝・土޵なͲを検出。

『平੒ݩ年౓ 京都市埋ଂ文化Ѫ
調査֓ཁ』1994 埋文ݚ

F 御ॴീ഼町 （梅ؗ地点פ）103 調査

、૔時代ʙ南北ே時代の東西溝ח、ށ൒のҪޙ૔時代ח
室町時代の石ෑ遺構・石組水࿏・ப݀ྻ・ݐ物ૅج、
。ர଄遺構なͲを検出・޵時代の土ށߐ

『学ੜ会ؗ・פ梅ؗ地点発掘調
査ใࠂॻ � 室町఼と近世西ཱച
町の調査 � ಉࢤ社大学ྺࢿ࢙ྉ
ؗ調査ڀݚใࠂ第 4 ू』2005
ಉࢤ社大学ྺࢿ࢙ྉؗ

G 裏ங地町（旧大学会ؗ地点第 （ظ3 調査

組遺構なͲנ・ᜱ状遺構・޵の石組・土ظޙ時代ށߐ
を検出。

『ಉࢤ社大学構内遺跡発掘調査
ใࠂॻ 	2003・2005 年౓ 
 ಉࢤ
社大学ྺࢿ࢙ྉؗ調査ڀݚใࠂ
第 7 ू』2007 ಉࢤ社大学ྺ࢙
ྉؗࢿ

埋文ݚˠ財ஂ法人京都市埋ଂ文化財ڀݚॴ
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第ᶙ章　調査੒果

本૚ং（図൛１ʙ̑）ج　１
　調査地における現地ද面のඪ高は、調査区北西֯部で 59.780 ｍ、北東֯部で 59.720 ｍ、南西֯

部෇近に設置した̠ . ̏で 59.568 ｍ、南東֯部෇近に設置した̠ . ２で 59.254 ｍであり、北西か

ら南東に向かって௿くなる地ܗをఄする。現地ද面から૚ް 0.8 ｍʙ 1.0 ｍは近代整地土および現

代盛土であるが、南西部では໿ 0.3 ｍと΍΍ബくなる。これらを除去した時点で 10:33�4 暗׊৭

࠭టからなる第１૚が࿐出するが、これは調査区南൒に分෍し、北൒では確認されなかった。૚

ްは໿ 0.1 ｍʙ 0.5 ｍで、南東部でްくなる。16 世ޙل൒の整地土と考えられる。第１૚௚下に

10:33�3 暗׊৭࠭టからなる第２૚が堆積しており、૚ްは࠷もബい北東部で໿ 8.0 ᶲ、࠷もްい

南൒中ԝ෇近で໿ 0.6 ｍをଌる。当該૚は南東部を除いて調査区全体に分෍しており、15 世ޙل൒

ʙ 16 世ل前༿の整地土と考えられる。この第２૚を除去すると 10:33�2 ৭࠭టからなる第̏׊ࠇ

૚上面にୡする。第̏૚は第２૚とಉ༷に調査区南東部以外に分෍するが、南西部においては部

分తな࢒存にཹ·る。૚ްは໿0.1 ｍʙ 0.4 ｍをଌる。第̏૚௚下には10:34�4׊৭࠭టが堆積し、

当該૚下には 10:33�2 ৭࠭᛽૚が認められる。第̏૚以下はແ遺物૚であり、調査地におけ׊ࠇ

るج൫૚と考えられる。

　調査は、近代整地土および現代盛土を重機にて除去し、禁裏御用水遺構を検出した面を第１面、

第１૚上面を第 2－ 1 面、第２૚上面を第 2－ 2 面、第̏૚上面を第̏面として実施した。·た、

調査区南東端部には旧京都産業大学附属中学校・高等学校の校舎ૅج（地中ྊ）が࢒されており、

ྊ内に遺構面が࢒存するため、ྊ内においても֤面で調査を実施した。なお、地中ྊ内にͭいては、

西からॱに̖から̛·でのݺশを෇けた。

２　検出遺構
　第１面では、禁裏御用水遺構と考えられる石組み溝が検出された。第 2－ 1 面ではૅ石ݐ物と

それに൐う溝に加え、土޵およびϐοτ数ج、地中ྊ̙内で南北方向の石組み溝１条と１ྻྻࡤ

を検出した。第 2－ 2面ではओな遺構として߼、溝、ྻࡤ、Ҫށ、土ุ޵、第̏面では掘ཱபݐ物、

。物を検出したݐ୦݀、ྻࡤ

ද２　遺構֓ཁද

検出面 時代 遺構

第１面 近代 溝 0001

第 2 － 1 面 室町時代຤ظʙ҆土・౧ࢁ時代 ૅ石ݐ物 0508、溝 ྻࡤ、0124・0041 りཷנ、0509 0014・0015・0016・
0017・0018・0033・0068・0069・0075・0078、ப݀ 0047

第 2 － 2 面 室町時代中ࠒʙޙ൒ ߼ 0039、溝 ྻࡤ、0275 0510・0511・0512、Ҫށ 0250、土ุ޵ 0335、
土޵ 0148

第̏面 ന๟時代・ח૔時代
溝 ྻࡤ、0145 0513・0514、掘ཱபݐ物 0515・0516、୦݀ݐ物 0164・
0217・0218・0219・0363・0364・0389・0421・0468、୦݀ݐ物ᜱ
0164・0219・0389
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（１）第１面（図൛̓ʙ 15・82 －１）

　近代の禁裏御用水遺構と考えられる石組み溝を調査区東端部で検出した。当該遺構以外には旧੒

学Ԃおよび旧京都産業大学附属中学校・高等学校のグラウンドの排水用暗渠をは͡め、近ࢠঁ҆

代以߱の֧ཚを数ج検出した。

ʤ禁裏御用水ʥ

ߔ 0001（図൛ 1�ɾ1�ɾ�2ʵ２ɾ�3ʵ１ɾ��ʵ１）

　調査区東端部で検出した、南北方向に૸る石組み溝である。掘方の෯໿ 3.0 ｍ、石組みの内ੇ෯

は໿ 1.3 ｍをଌり、長さ 24.5 ｍ分を検出した。断面ܗはശܗをఄし、石組み検出面から溝ఈ部·で

のਂさは໿ 0.4 ｍである。溝ఈ部のඪ高஋は北部で 58.000 ｍ、南部では 57.800 ｍであり、北から

南΁向かって௿くなっている。溝ఈ部には、調査区北端部から໿ 4.6 ｍ地点から南に໿ 5.2 ｍ、໿

16.5 ｍ地点から南に໿ 5.0 ｍの範囲に᛽ෑ͖が施されていた。·た、溝ଆนの石組みには溝ఈから

໿ 0.15 ｍの高さに、当遺構が禁裏御用水として機ೳしていた時ظの水位をࣔすと考えられるے状

のࠟ跡が認められる。遺構埋土内には近代以߱のガラス瓶、プラスνοΫ੡඼、ۚ属੡඼、ಃ磁

器なͲਖևが多ྔにแؚされており、掘方埋土にも近代遺物がগྔながらแؚされていた。これ

らのことから、石組み溝は明ظ࣏以߱に構ஙされたと考えられる。埋຅時ظにͭいては、ত࿨二

（1927）年に੒҆ঁࢠ学Ԃが当地にҠసしていることに加え、埋土中にแؚされていたガラス瓶等

にઓޙのॴ産と考えられるものがݟられなかったことから、ত࿨ॳ頭と考えられる。

　·た、石組み溝の下部で、෯ 0.8 ｍʙ 1.0 ｍ、石組み溝ఈ部からのਂさ 0.37 ｍʙ 0.44 ｍをଌるૉ

掘溝を検出した。南端部は地中ྊ̗の掘方によって੾られるが、地中ྊ̗内において南Ԇ長を検

出した。地中ྊ̗内における検出長は໿ 6.0 ｍで、検出面からఈ部·でのਂさは 0.3 ｍʙ 0.38 ｍを

ଌる。遺構ఈ部のඪ高஋は北部で 57.600 ｍ、地中ྊ̗内の南部では 57.000 ｍで、ൺ高ࠩは 0.6 ｍ

をଌる。埋土には、19 世ل中ࠒのॴ産と考えられる土ࢣ器ࡼがแؚされていた。このૉ掘溝は石

組み溝௚下に位置することから、石組み溝構ங以前にෑ設されていた禁裏御用水遺構の可ೳੑが

考えられる。南にྡ接するঝఱֳඒ術ؗ૿ங地点で 2004 年に実施された調査（図̑・ද１－ 29）

においても、埋土内に近代遺物をแؚする石組み溝௚下でૉ掘溝が検出され、その埋土からށߐ

時代ॳظの土ࢣ器ࡼが出土したとされる。これらのことから、গなくともށߐ時代຤ظにはૉ掘

溝の水࿏がෑ設されており、明ظ࣏に石組み溝΁վमされたものと考えられる。

（２）第 2－ 1面（図൛ 18 ʙ 26・84 －２）

　ૅ石ݐ物１౩、それに൐うと考えられる溝１条、ཷנり 10 、جϐοτ̔、جப݀̒、ج̓޵土、ج

溝状遺構１ج、地中ྊ̙内で石組み溝１条、１ྻྻࡤを検出した。

ʤૅ石ݐ物ʥ

ૅੴݐ෺ 050�（図൛ 2�ʙ 29ɾ�5ʵ１）

　調査区南東部で検出した。ப݀ 0049、0050、0084、0088、0089、0090、0091、0094 からなる。

ப݀ 0049、0091、0094 にૅ石が࢒存しており、ப݀ 0091 のૅ石にͭいては、ૅ石௚下にਾ෇時
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のࠜ石が࢒存していたことから、ݪ位置を保っているものと判断した。これにରし、ப݀ 0049 の

ૅ石は南に、ப݀ 0094 のૅ石は北΁ಈかしたࠟ跡が認められた。ப݀ 0049 にͭいては、ૅ石北

ଆでఈ部にࠜ石が࢒存するப݀を検出しており、断面࡯؍により当該ப݀からૅ石をൈ͖औろう

とした結果、ૅ石検出位置にૅ石がҠಈしたものと考えられる。·た、ப݀ 0049 の西に位置する

ப݀ 0050 においても、ૅ石は検出されなかったが、ࠜ石と考えられるখ᛽が遺構ఈ部に࢒存して

いた。ப݀ 0050 の西で検出したப݀ 0094 においても、ૅ石南ଆにࠜ石が࢒存するப݀を検出し

ており、ப݀ 0049 とಉ༷、ૅ石をൈ͖औろうとした結果として北にૅ石がҠಈしたものと考えら

れる。ݐ物の平面ن໛にͭいては、ப݀ 0088、0089、0090、0091 から構੒されるபྻの北 2.5 ｍ

に溝 0041 がฒ行して૸ることから、当該பྻがݐ物北辺のபྻにあたると考えられ、ப間ੇ法は

3.9 ｍをଌる。ப݀の平面ܗ状は方ܗをఄし、ن໛はப݀ 0088 が南北 1.2 ｍ、東西 0.8 ｍ以上、検出

面からのਂさ໿ 0.3 ｍ、ப݀ 0089 は南北 1.1 ｍ、東西 1.0 ｍ以上、検出面からのਂさ໿ 0.3 ｍ、ப

݀ 0090 は南北 1.1 ｍ、東西 1.0 ｍ以上、検出面からのਂさ໿ 0.13 ｍをଌる。ப݀ 0091 は、ૅ石௚

下にۇかに掘方を確認することがで͖たが、それよりも上部にͭいては溝 0041 の南部に޿がるנ

ཷりによってഁյされており、掘方の平面ܗおよびن໛は不明である。掘方の࢒存ਂさ 0.08 ｍ、

ૅ石上面から掘方ఈ部·でのਂさは 0.38 ｍである。ப݀ 0084 はப݀ 0091 の南 3.9 ｍに位置する。

南北長 1.2 ｍ、東西෯ 0.8 ｍ分を検出したが、遺構の東൒を試掘̏τϨンνに੾られているため、

全体平面ܗは不明である。検出面から遺構ఈ部·でのਂさは໿ 0.45 ｍをଌる。·た、֧ཚ 0044

にͭいて、当ॳப݀ 0090 の南に位置するப݀と૝定して掘削を行ったが、遺構ఈ部で検出したࠜ

石状の᛽ू積にίンΫϦーτが·かれていたことから、当ૅ石ݐ物に൐うப݀ではなく、近代以

߱の֧ཚと判断した。ݐ物北辺பྻから 11.7 ｍ南に位置する、ப݀ 0049、0050、0094 からなる

பྻでは、ப݀ 0049 とப݀ 0050 間はப間 3.9 ｍ、ப݀ 0050 とப݀ 0094 間はப間 3.0 ｍをଌる。

これらによって構੒されるபྻの南では溝 0041 にରԠすると考えられる溝を検出していないこと

から、ݐ物は調査区外΁ൈけて南΁ల։することが૝定される。·た、北辺பྻからப݀ 0049、

0050 ྻ·での間は近代以߱に֧ཚをうけており、当ݐ物のப݀を検出することがで͖なかった。

そのため、ப配置を確認することはで͖なかったが、ப間が等間の૯பݐ物とԾ定すれば、南北

方向にはப間 3.9 ｍの４間以上を૝定することがで͖る。·た、東西方向は、北辺பྻにͭいて

はப間 3.9 ｍの̏間が૝定されるが、その̏間南にあたるப݀ 0049、0050、0094 から構੒される

பྻではப݀ 0049 より東ではப݀が検出されなかった。これは、ப݀ 0049、0050 の࢒存ਂ౓が

0.15 ｍ前ޙとઙく、遺構面のඪ高もப݀ 0049、0050 地点にൺして 0.3 ｍ程౓௿いことから、ޙ世

の削平を受けたためと考えられる。·た、ப݀ 0050 とப݀ 0094 間は 3.0 ｍとப間が΍΍ڱく、さ

らにこの１間分はப݀ 0088 とப݀ 0050 で構੒される南北பྻの西に位置し、ப݀ 0094 の北およ

び西ではபྻを構੒しಘるப݀が検出されなかったことから、ݐ物北辺பྻから南΁̏間分はப

間 3.9 ｍの東西̏間、以南は西΁ப間 3.0 ｍの１間分がऔり෇いて東西４間になるものと考えられ

る。東辺にͭいては、地中ྊによって֧ཚをうけているため、西辺とಉ༷にப間 3.0 ｍの１間分が

औり෇くか൱か不明である。これらのことから、ࠓճ検出したૅ石ݐ物は、南北౩で、ܻ行͖が
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ப間 3.9 ｍの４間以上、ྊ間は北̏間がப間 3.9 ｍの̏間、４間目から西１間がப間 3.0 ｍ、その

東̏間がப間 3.9 ｍとなる４間の平面ن໛を有すると考えられる。ୠし、東辺にも西辺ಉ༷のப

間 3.0 ｍの１間分がऔり෇く可ೳੑも考えられる。

੒する第１૚にܗにͭいては、ப݀の遺構ϕース૚をظ物の੒ཱ時ݐ　 16 世لのॴ産と考えられ

る遺物がแؚされることから、それ以前に૎るとは考え೉い。·た、当ݐ物に෪͖上͛られてい

たנを౤غしたと考えられるཷנり܈の埋土中に、ۃগྔながら 16 世ޙل൒のॴ産と考えられる

遺物が認められるҰ方、17 世لにൺ定される遺物がݟ受けられないことから、16 世ل຤にはഇ絶

したと考えられる。

ʤ溝ʥ

ߔ 00�1（図൛ 2�ɾ2�ɾ�5ʵ１）

　調査区南東部で検出した。当ॳ、࠷খ෯ 2.2 ｍ、࠷大෯ 3.8 ｍ、東西長 22.2 ｍのཷנりとして検

出したが、掘削した結果、東西྆端で南にંれてίのܗࣈの平面ܗ状をఄする東西方向の溝であ

ることが判明した。溝のن໛は、東西方向部分が全長 18.0 ｍ、෯ 1.0 ｍʙ 1.2 ｍ、検出面から遺

構ఈ部·でのਂさ 0.2 ｍʙ 0.4 ｍをଌる。南北方向部分の全長は東西྆辺とも໿ 4.5 ｍで、東辺が

෯ 1.2 ｍ、検出面からのਂさ 0.26 ｍʙ 0.3 ｍ、西辺が෯ 1.3 ｍʙ 1.5 ｍ、検出面からのਂさ 0.16 ｍ

ʙ 0.2 ｍである。西辺の南北方向部東ݞには、溝۶ۂ部から南΁ 1.5 ｍにΘたり、෯ 0.16 ｍ前ޙ、

長 0.11 ｍʙ 0.31 ｍの石をฒ΂た石組み１ஈ分が検出された。この平面ίのܗࣈをఄする溝上部に、

範囲にΘたって޿ 0.2 ｍʙ 0.3 ｍ程౓のްさでנが堆積していたことにより、大ن໛なཷנりとし

て検出されたものと考えられる。たͩし、溝内埋土にแؚされるנと、溝上部に堆積していたנ

に時ظత相ҧが認められͣ、遺構の断面࡯؍においても上部の堆積૚と溝 0041 埋土がҰ連のもの

と考えられることから、溝 0041 内にנを౤غしたࡍ、溝内にऩ·り͖らͣ、溝प辺の޿範囲に౤

が及Μͩことが૝定される。·た、当遺構の東西方向部の中࣠ઢから南΁غ 2.5 ｍにૅ石ݐ物 0508

の北辺பྻがฒ行して位置し、東辺の南北方向部の中࣠ઢはப݀ 0091 から東に 2.5 ｍ、西辺の南

北方向部の中࣠ઢはப݀ 0088 から西に 2.5 ｍの位置に当たり、ப݀ 0091 と当溝の北東֯部、ப݀

0088 と当溝の北西֯部を結Ϳ௚ઢと当溝東西部中࣠ઢとの内֯は 45˃をఄする。これらのことか

ら、当遺構はૅ石ݐ物0508の北辺Ӎམ溝の可ೳੑが考えられる。遺構埋土には多ྔのؙ平נに加え、

軒ؙנ、軒平נَ、נ、㡤がแؚされるҰ方、土器ྨはۇগである。軒נのנ当文༷、੡作ٕ法

等から、当遺構に౤غされたנ㡤ྨは 15 世ޙل൒のॴ産と考えられる。·た、当遺構をૅ石ݐ物

0508 に෇ਵするものとすれば、16 世ل中に։削され、16 世ل຤にはנが౤غされ埋めཱてられた

ものと考えられる。

ߔ 012�（図൛ 30ɾ�5ʵ２）

　調査区南東部に位置する地中ྊ̙内南東部において検出した石組み溝である。地中ྊ̙内の北

൒部には試掘޵があったため、当遺構は南൒部での検出にཹ·った。検出長は 2.5 ｍで、࠷大෯は
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0.9 ｍ、石組み内ੇで 0.4 ｍ、検出面からのਂさ 0.4 ｍをଌる。検出した石組みはҰஈ分で、長

さ 0.15 ｍʙ 0.5 ｍのࣗવ石を溝の྆ݞに配し、溝内面ଆは面をଗえられている。溝埋土にはম

土、୸を多くؚみ、溝埋土中からはנに加え、16 世ޙل൒のॴ産と考えられる土ࢣ器ࡼのഁยが

出土している。当遺構が検出された৔ॴは第１面で検出した禁裏御用水よりも東に位置しており、

ఱ明大Րޙの境内図によれば、禁裏御用水をෑ地境քとして劫外軒に東接する҇ཾۄのෑ地内に

ؚ·れると考えられ、当遺構は҇ཾۄに関Θるものである可ೳੑがある。

ʤྻࡤʥ

ྻࡤ 0509（図൛ 30）

　地中ྊ̙内で検出した。ப݀ 0134、0135 からなるྻࡤである。溝 0124 とಉ༷、南൒部のみで

検出された。溝 0124 の中࣠ઢから໿ 1.2 ｍ西に位置し、ப間ੇ法は 1.8 ｍである。ப݀ 0134 はପ

ԁܗ平面をఄし、୹ܘ 0.55 ｍ、長ܘ 0.63 ｍ、検出面から遺構ఈ部·でのਂさ 0.15 ｍ、ப݀ 0135

は南西部が調査区外になるため、全体平面ܗは不明であるが、南北 0.5 ｍ以上、東西 0.58 ｍ以上

をଌり、検出面から遺構ఈ部·でのਂさは 0.17 ｍである。溝 0124 に൐うྻࡤの可ೳੑが考えら

れる。

ʤཷנりʥ

　埋土内にנを多ྔにแؚする土޵状遺構をཷנりとして 10 検出した。これらの遺構はओに調ج

査区南西部に分෍するが、ཷנり 0033 は調査区北部で検出した。Կれの遺構も溝 0041 よりも西

あるいは北に位置する。·た、埋土にแؚされるנは溝 0041 にแؚされるものとの相ҧは認めら

れͣ、これらཷנり΁のנ౤غと溝 0041 ΁のנ౤غはಉ時ظに行Θれたものと考えられる。出

土遺物はנ㡤ྨがओで、土器ྨはۇۃかであるが、ཷנり 0014 から 16 世ޙل൒、ཷנり 0016、

0018 から 16 世ل中ࠒのॴ産と考えられる土ࢣ器ยが出土している。これらのことから、ཷנり܈

΁のנ౤غは 16 世ޙل൒に行Θれたものと考えられる。

りཷנ 001�（図൛ 1�ɾ19）

　調査区西端中ԝ部で検出した。平面ܗは長辺 1.5 ｍ、୹辺 1.0 ｍで南北方向の長方ܗをఄし、検

出面から遺構ఈ部·でのਂさは 0.39 ｍをଌる。16 世ޙل൒のॴ産と考えられる土ࢣ器が出土して

いる。

りཷנ 0015（図൛ 1�ɾ19）

　調査区西端中ԝ部で検出した。ཷנり 0014 の北西に位置する。平面ܗは長辺 0.7 ｍʙ 0.9 ｍ、

୹辺 1.8 ｍで東西方向の長方ܗをఄし、検出面から遺構ఈ部·でのਂさは 0.37 ｍである。

りཷנ 001�（図൛ 1�ɾ19）

　調査区西端中ԝ部で検出した。ཷנり 0014 の西、ཷנり 0015 の南に位置する。平面ܗは長辺
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1.3 ｍ、୹辺 1.2 ｍの方ܗをఄし、検出面から遺構ఈ部·でのਂさは 0.53 ｍである。16 世ل中ࠒの

ॴ産と考えられる土ࢣ器ยが出土している。

りཷנ 001�（図൛ 1�ɾ19）

　調査区西端中ԝ部で検出した。ཷנり 0014 の南東に位置する。平面ܗは長辺 1.7 ｍ、୹辺 0.7 ｍ

の長方ܗをఄし、検出面から遺構ఈ部·でのਂさは 0.28 ｍである。

りཷנ 001�（図൛ 1�ɾ19）

　調査区西端中ԝ部で検出した。ཷנり 0016 に東接する。長さ 3.0 ｍ、෯ 1.2 ｍで南北方向の溝

状平面ܗをఄし、検出面から遺構ఈ部·でのਂさは 0.13 ｍである。16 世ل中ࠒのॴ産と考えられ

る土ࢣ器ยが出土している。

りཷנ 0033（図൛ 1�ɾ20ɾ21）

　調査区北部中ԝ東دりで検出した。長さ 4.5 ｍ、෯ 1.1 ｍで東西方向の溝状平面ܗをఄし、検出

面から遺構ఈ部·でのਂさは 0.36 ｍʙ 0.43 ｍである。

りཷנ 00��（図൛ 1�ɾ23）

　調査区南西端部で検出した。平面ܗは୹辺 0.9 ｍ、長辺 1.1 ｍの方ܗをఄし、検出面から遺構ఈ

部·でのਂさは 0.38 ｍである。

りཷנ 00�9（図൛ 1�ɾ23）

　調査区南西端部で検出した。ཷנり 0069 の南に位置する。南北長 1.0 ｍ、東西෯ 0.6 ｍʙ 1.0 ｍ

の不定ܗな平面ܗをఄし、検出面から遺構ఈ部·でのਂさは 0.29 ｍである。

りཷנ 00�5（図൛ 1�ɾ23）

　調査区南西端部で検出した。ཷנり 0068、0069 の西に位置する。南北長 3.8 ｍ、࠷খ東

西෯ 0.3 ｍ、࠷大東西෯ 1.2 ｍ以上で、南北方向の溝状平面ܗをఄし、検出面から遺構ఈ部·で

のਂさは 0.1 ｍʙ 0.43 ｍである。北東端部を֧ཚによって੾られるため、࠷大東西෯は不明で

ある。16 世ل中ࠒからޙ൒のॴ産と考えられるඋ前産Ꭼുยが出土している。

りཷנ 00��（図൛ 1�ɾ23）

　調査区南西端部で検出した。ཷנり 0075 の南東に位置する。平面ܗは長ܘ 0.8 ｍ、୹ܘ 0.7 ｍ

のପԁܗをఄし、検出面から遺構ఈ部·でのਂさは 0.21 ｍである。
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ʤப݀ʥ

ப݀ 00��（図൛ 30）

　調査区南東部、ப݀ 0049 の南西໿ 4.0 ｍに位置する。୹ܘ 0.94 ｍ、長ܘ 1.07 ｍ、検出面から遺

構ఈ部·でのਂさ 0.2 ｍをଌる。遺構埋土中から水থ੡඼が出土しているが、遺構上൒部が近代֧

ཚ 0132 に੾られていることから、近代以߱の遺物の可ೳੑがある。

（̏）第 2－ 2面（図൛ 31 ʙ 39・86 －１）

　ओな遺構として、１߼条、溝１条、ྻ̏ྻࡤ、Ҫج１ށ、土ج１ุ޵を検出した。これらに

加えて、土޵およびப݀、ϐοτを多数検出したが、ப݀はݐ物として·と·るものは検出さ

れなかった。

ʤ߼ʥ

߼ 0039（図൛ �0ɾ��ʵ２）

　調査区中ԝ北دりで検出した߼である。溝 0001 西ݞから西΁Ԇび、調査区西端部で南にંれて

調査区外΁ൈけ、̡ܗࣈの平面ܗをఄする。南北部分にͭいては、調査区西端部にあった近代֧

ཚによって遺構上部が੾られていたため、ఈ部から໿ 0.5 ｍ程౓が࢒存する状گであった。ਖ਼方位

から西΁ 1.3˃ৼる。東西部分の෯は࠷খで 1.8 ｍ、࠷大で 2.2 ｍをଌり、東西長 41.3 ｍで、南北

長 19.0 ｍ分を検出した。南北部分にͭいては東ݞのみ検出したため、෯は不明である。ٯ୆ܗの

断面ܗをఄし、ఈ部෯は 1.25 ｍʙ 1.75 ｍ、検出面から遺構ఈ部·でのਂさは 0.9 ｍʙ 1.2 ｍ、ఈ部

のඪ高஋は 57.500 ｍʙ 57.600 ｍである。調査区南北の΄΅中ԝを東西に૸り、西端部で南にંれ

ることから、調査区の南部を内ଆとして区画していたと考えられる。埋土は᛽を多くؚみ、క·

りがѱい࠭టで׊ࠇ৭をఄする。水ྲྀのࠟ跡は認められͣ、ۭງであったと考えられる。埋土中

には 15 世ޙل൒から 16 世ل前༿のॴ産と考えられる土ࢣ器ยの΄か、ಃ磁器、࣭נ土器、נ等

がแؚされていたが、遺物ྔはগない。当遺構のϕース૚である第２૚に 15 世ޙل൒以前にൺ定

される遺物が認められないことから、当遺構はૣくとも 15 世ޙل൒に։削され、16 世ل前༿には

埋຅したと考えられる。

ʤ溝ʥ

ߔ 02�5（図൛ �1）

　調査区西൒部で検出した、̡ܗࣈの平面ܗをఄする溝である。南北部分を߼ 0039 に੾られるこ

とから、当遺構が߼ 0039 にઌ行すると考えられる。࠷খ෯ 0.7 ｍ、࠷大෯ 2.0 ｍで、南北部分は

24.0 ｍ分を検出したが、調査区外΁ൈけさらに南΁Ԇびると考えられる。北Ԇ長は߼ 0039 とަࠩ

してߋに北΁໿ 3.0 ｍの地点で۶ۂして西΁Ԇびるが、調査区北西部の近代֧ཚに੾られるため、

東西部分は 9.6 ｍ分の検出にཹ·った。·た、۶ۂ部から西΁ 3.0 ｍは南北྆ݞを検出したが、そ

れより西は土޵ 0172 に北ݞを੾られる。検出面から遺構ఈ部·でのਂさは 0.15 ｍʙ 0.35 ｍで、

ఈ部のඪ高஋は南北部分で 58.000 ｍ、東西部分で 58.200 ｍʙ 58.300 ｍである。調査区南西端部を
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区画する溝と考えられ、当該区画内でҪށ 0250、土ุ޵ 0335 を検出したが、ݐ物は検出されなかっ

た。16 世ل前༿のॴ産と考えられる遺物が出土している。

ʤྻࡤʥ

ྻࡤ 0510（図൛ �2ɾ��ʵ１）

　調査区北東部で検出した。߼ 0039 にฒ行し、その北ݞから 5.5 ｍ北に位置する。ப݀ 0096、

0097、0098、0099 からなる東西方向のྻࡤで、検出長は 8.4 ｍである。ப݀ 0096 － 0097 間、ப

݀ 0098 － 0099 間のப間ੇ法は 2.1 ｍ、ப݀ 0097 － 0098 間は 4.2 ｍをଌる。ப間ੇ法 2.1 ｍの４

間分を検出したと考えられるが、ப݀ 0097 とப݀ 0098 間に試掘̏τϨンνが位置するため、こ

の間のப݀を検出することがで͖なかったものと考えられる。ப݀の平面ܗはҰ辺 0.5 ｍʙ 0.7 ｍ

の方ܗで、検出面から遺構ఈ部·でのਂさは 0.16 ｍʙ 0.26 ｍである。ਖ਼方位から西΁ 2.0˃ৼる。

ப݀からの出土遺物がۇগなため、存続時ظを明確に判断することは೉しいが、߼ 0039 とฒ行す

ることから、当該遺構に൐うྻࡤの可ೳੑが考えられる。

ྻࡤ 0511（図൛ �2ɾ��ʵ１）

　調査区北部中ԝで検出した東西方向のྻࡤで、上記ྻࡤ 0510 の西に位置する。·た、ྻࡤ 0510

とಉ͡く、߼ 0039 にฒ行し、その北ݞから 5.5 ｍ北に位置する。ப݀ 0102、0103、0104、0105、

0106 からなり、検出長は 8.4 ｍで、ப間ੇ法は 2.1 ｍ、４間分を検出した。ப݀の平面ܗはҰ辺

0.5 ｍʙ 0.8 ｍの方ܗで、検出面から遺構ఈ部·でのਂさは 0.18 ｍʙ 0.2 ｍである。ਖ਼方位か

ら西΁ 3.4˃ৼる。ྻࡤ 0510 ಉ༷、存続時ظを明確に判断することは೉しいが、߼ 0039 とฒ行す

ることから、当該遺構に൐うྻࡤの可ೳੑが考えられる。

ྻࡤ 0512（図൛ �3ɾ��ʵ２）

　調査区中ԝ部で検出した̡ܗࣈのྻࡤである。東西部分が、ྻࡤ 0511 から໿ 11.0 ｍ南、߼

0039 南ݞから 3.9 ｍ南に位置する。ப݀ 0313、0312、0311、0310、0200、0199、0198、0197、

0196、0423、0195、0308、0194、0339 からなる。検出長は東西部分が 12.0 ｍ、南北部分が 3.6 ｍ

で、ப間ੇ法は 1.2 ｍ、東西部分が 10 間分、南北部分が̏間分を検出した。ப݀の平面ܗは֓

Ͷ௚ܘ 0.26 ｍʙ 0.48 ｍのԁܗないしପԁܗであるが、ப݀ 0197 は୹ܘ 0.42 ｍ、長ܘ 0.48 ｍ、ப

݀ 0200 は୹ܘ 0.56 ｍ、長ܘ 0.6 ｍをଌるପԁܗをఄする。検出面から遺構ఈ部·でのਂさは

0.1 ｍʙ 0.34 ｍである。ਖ਼方位から西΁ 2.0˃ৼる。߼ 0039 によってܗ੒される区画の内ଆに位置

するが、当遺構に൐うと考えられるݐ物等は検出されなかった。

ʤҪށʥ

Ҫށ 0250（図൛ ��）

　調査区南西部で検出した。Ұ辺 2.4 ｍの方ܗ掘り方を有し、検出面から 0.6 ｍあ·り掘り下͛た
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ところ、石組みのԁܗҪށ࿮を検出した。࿮の内ੇは໿ 0.9 ｍである。遺構検出面から໿ 2.1 ｍ（࿮

検出面から໿ 1.5 ｍ）·で掘り下͛たが、遺構ఈにୡͤͣ、҆全を考ྀして完掘を断೦した。15

世ޙل൒から 16 世ل前༿のॴ産と考えられる土ࢣ器ยが出土している。

ʤ土ุ޵ʥ

౔ุ޵ 0335（図൛ �5ɾ��ʵ１）

　Ҫށ 0250 の北ଆ 2.0 ｍ地点で検出した。平面ܗは長ܘ 1.2 ｍ、୹ܘ 0.9 ｍのପԁܗをఄし、検出

面から遺構ఈ部·でのਂさは 0.46 ｍである。埋土には人骨とともに六文મと考えられるમが̒ຕ

แؚされていた。મ̒ຕのうち、４ຕは重なってݻ着した状ଶで出土した。࢒る２ຕのうち、１

ຕは「ݩ ௨ๅ」で、１ຕは判ಡ不ೳである。

ʤ土޵ʥ

౔޵ 01��（図൛ �5ɾ��ʵ２）

　調査区北東部で検出した。平面ܗは南北 1.8 ｍ、東西 1.2 ｍの長方ܗをఄし、検出面から遺構ఈ

部·でのਂさは໿ 0.45 ｍである。ఈ部に人頭大の᛽が多ྔにೖれられていたが、平ୱなচ面を構

ஙしていたܗ跡はなく、用్不明の土޵である。

（４）第̏面（図൛ 46 ʙ 54・89 －１）

　ओな遺構として溝１条、２ྻྻࡤ、掘ཱபݐ物２౩、୦݀ݐ物̕౩がある。これらに加え、土޵、

ப݀、ϐοτを多数検出した。

ʤ溝ʥ

ߔ 01�5（図൛ 55）

　調査区西൒で検出した̡ܗࣈ平面をఄする溝で、検出長は東西 18.0 ｍ、南北 24.0 ｍをଌる。

ਖ਼方位から西΁̔˃ৼっており、東端部は୦݀ݐ物 0363 を੾って調査区外΁Ԇ長する。࠷খ

෯ 0.5 ｍ、࠷大෯ 1.2 ｍで、検出面から遺構ఈ部·でのਂさは 0.25 ｍʙ 0.4 ｍをଌる。埋土内に 13

世ل前༿に属する土ࢣ器ࡼの΄か、13 世لのॴ産と考えられる軒נがแؚされており、当該ظの

区画溝と考えられる。Ұ方で、明確に 13 世ل代と考えられる遺構はଞに確認されͣ、当時の調査

地における土地ར用のৄࡉは判વとしない。·た、13 世لに属する遺物が出土していることから、

本དྷの遺構੒ཱ面は第̏面よりも上૚に相当する可ೳੑが考えられる。Ұ方で、第 2－ 2 面では

当遺構が検出されなかったことから、第 2－ 2 面のϕース૚である第２૚がܗ੒される以前、あ

るいはܗ੒されるࡍに当遺構੒ཱ面のϕース૚が削平されたことが૝定される。

ʤྻࡤʥ

ྻࡤ　 0513、0514 の２ྻを検出した。ྻࡤ 0513 は΄΅ਖ਼方位にのっており、ྻࡤ 0514 はਖ਼方位

から西΁ 10.0˃ৼる。これらを構੒するப݀からの出土遺物はࡉยのうえۃগྔであった。·た、
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ྻࡤ 0513 は୦݀ݐ物 0217 のน溝を੾っていることから、当該遺構との前ޙ関܎を૝定すること

がで͖る。ྻࡤ 0514 は୦݀ݐ物との੾り合いが認められないが、୦݀ݐ物 0218 を除く୦݀ݐ物

。とಉ༷に西΁ৼっていることから、྆ऀがซ存していた可ೳੑが考えられる܈

ྻࡤ 0513（図൛ 5�）

　調査区南東部に位置する。ப݀ 0207、0169、0206、0170、0086 からなる。ப݀ 0086 は地中ྊ

̖内で検出した。ப間ੇ法はப݀ 0207 － 0169 間、ப݀ 0206 － 0170 間は 1.8 ｍ、ப݀ 0169 －

0206 間は 1.5 ｍをଌる。ப݀ 0170 － 0086 間は໿ 3.0 ｍをଌり、間にப݀１جが૝定されるが、地

中ྊ̖による֧ཚのため、検出することがで͖なかった。ப݀はҰ辺 0.7 ｍʙ 0.9 ｍの۱ؙ方ܗ平

面をఄし、検出面から遺構ఈ部·でのਂさは 0.15 ｍʙ 0.2 ｍである。遺物はࡉย化しており、出

土ྔもۃগ数であったが、́ ΅ਖ਼方位にのっており、ப݀ 0086 が୦݀ݐ物 0217 のน溝を੾るため、

当遺構と୦݀ݐ物 0217 との前ޙ関܎が認められる。

ྻࡤ 051�（図൛ 5�）

　調査区南西部で検出した。ப݀ 0401、0402、0403、0404、0405 からなり、̡ܗࣈの平面ܗを

ఄする。ப݀ 0405 から東Ԇ長はଞ遺構に੾られているために全体ن໛は不明である。·た、ப݀

0401 以北にରԠするப݀が検出されなかったことから北΁Ԇ長することは考え೉く、ಉப݀の東

においてப݀ 0405 にରԠするப݀が検出されなかったことから、掘ཱபݐ物ではなく、ྻࡤと૝

定した。南北̏間、東西１間で、ப間ੇ法は 1.8 ｍ、検出長は南北 5.4 ｍ、東西 1.8 ｍをଌる。ப

݀の平面ܗは୹辺 0.5 ｍʙ 0.7 ｍ、長辺 0.6 ｍʙ 0.7 ｍの長方ܗをఄし、検出面から遺構ఈ部·での

ਂさは 0.12 ｍʙ 0.2 ｍである。ਖ਼方位から西΁ 10.0˃ৼっており、掘ཱபݐ物 0515、0516、୦݀

物ݐ 0218 を除く୦݀ݐ物܈とಉ方向にৼれる。ப݀埋土にแؚされていた遺物はۇগかͭࡉۃย

であったため、存続時ظを明確に判断し೉いが、̓世ل຤から̔世لと考えられる。掘ཱபݐ物

΍୦݀ݐ物܈との੾り合いは認められͣ、それらの遺構とಉ方向にৼることから、当遺構とซ存

していた可ೳੑが考えられる。

ʤ掘ཱபݐ物ʥ

　掘ཱபݐ物 0515、0516 の２౩を検出した。ྻࡤとಉ༷、これらを構੒するப݀から出土した遺

物もࡉย化しており、出土ྔもۃগྔであった。྆遺構とも、ྻࡤ 0514、୦݀ݐ物 0218 を除く୦

。とಉ༷にਖ਼方位から西方向にৼれる܈物ݐ݀

掘ཱபݐ෺ 0515（図൛ 5�）

　調査区南東部で検出した。ப݀ 0235、0236、0439、0410、0409、0255、0297、0496 からなる、

ப間ੇ法 1.5 ｍ、東西̏間、南北２間以上のݐ物である。ப݀の平面ܗはҰ辺 0.8 ｍʙ 0.9 ｍの

۱ؙ方ܗで、検出面から遺構ఈ部·でのਂさは 0.24 ｍʙ 0.54 ｍをଌる。ྻࡤ 0514、掘ཱபݐ物

0516、୦݀ݐ物 0218 を除く୦݀ݐ物܈とಉ༷にਖ਼方位から西΁ৼっており、そのৼれ֯は 5.0˃

である。ப݀からは、̓世ޙل൒から̔世لのॴ産と考えられる遺物がۃগྔ出土したが、୦݀
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。は判વとͤͣ、ซ存していた可ೳੑが考えられる܎関ޙ物との前ݐ

掘ཱபݐ෺ 051�（図൛ 59）

　調査区北西部で検出した。ப݀ 0345、0354、0356、0357、0358 からなる、ப間ੇ法 2.1 ｍ、東

西̏間、南北１間以上のݐ物で、ਖ਼方位から西΁ 9.0˃ৼる。·た、13 世لの遺物をแؚする溝

0145 に੾られる。ப݀ 0345 の平面ܗは東西 0.7 ｍ、南北 0.4 ｍの長方ܗをఄし、検出面から遺構

ఈ部·でのਂさは 0.12 ｍである。ப݀ 0354 は東西 0.76 ｍ、南北 0.4 ｍ以上、検出面から遺構ఈ部

·でのਂさ 0.3 ｍ、ப݀ 0356 は東西 0.67 ｍ、南北 0.14 ｍ以上、検出面から遺構ఈ部·でのਂ

さ 0.2 ｍ、ப݀ 0357 は東西 0.67 ｍ、南北 0.28 ｍ以上、検出面から遺構ఈ部のਂさ 0.16 ｍ、ப݀

0358 は東西 0.56 ｍ、南北 0.31 ｍ以上、検出面から遺構ఈ部·でのਂさ 0.28 ｍをଌる。ப݀ 0345

以外はԿれも北൒を溝 0145 に੾られ、ப݀からの出土遺物に平҆時代の遺物が認められなかった

ため、̔世ل以前のݐ物と考えられるが、୦݀ݐ物との前ޙ関܎は判વとしない。

ʤ୦݀ݐ物ʥ

　୦݀ݐ物は̕౩を検出した。これらの୦݀ݐ物܈は、୦݀ݐ物 0218 を除͖ਖ਼方位から西΁ৼっ

ており、そのৼれ֯は 12.0˃ʙ 55.0˃である。୦݀ݐ物 0218 は東΁ 20.0˃ৼる。୦݀ݐ物 0364

のৼれ֯は 30.0˃、୦݀ݐ物 0468 のৼれ֯は 55.0˃、これらを੾る୦݀ݐ物 0363 のৼれ֯は 15.0˃

であることから、前ޙ関܎によってৼれ֯の大খがある可ೳੑが考えられる。遺構の࢒存状گは

全体తにྑ޷とはいえͣ、遺物の出土ྔもগない。

୦݀ݐ෺ 01��（図൛ �0ɾ�9ʵ２）

　調査区北東部で検出した。南൒部を߼ 0039 に੾られるため、全体ن໛は不明であるが、東

西 4.9 ｍ、南北 3.4 ｍ以上の۱ؙ方ܗ平面をఄする。ਖ਼方位から西΁ 15.0˃ৼる。検出面からচ

面·でのਂさは 0.15 ｍで、น溝の෯は 0.2 ｍʙ 0.33 ｍ、চ面からน溝ఈ·でのਂさは 0.05 ｍ前

器ഋ֖が出土している。চ面では北東֯部でப݀ܙ൒のॴ産と考えられるਢޙلである。̓世ޙ

0470、北西֯部でப݀ 0472 を検出した。これらは長ܘ 0.5 ｍ、୹ܘ 0.4 ｍのପԁܗ平面をఄするが、

検出面から遺構ఈ部·でのਂさは໿ 0.03 ｍとۃઙく、遺物は出土しなかった。·た、ݐ物北東֯

から໿ 3.0 ｍ南でᜱを検出した。東辺にऔり෇くと考えられるが、࢒存状ଶはྑくなく、Ԏ出し部

は検出されなかった。ᜱからは、ขޱ部のఱҪՍ構ࡐとしてస用されたと考えられる土ࢣ器長಑

ᙈ、๮状石ࡐが検出された。·た、ᜱขޱ部෇近ではమᕥがচ面௚上で検出され、当ݐ物が஁໶

工๪として機ೳしていた可ೳੑが考えられる。

୦݀ݐ෺ 021�（図൛ �1）

　地中ྊ̖内において、ݐ物南辺のน溝と考えられる溝を 2.5 ｍ分検出した。ྻࡤ 0513 を構੒す

るப݀ 0086 に੾られる。検出面からচ面·でのਂさは 0.11 ｍ、溝の෯は 0.2 ｍʙ 0.3 ｍで、চ面

からน溝ఈ·でのਂさは 0.07 ｍである。ਖ਼方位から西΁ 45.0˃ৼる。南辺のน溝と考えられる溝



－23－

のҰ部を検出したのみで、֯部は検出されなかった。·た、遺物も出土していない。

୦݀ݐ෺ 021�（図൛ �2ɾ90ʵ１）

　調査区南東部において北西֯部を検出した。東を試掘̏τϨンν、南を֧ཚ 0132 に੾られてお

り、全体ن໛は不明であるが、東西 3.9 ｍ以上、南北 3.9 ｍ以上の۱ؙ方ܗの平面ܗ状をఄすると

考えられる。検出面からচ面·での高さは 0.23 ｍ、น溝の෯は 0.2 ｍ、চ面からน溝ఈ·でのਂ

さは 0.1 ｍである。ਖ਼方位から東΁ 20.0˃ৼる。̓世ޙل൒から຤のॴ産と考えられるਢܙ器ഋが

出土している。·た、চ面でப݀ 0490、0491 を検出した。これらは長ܘ 0.5 ｍ、୹ܘ 0.4 ｍのପ

ԁܗ平面をఄし、検出面から遺構ఈ部·でのਂさは 0.08 ｍとઙい。ࠓ調査で検出された୦݀ݐ物

。物とҟなる方向を向くݐのうち、当遺構のみがਖ਼方位から東΁ৼっており、西΁ৼるଞの୦݀܈

Ұ方で、出土遺物に明確な時ࠩظは認められͣ、時ࠩظを൓өしたものとは考え೉い。

୦݀ݐ෺ 0219（図൛ �1ɾ90ʵ２）

　調査区北東部で検出した。୦݀ݐ物0164の西に位置する。北東֯および北西֯を検出しており、

東西 5.4 ｍ、南北 1.6 ｍ以上の۱ؙ方ܗの平面ܗ状をఄすると考えられるが、南部を߼ 0039 に੾

られるため、全体のن໛は不明である。検出面からচ面·でのਂさは 0.08 ｍ、น溝の෯は 0.14 ｍ

ʙ 0.26 ｍ、চ面からน溝ఈ·でのਂさは 0.04 ｍをଌる。চ面では北東֯部でப݀ 0474 を検出

した。当遺構は長ܘ 0.5 ｍ、୹ܘ 0.4 ｍのପԁܗ平面をఄし、検出面から遺構ఈ部·でのਂさ

は 0.03 ｍである。ਖ਼方位から西΁ 12.0˃ৼる。̓世ޙل൒から຤のॴ産と考えられるਢܙ器ഋが

出土している。·た、北辺の中ԝから΍΍西にᜱがऔり෇く。ᜱの࢒存状ଶはѱく、ขޱ部のఱ

ҪՍ構ࡐと考えられるࢧப石が検出されたにཹ·る。

୦݀ݐ෺ 03�3（図൛ �3ɾ91ʵ１）

　調査区北東部の北นࡍで、ݐ物の南西部を東西 5.2 ｍ分、南北 1.4 ｍ分検出したが、遺構の大

൒が調査区外になるため、平面ܗ状および全体ن໛は不明である。検出面からচ面·でのਂさは

0.17 ｍで、น溝の෯は 0.24 ｍʙ 0.38 ｍ、চ面からน溝ఈ·でのਂさは 0.15 ｍʙ 0.18 ｍである。চ

面では南東֯部でப݀ 0478、南西֯部でப݀ 0479 を検出している。これらは௚ܘ໿ 0.2 ｍのԁܗ

平面をఄし、検出面から遺構ఈ部·でのਂさは 0.01 ｍʙ 0.02 ｍである。ਖ਼方位から西΁ 15.0˃ৼ

る。̓世ޙل൒のॴ産と考えられる遺物が出土している。·た、୦݀ݐ物 0364、0468 を੾る。୦

物ݐ݀ 0364、0468 ともにਖ਼方位から西΁ৼり、୦݀ݐ物 0364 のৼれ֯は 30.0˃、0468 のৼれ֯

は 55.0˃である。当遺構΍୦݀ݐ物 0164、0219、0389、0421 にൺしてৼれ֯が大͖いことは、当

遺構が୦݀ݐ物 0364、0468 を੾ることから、時ࠩظを൓өしたものである可ೳੑが考えられる。

୦݀ݐ෺ 03��（図൛ �3ɾ91ʵ１）

　調査区北東部で検出した。遺構北൒を୦݀ݐ物 0363 に、東部を୦݀ݐ物 0468 に੾られる。検
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出ن໛は東西 3.6 ｍ、南北 2.0 ｍで、検出面からচ面·でのਂさは 0.11 ｍʙ 0.13 ｍ、น溝の෯は

0.22 ｍʙ 0.35 ｍ、চ面からน溝ఈ·でのਂさは 0.07 ｍʙ 0.09 ｍである。চ面では南西֯部でப݀

0477 を検出した。௚ܘ 0.3 ｍのԁܗ平面をఄし、検出面から遺構ఈ部·でのਂさは 0.02 ｍである。

ਖ਼方位から西΁ 30.0˃ৼる。遺構北部を੾る୦݀ݐ物 0363 がਖ਼方位から西΁ 15.0˃ৼることから、

ৼれ֯のࠩが時ࠩظを൓өしている可ೳੑが考えられる。

୦݀ݐ෺ 03�9（図൛ ��ɾ�5ɾ�3ʵ２ɾ91ʵ２ɾ92ʵ１）

　調査区南西部で検出した。平面ܗは東西 4.6 ｍ、南北 5.0 ｍの۱ؙ長方ܗをఄする。検出面から

চ面·でのਂさは 0.23 ｍ、น溝෯は 0.2 ｍʙ 0.37 ｍで、চ面からน溝ఈ·でのਂさは 0.1 ｍで

ある。西辺の΄΅中ԝ部にᜱがऔり෇く。·た、চ面を除去したところ、北辺น溝から南に

໿ 0.7 ｍで東西方向の溝が検出された。このことから、当୦݀ݐ物が北΁֦ுされたと考えられ

る。֦ு前のن໛は、東西 4.6 ｍ、南北 4.4 ｍで、北辺น溝の෯ 0.2 ｍʙ 0.22 ｍ、ਂ さ 0.1 ｍである。

চ面では、北東部でப݀ 0488、南東部でப݀ 0484、南西部でப݀ 0483、北西部でப݀ 0482 を検

出した。ப݀ 0488 は୹辺 0.2 ｍ、長辺 0.3 ｍの方ܗ平面をఄし、検出面から遺構ఈ部·でのਂ

さは 0.2 ｍ、ப݀ 0484 は長ܘ 0.4 ｍ、୹ܘ 0.3 ｍのପԁܗ平面をఄし、検出面から遺構ఈ部·

でのਂさは 0.08 ｍ、ப݀ 0483 は௚ܘ 0.4 ｍのԁܗ平面をఄし、検出面から遺構ఈ部·でのਂさ

は 0.08 ｍ、ப݀ 0482 は௚ܘ 0.4 ｍのԁܗ平面をఄし、検出面から遺構ఈ部·でのਂさは 0.2 ｍ

をଌる。ਖ਼方位から西΁ 12.0˃ৼる。̓世ޙل൒のॴ産と考えられるਢܙ器ഋ֖、ഋが出土し

ている。

୦݀ݐ෺ 0�21（図൛ ��ɾ91ʵ２）

　調査区南西部で検出した。遺構西൒を֧ཚおよび第 2－ 2面で検出した߼ 0039 に、遺構北東֯

部を୦݀ݐ物 0389 に੾られる。検出ن໛は東西 3.0 ｍ、南北 4.2 ｍ、検出面からচ面·でのਂさ

は 0.13 ｍʙ 0.24 ｍ、น溝෯は 0.1 ｍʙ 0.22 ｍ、চ面からน溝ఈ·でのਂさは 0.46 ｍʙ 0.11 ｍで

ある。চ面では南東部でப݀ 0486、南西部でப݀ 0493 を検出した。ப݀ 0486 は௚ܘ 0.3 ｍのԁ

平面をఄし、検出面から遺構ఈ部·でのਂさはܗ 0.03 ｍ、ப݀ 0493 は長ܘ 0.35 ｍ、୹ܘ 0.2 ｍの

ପԁܗ平面をఄし、検出面から遺構ఈ部·でのਂさは 0.03 ｍである。ਖ਼方位から西΁ 10.0˃ৼる。

୦݀ݐ物 0389 との੾り合い関܎から、୦݀ݐ物 0389 にઌ行すると考えられる。

୦݀ݐ෺ 0���（図൛ �3ɾ91ʵ１）

　調査区北東部で南西֯部を検出した。୦݀ݐ物 0364 の東部を੾り、୦݀ݐ物 0363 に遺構北部

を੾られる。検出ن໛は東西 1.7 ｍ、南北 1.26 ｍで、検出面からচ面·でのਂさは 0.18 ｍ、น溝

の෯は 0.15 ｍʙ 0.21 ｍ、চ面からน溝ఈ·でのਂさは 0.08 ｍである。চ面ではப݀ 0476 を検出

した。長ܘ 0.3 ｍ、୹ܘ 0.2 ｍのԁܗ平面をఄするが、検出面から遺構ఈ部·でのਂさは 0.02 ｍと

ઙい。ਖ਼方位から西΁ۃ 55.0˃ৼる。遺構北部を੾る୦݀ݐ物 0363 がਖ਼方位から西΁ 15.0˃ৼる
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ことから、ৼれ֯のҧいが時ࠩظを൓өしている可ೳੑがある。

୦݀ݐ෺ 01�� ᜱ（図൛ ��ɾ��ɾ92ʵ２ɾ93）

　東辺นࡍのݐ物北東֯から໿ 3.0 ｍの地点で検出した。検出ن໛は࠷大෯ 1.88 ｍ、࠷大長

1.53 ｍの不定ܗな平面ܗをఄし、চ面からᜱఈ部のਂさは 0.13 ｍである。ขޱ部のجఈ部のみが

。がཱった状ଶで検出されたࡐの྆କ部に๮状石ޱ存しており、Ԏ出し部は検出されなかった。ข࢒

北ଆの石ࡐはচ面から໿ 0.06 ｍ埋められており、全長は 0.34 ｍである。南ଆの石ࡐは２ஈになっ

ており、Ұஈ目の石ࡐは全長 0.24 ｍで、চから໿ 0.1 ｍ埋められていた。２ஈ目の石ࡐは全

長 0.15 ｍで、एׯ内܏して１ஈ目石ࡐ௚上に৐ͤられていた。·た、これらの石ࡐの間に２ݸ体

の土ࢣ器ᙈがԣ౗しになった状ଶで出土しており、ᜱขޱ部のఱҪՍ構ࡐとしてこれらのᙈが๮

状石ࡐとともに用いられていた可ೳੑがある。·た、上記土ࢣ器ᙈを検出した地点から南西

に 0.54 ｍ地点に長辺 0.22 ｍ、୹辺 0.18 ｍのమᕥが検出されたことから、୦݀ݐ物 0164 は஁໶工

๪として࢖用されていた可ೳੑが考えられる。

୦݀ݐ෺ 0219 ᜱ（図൛ �9ɾ9�ʵ１）

　北辺น溝の中ԝ部にऔり෇く。上部構଄は完全にࣦΘれており、ขޱ部のఱҪՍ構ࡐと考えら

れるࢧப石が１点、ਾえられた状ଶで出土した。ن໛は࠷大෯ 0.65 ｍ、全長 1.1 ｍをଌる。ࢧப

石は୦݀ݐ物চ面から໿ 0.1 ｍ埋められており、検出位置から、南に向かって։くขޱ部の東ଆに

ਾえられていたものと考えられる。

୦݀ݐ෺ 03�9 ᜱ（図൛ �9ɾ�3ʵ２ɾ9�ʵ２）

　西辺น溝の中ԝ部にऔり෇く。上部構଄はࣦΘれており、جఈ部のみ࢒存していた。平面ن໛

は南北෯ 0.63 ｍ、東西長 1.5 ｍをଌり、চ面からᜱఈ部·でのਂさは 0.2 ｍをଌる。ขޱ੄部のࢧ

ப石は検出されなかった。
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̏　出土遺物
　遺物はίンςφで 213 ശ分が出土した。נがओで、ଞにಃ磁器、土ࢣ器、ਢܙ器、נ器、મ՟

がある。第１面で検出した禁裏御用水遺構の埋土には近代のガラス瓶なͲ、ਖևが多ྔにแؚさ

れていた。第 2－ 1 面で検出した遺構からは 16 世ޙل൒、第 2－ 2 面の遺構からは 15 世ޙل൒

から 16 世ل前൒の遺物が、第̏面の遺構からは̓世ޙل൒に属すると考えられる遺物がओに出土

している。

（１）第１面遺構出土遺物

　ઌにड़΂たように、第１面で検出した遺構は禁裏御用水遺構である溝 0001 で、遺構内からは近

代のॴ産と考えられる遺物が出土している。

ߔ 0001（図൛ �0ɾ95ʵ１）

　溝 0001 からはಃ磁器、মకಃ器、ガラス瓶等が出土している。ガラス瓶にͭいては、ত࿨十年

代以前のものがओ体をなし、ઓޙのものはแؚされていなかった。これらにͭいてのৄࡉはผ߲

にてड़΂ることとする。石組み溝内および掘方からは明ظ࣏以߱のॴ産と考えられるಃ磁器がओ

体となって出土しており、௚下のૉ掘溝からはށߐ時代຤ظから明࣏時代に属すると考えられる

土ࢣ器がۃগྔ出土している。

　１は磁器の֖で、ܘޱ 11.0 ᶲ、ఈܘ 5.0 ᶲ、器高 3.6 ᶲで、ͭ·み端面にᬵണ͗が認められる。

ఱҪ部は平ୱで、体部は外方΁௚ઢతに֦がり、ޱԑ端部はؙくऩめられる。ޱԑ部内面に三条、

ઢが、体部外面にはスλンプにݍԑ部外面にҰ条、ఱҪ部外面に三条、ͭ·み部外面にҰ条のޱ

よるとࢥΘれる梅がඳかれる。２、̏はҹ判磁器である。２はࡼで、ܘޱ 11.0 ᶲ、ఈܘ 6.4 ᶲ、

器高 2.4 ᶲ、高୆端面にᬵണ͗が認められる。体部は内࿷しながらཱち上がり、ޱԑ端部は΍΍平

ୱである。内面にಔ൛సࣸによると考えられるֆ෇けがなされるが、൛のͣれが認められる。̏

は౬ವみで、ܘޱ 6.8 ᶲ、ఈܘ 3.0 ᶲ、器高 4.9 ᶲで、高୆端面にᬵണ͗が認められる。平ୱなఈ

部から、体部が௚ઢతにཱち上がり、端部はؙくऩめられる。体部外面に梅がඳかれる。

　４ʙ̒はછ෇である。４は౬ವみで、ܘޱ 8.3 ᶲ、ఈܘ 3.0 ᶲ、器高 4.7 ᶲで、高୆端面にᬵണ

ද３　遺෺֓ཁද
時代 内༰ ίンςφ数 "ランΫ点数 #ランΫ点数 $ランΫശ数

近代 磁器、ҹ判磁器、છ෇、৭
ֆ෇け磁器、施ᬵಃ器、ແ
ᬵಃ器、ガラス੡඼、्骨
੡඼

磁器１点、ҹ判磁器２点、છ෇̏点、
৭ֆ෇け磁器１点、施ᬵಃ器４点、
ແᬵಃ器１点、ガラス੡඼１点、्
骨੡඼１点

ガラス੡඼ 60
点

室町時代຤ظ
ʙ҆土・౧ࢁ
時代

土ࢣ器、মకಃ器、施ᬵಃ
器、࣭נ土器、փᬵಃ器、נ、
石੡඼

土ࢣ器̓点、মకಃ器２点、施ᬵಃ
器１点、࣭נ土器２点、փᬵಃ器１
点、נ 36 点、石੡඼２点

室町時代中ࠒ 土ࢣ器、࣭נ土器、ന磁、
੨磁、施ᬵಃ器、মకಃ器、
༌ೖಃ器、נ、મ՟、人骨

土ࢣ器 16 点、࣭נ土器̑点、ന磁
２点、੨磁１点、施ᬵಃ器̒点、ম
కಃ器１点、༌ೖಃ器１点、̑נ点、
મ՟̏点

土ࢣ器２点、
、土器１点࣭נ
人骨１点

૔時代ח 土ࢣ器、࣭נ土器、נ 土ࢣ器̒点、࣭נ土器１点、２נ点
ಸྑ・ന๟時
代

土ࢣ器、ਢܙ器 土ࢣ器 18 点、ਢܙ器 13 点

合計 225 ശ 145 点（14 ശ） 64 点（4ശ） 209 ശ
ˎίンςφശ数は、整ཧஈ֊で 12 ശ૿加した。
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͗が認められる。体部は௚ઢతにཱち上がり、端部はؙくऩめられる。体部外面にֆ෇けがなさ

れるが、ֆฑに൛ͣれによるとࢥΘれるͣれが認められることから、ҹ判によるものと考えられる。

̑はྠՖുと考えられる。ܘޱ 10.6 ᶲ、ఈܘ 4.2 ᶲ、器高 5.4 ᶲで、高୆端部にᬵണ͗が認められ

る。体部は内࿷しながら外方΁向かってཱち上がり、ޱԑ部は۶ۂして௚ઢతに上方΁Ԇび、端

部はؙくऩめられる。̒はുで、ܘޱ 10.1 ᶲ、ఈܘ 4.4 ᶲ、器高 4.3 ᶲ、高୆端部にᬵണ͗が認

められる。体部は内࿷ؾຯに外方΁向かってཱち上がり、ޱԑ部でஈࠩが෇けられる。ޱԑ端部

はؙくऩめられる。ޱԑ部内面に二条のݍઢ、ఈ部内面にҰ条のݍઢと「෱」ࣈがඳかれる。

　̓は৭ֆ෇けの磁器Ֆ瓶である。ܘޱ 1.5 ᶲ、体部࠷大ܘ 5.1 ᶲ、ఈܘ 3.4 ᶲ、器高 13.6 ᶲである。

体部下端部から高୆端面にかけてᬵണ͗が認められる。

　̔ʙ 10 は施ᬵಃ器である。̔は౬ವみで、ܘޱ 7.5 ᶲ、ఈܘ 3.8 ᶲ、器高 5.6 ᶲで、高୆端部に

ᬵണ͗が認められる。体部は௚ઢతに΍΍外方΁ཱち上がり、ޱԑ部は外൓し、端部はؙくऩめ

られる。̕はՖ瓶で、ܘޱ 5.5 ᶲ、ఈܘ 4.0 ᶲ、器高 7.7 ᶲで、体部下端部から高୆部にかけてᬵ

ണ͗が認められる。体部は௚ઢతに΍΍外方΁ཱち上がり、ޱԑ部は外൓し、端部は平ୱに࢓上

͛られる。10 は水ࠩしである。長さ 8.1 ᶲ、෯ 4.4 ᶲ、高さ 4.4 ᶲのܕڇをఄし、྘ᬵがかけられ

ている。

　11 はແᬵಃ器の෹۩と考えられる。ܘޱ 2.8 ᶲ、ఈܘ 5.4 ᶲ、器高 8.2 ᶲ、ޱԑ部から体部上൒

がϩΫϩφσ、体部下൒がճసέζϦで੒ܗされる。

　12 はガラス੡のビーۄで、௚ܘ 2.8 ᶲである。

　13 は࿨ࡋ用のϔラで、्骨੡である。長さ 13.8 ᶲ、෯ 2.4 ᶲ、ްさ 0.7 ᶲをଌる。

　14 は石組み溝掘方から出土した施ᬵಃ器で、ܘޱ 6.1 ᶲ、ఈܘ 5.4 ᶲ、器高 5.7 ᶲ。体部下端部

から高୆にかけてはແᬵで、ճసέζϦによって੒ܗされる。体部は௚ઢతにཱち上がり、ޱԑ

端部はؙく࢓上͛られ、ޱԑ部内面に֖を受けると考えられるಥىが作り出される。体部外面の

Πονンඳ͖から、「からし௮」の༰器と判る。石組み溝埋土にแؚされていたこれらの遺物は、

明ظ࣏以߱のॴ産と考えられる。

　15ʙ 17 は石組み溝௚下のૉ掘溝から出土した。15は土ࢣ器ࡼ/Sで、ܘޱ 4.9 ᶲ、器高 0.9 ᶲで

ある。19世ل中ࠒのॴ産と考えられる。16はমకಃ器のᎬുである。ఈ部に̒条１୯位のᎬり目、

体部内面に 11 条１୯位のᎬり目をີに施す。17 は施ᬵಃ器で、෹۩と考えられる。ܘޱ 3.4 ᶲ、

ఈܘ 4.2 ᶲ、器高 3.7 ᶲである。

（２）第 2－ 1面遺構出土遺物

　第 2－ 1面の遺構から出土した遺物は溝 0041 およびཷנりのנがओ体であり、土器ྨの出土点

数はগないことに加え、ࡉยが大൒であったため、図化で͖たものはۇかである。土器ྨは 10$

に属し、16ظ 世ޙل൒ʙ຤のॴ産と考えられるものがओ体をなす。
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ૅੴݐ෺ 050�（図൛ �3ʵ 1�）

　ૅ石ݐ物 0508 を構੒するப݀内からは、ࡉยがۃগྔ出土したのみで、図化で͖た遺物は１点

のみである。

　18 はப݀ 0089 から出土した࣭נ土器のುで、ޱԑ部が࢒存している。ܘޱ 24.2 ᶲ、࢒存器高

7.1 ᶲで、体部が外方΁向かって௚ઢతにཱち上がり、ޱԑ部でڧく۶ۂして端部は平ୱに࢓上͛

られる。16 世لのॴ産と考えられる。

ʤ溝ʥ

ߔ 00�1（図൛ �1ʙ �5ɾ9�ʙ 99）

　遺構内から出土した遺物は΄΅נ㡤ྨが઎め、軒ؙנ、軒平נؙ、נ、平נに加え、َנ、㡤

が出土している。これらのうち、軒ؙנ、軒平נにͭいて、נ当文༷による分ྨをおこなった。

の組合ͤとし、ᝎইの進行ࣈは̣̝と数נ軒平、ࣈにͭいては̢̣と数נ式໊は軒ؙܕ当文༷のנ

が確認で͖るものにͭいては、数ࣈのޙろにখ文ࣈΞϧϑΝϕοτを෇した。軒נのנ当文༷には

15 世لのཁૉを有するが、ᝎইが多数認められることにくΘえ、軒平נが 15 世ޙل൒から認めら

れるݒかりを有することから、当遺構から出土したנは 15 世ޙل൒以߱のॴ産と考えられる。

ʤנ㡤ྨʥ

軒ؙנ

　出土点数は 83 点で、全̔ܕ式に分ྨされる。֤ܕ式の点数は、̢̣１ܕ式が࠷多で 57 点、次

いで̢̣２の 16 点、̢̣̏から̢̣̔は１点から４点である。

̢̣１

ઢを८らͤて内外区を区画する。外区にݍである。三ͭ೹文のप囲にנの三ͭ೹文軒ؙ͖רࠨ　

はच文ଳが配され、पԑはૉ文である。೹文の頭部はංްし、ඌ部はൺֱత長く৳びる。Bʙ̲の

三छに分ྨされ、Bछが 20 点、̱छが 13 点、̲छが２点、נ当のຎ໓、࢒存部位によってछผの

判ผが不可ೳであったものが 22 点ある。

　19 は̰छに属する。出土した̢̣１ܕ式中で࠷もᝎのইみが進行していないछであるが、च文

ଳにൺֱత多数のᝎইが࡯؍される。完ܗ඼で、נ当௚ܘ 15.2 ᶲ、पԑ෯ 1.8 ᶲʙ 2.0 ᶲ、נ当

ް 2.3 ᶲ、全長 33.7 ᶲをଌる。ີな଻土で、ম੒はྑ޷である。ؙנ部はۄԑ式で、ۄԑ端部か

ら 10.5 ᶲの位置に軒平נのݒかりにରԠするஈࠩが設けられる。נ当端面はέζϦおよびφσ調

整、裏面下൒はԣ方向のφσ、上൒は接合用೪土のิరޙにφσ調整によって࢓上͛られ、ؙנ

部ತ面ଆはॎ方向のφσ調整が施される。

　20 は̱छに属する。̰छからच文ଳのᝎইが૿加し、内区の೹文にもᝎইによるとࢥΘれる௵

れが࡯؍される。完ܗ඼で、נ当௚ܘ 15.3 ᶲ、पԑ෯ 1.8 ᶲʙ 2.0 ᶲ、נ当ް 2.5 ᶲ、全長 32.7 ᶲ

をଌる。ີな଻土で、ম੒はྑ޷である。ؙנ部はۄԑ式で、ۄԑ端部から 10.5 ᶲの位置に軒平

かりにରԠするஈࠩが設けられる。֤部の調整はݒのנ 19 とಉ༷であるが、ؙנ部ತ面のҰ部に
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ೄୟ͖のࠟ跡が࢒る。

　21 は̲छに属する。̱छからさらにᝎのଛ໣が進み、文༷の明ྎさをܽく。נ当上൒部および

ܘ存࢒、存しており࢒部のҰ部がנؙ 7.8 ᶲ、पԑ෯ 1.8 ᶲ、࢒存長 12.1 ᶲをଌる。ີな଻土で、

ম੒はྑ޷である。נ当端面、裏面、ؙ ̱、部ತ面ଆの調整は̰נ छとಉ༷にஸೡなφσが施される。

̢̣２

　ӈ͖רの三ͭ೹文軒ؙנである。೹文の頭部はංްし、頭部ಉ࢜がൺֱత近接する。ඌ部は長

く৳び、ྡ接する೹文のඌ部と接続してݍઢ状をఄする。三ͭ೹文の外पにݍઢを८らͤて内外

区を区画する。外区にはच文ଳを配し、पԑはૉ文である。16 点出土している。

　22 はנ当௚ܘ 15.2 ᶲ、पԑ෯ 1.7 ᶲʙ 1.9 ᶲ、נ当ް 2.7 ᶲ、࢒存長 10.9 ᶲである。נ当端面、

裏面ともφσ調整によって࢓上͛られ、ؙנತ面ଆはॎ方向のφσが施される。נ当端面の上部

に「ճ」のࠁҹがԡされている。

̢̣̏

と考えられる。23נの೹文軒ؙ͖רࠨ　 が１点出土しているが、נ当上൒部をܽଛしているため、

೹文頭部にͭいては不明、ඌ部ಉ࢜が接続してݍઢ状をఄする。೹文のप囲にݍઢを८らͤて内

外区を区画する。外区にはच文ଳを配し、पԑはૉ文である。נ当௚ܘ 16.0 ᶲ、पԑ෯は 2.0 ᶲ、

当ްはנ 1.7 ᶲ、נ当端面はέζϦとφσ、裏面はԣ方向のφσで࢓上͛られる。଻土はີで、ম

੒はྑ޷である。

̢̣４

である。೹文の頭部はൺֱత近接し、大Ϳりでංްする。ඌ部はൺֱנの三ͭ೹文軒ؙ͖רࠨ　

త୹く、ޓいに接続して内外区を区画するݍઢを݉Ͷると考えられる。外区には大Ϳりのच文を

配する。24 が１点出土している。पԑ部をܽଛしており、נ当௚ܘは不明。଻土はີで、ম੒は

。である޷ྑ

̢̣̑

いに接続して、内外区を区ޓである。೹文の頭部はංްし、ඌ部はנの三ͭ೹文軒ؙ͖רࠨ　

画するݍઢを݉Ͷる。外区にच文ଳを配する。೹文、च文ともにൺֱత大Ϳりで、पԑはૉ文

である。２点出土している。25 はנ当上൒部が࢒存しており、נ当௚ܘ 16.0 ᶲ、पԑ෯ 1.7 ᶲ、

当ްנ 2.2 ᶲをଌる。נ当端面はέζϦとφσで࢓上͛られ、裏面はஸೡなφσ調整が施される。

଻土はີで、ম੒はྑ޷である。

̢̣̒

である。頭部はൺֱత大͖く、΍΍ංްする。26נの三ͭ೹文軒ؙ͖רࠨ　 が１点出土している。
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଻土はີで、ম੒はྑ޷であるがؐݩされていない。

̢̣̓

　ӈ͖רの三ͭ೹文軒ؙנである。೹文の外पにݍઢを配して内外区を区画する。外区にच文ଳ

を配し、पԑはૉ文である。೹文の頭部はංްし、୹いඌ部はݍઢに接続する。４点出土して

いる。27 はנ当௚ܘ 16.0 ᶲ、पԑ෯ 2.1 ᶲ、נ当ް 2.2 ᶲをଌる。נ当端面はέζϦとφσによっ

て調整され、裏面は接合用೪土のิరޙにφσが施されるがૈく、ૈࡶなͭくりである。଻土は

ີで、ম੒はྑ޷であるがؐݩされていない。

̢̣̔

　文༷構੒は不明である。ݍઢはなく、外पにच文ଳを配し、पԑはૉ文である。28 が１点出土

している。נ当端面、裏面ともஸೡなφσ調整が施される。଻土はີで、ম੒はྑ޷である。

軒平נ

　出土点数は 94 点で、全̑ܕ式に分ྨされる。֤ܕ式の点数は̣̝１が࠷多で 79 点、̣̝２か

ら̣̝̑は 1点から̓点である。

̣̝１

　中心০りにತઢでද現される൒٠ࡋՖ文を配し、そのࠨӈに౜૲文が三ճ൓సする。̰ʙ̲の

三छに分ྨされ、̰छが 21 点、̱छが 12 点、̲छが 19 点、נ当のຎ໓、࢒存部位によってछผ

の判ผが不可ೳであったものが 27 点ある。

　29 は̰छに属する。נ当෯ 24.0 ᶲ、נ当ް 4.6 ᶲ、ֺ෯ 2.5 ᶲ、࠷大࢒存長 20.8 ᶲ、נ当ష෇

け式である。נ当の上ԑおよび下ԑにϔラέζϦによって面औりを施す。平נ部Ԝ面にはԣ方向

のφσを施すが部分తに෍目ѹࠟが࢒り、྆ଆ面にݒかり部を接合ޙにॎ方向のφσで調整を行

う。ತ面はॎ方向のφσによってୟ͖ࠟをফし、נ当接合ޙにֺ部から 1.8 ᶲの範囲をԣ方向のφ

σで調整する。଻土はີで、ম੒はྑ޷である。

　30 は̱छに属する。ࠨ第三ओ༿に̰छではݟられなかったᝎইが現れる。࢒存נ当෯ 22.8 ᶲ、

当ްנ 4.8 ᶲ、ֺ෯ 2.4 ᶲ、࠷大࢒存長 13.1 ᶲ。נ当接合ٕ法、֤部の調整は̰छとಉ༷である。

଻土はີで、ম੒はྑ޷である。

　31 は̲छに属する。̱छஈ֊でࠨ第三ओ༿に確認されたᝎইがさらに進行し、ӈ第三ओ༿にも

ᝎইが現れる。נ当෯ 24.7 ᶲ、נ当ް 4.6 ᶲ、ֺ෯ 2.3 ᶲ、࠷大࢒存長 22.6 ᶲ。נ当接合ٕ法、֤

部の調整は̰छとಉ༷であるが、ֺޙԑにも面औりを施す。଻土はີでম੒はྑ޷である。

̣̝２

　中心০りにತઢでද現される൒٠ࡋՖ文を配し、ࠨӈに౜૲文が൓సする。౜૲はࠨӈとも五

༿であるが、ӈは五ճ൓సするのにରし、ࠨは第五ओ༿が第四ओ༿とಉҰ方向に͖ר四ճ൓సと
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なる。１点出土している。32 はנ当ష෇け式の੾۱軒平נで、נ当෯ 23.4 ᶲ、נ当ް 3.9 ᶲ、ֺ

෯ 1.9 ᶲ、࠷大࢒存長 12.4 ᶲをଌる。נ当上ԑ、下ԑおよびֺޙԑにϔラέζϦによって面औり

を施す。平נ部Ԝ面はॎ方向のφσが施されるが、部分తに෍目ѹࠟが࢒る。ֺ接合部はԣ方向

のφσ、平נ部ತ面はॎ方向のφσでୟ͖ࠟをফす。଻土はີで、ম੒はྑ޷である。

̣̝̏

　ཅࠁでද現される൒٠ࡋՖ文を中心০りに配し、ࠨӈに౜૲文が三ճ൓సする。̓点出土して

いる。33 はנ当ష෇け式で、נ当෯ 23.3 ᶲ、נ当ް 4.9 ᶲ、ֺ෯ 2.1 ᶲ、࠷大࢒存長 9.3 ᶲ。נ

当上ԑ、下ԑおよびֺޙԑにϔラέζϦによって面औりを施す。Ԝತ྆面ともφσによって෍目

ѹࠟ、ୟ͖ࠟをফす。଻土はີで、ম੒はྑ޷である。34 は࢒存נ当෯ 16.8 ᶲ、נ当ް 4.9 ᶲ、

ֺ෯ 2.0 ᶲ、࠷大࢒存長 11.8 ᶲ。଻土はີで、ম੒はྑ޷である。

̣̝４

　中心০りはཅࠁの൒٠ࡋՖ文で、ࠨӈに౜૲文が൓సする。̑点出土している。35 は࢒存נ当

෯ 13.4 ᶲ、נ当ް 4.8 ᶲ、ֺ෯ 2.8 ᶲ、࠷大࢒存長 5.9 ᶲ。נ当ష෇け式で、נ当上ԑおよび下ԑ

をϔラέζϦによって面औりする。଻土はີで、ম੒はྑ޷である。

̣̝̑

　౜૲文であるが、中心০りをܽଛしているため文༷全体の構੒は不明である。ݍઢによって内

区と上外区および࿬区を区画する。２点出土している。36 はנ当ష෇け式で、࢒存נ当෯ 5.8 ᶲ、

当ްנ 5.0 ᶲ、࠷大࢒存長 4.3 ᶲ、נ当下ԑをϔラέζϦによって面औりする。଻土はີで、ম੒

はྑ޷である。

ؙ平נ

　37、38 は平נである。37 は全長 28.0 ᶲ、ڱ端෯ 21.3 ᶲ、޿端෯ 23.3 ᶲ、ްさ 1.7 ᶲをଌる。38

は全長 27.4 ᶲ、ڱ端෯ 19.0 ᶲ、޿端෯ 22.5 ᶲ、ްさ 1.7 ᶲをଌる。྆ऀともԜ面ଆはԣ方向のφ

σによってࢳ੾りࠟ跡および෍目ѹࠟをফすが、޿端ଆにҰ部࢒存する。ತ面ଆにはέζϦおよ

びφσ調整が施される。ଆ面はॎ方向のέζϦとφσによって࢓上͛られる。·た、ڱ端Ԝ面ଆ

を面औりする。

　39 はؙנで、全長 31.0 ᶲ、෯ 13.8 ᶲ、ްさ 2.3 ᶲをଌる。ۄԑ式で、ತ面はॎ方向のஸೡなφ

σによりୟ͖ࠟ跡をফす。Ԝ面はແ調整でࢳ੾りࠟ跡および෍目ѹࠟを࢒す。ଆ面および端面の

Ԝ面ଆをϔラέζϦによって面औりし、端面Ԝ面ଆはφσ調整が施される。

ಓ۩נ

　40 ʙ 43 はَנである。40 はӈ٭部が࢒存しており、࢒存高 10.2 ᶲ、࢒存෯ 8.0 ᶲ、ްさ 6.7 ᶲ
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である。पԑ෯は 2.2 ᶲ、च文はجఈ部で௚ܘ 2.7 ᶲをଌる。裏面およびଆ面はέζϦとφσが施

される。41 は٭ࠨ部が࢒存している。࢒存高 23.2 ᶲ、෯ 13.5 ᶲ、ްさ 6.2 ᶲをଌる。外पにच文

ଳを配し、その内ଆに٠Ֆ文をԡҹする。पԑ෯はڱく、1.2 ᶲ前ޙである。ଆ面および裏面には

έζϦとφσが施される。42 は࢒存高 11.4 ᶲ、࢒存෯ 9.2 ᶲ、ްさ 5.2 ᶲをଌる。ଆ面にはέζ

Ϧおよびφσ調整が施され、裏面にࢳ੾りのࠟ跡が࢒る。43 は؟部分のみが࢒存している。࢒存

長 10.3 ᶲ、࢒存෯ 10.4 ᶲ、࢒存ް 8.9 ᶲをଌる。

　44 は୩ؙנと考えられる。࢒存長 20.2 ᶲ、෯ 14.9 ᶲ、ްさ 2.6 ᶲをଌる。נઌ端部がࣼめに

੾られ、ૉ文のנ当状の֖が接合される。֖部のද裏面、ؙנ部ತ面にφσ調整が施され、֖

端部およびؙנ端部はέζϦで調整される。

　45 は੾۱נである。࢒存長 17.3 ᶲ、࢒存෯ 8.7 ᶲ、ްさ 2.3 ᶲで、Ԝತ྆面ともφσで࢓上͛

られ、端面はέζϦとφσが施される。੾断されたଆ面から 2.0 ᶲʙ 2.5 ᶲのՕॴに௚ܘ 1.1 ᶲの

ઠ޸が施されている。

　46 はᦘӋנと考えられる。࢒存長 14.7 ᶲ、࢒存෯ 8.1 ᶲ、ްさ 1.9 ᶲである。

　47、48 は用్不明のಓ۩נである。47 は࢒存長 22.7 ᶲ、෯ 9.7 ᶲ、ްさ 4.6 ᶲをଌる。ද面の

中ԝに長辺方向とฒ行の௜ઢが二条ೖれられている。ଆ面はέζϦで調整され、裏面にはࢳ੾り

ࠟ跡が࢒るが、端部がέζϦによって面औりされる。48 は࢒存長 19.0 ᶲ、࢒存෯ 14.7 ᶲ、ްさ

2.4 ᶲをଌる。ತ面ଆはॎ方向のέζϦが施されるが、ۇかにࢳ੾りࠟ跡が࢒る。Ԝ面ଆにはࢳ੾

りࠟ跡および෍目ѹࠟが࢒り、ଆ端面はέζϦで調整される。௖部Ԝ面ଆを、端部から 8.4 ᶲ·で

面औりする。

㡤

　㡤はްさが 5.0 ᶲ前ޙのものと、4.5 ᶲ前ޙのものの２छが出土している。49 は࢒存長 16.2 ᶲ、

存෯࢒ 17.0 ᶲ、ްさ 5.1 ᶲをଌる。ද裏྆面ともຎ໓により調整は不明で、ଆ面はέζϦが施さ

れる。50 は࢒存長 15.2 ᶲ、࢒存෯ 13.2 ᶲ、ްさ 4.5 ᶲをଌる。ද面はຎ໓のため調整は不明であ

るが、裏面およびଆ面はέζϦとφσが施される。

ʤנ㡤ྨ以外の遺物ʥ

　51 はփᬵಃ器の࿸で、ఈ部のみ࢒存しており、ఈܘ 7.0 ᶲ、࢒存器高 2.4 ᶲである。高୆はషり

෇けで、体部はϩΫϩφσにより੒ܗされる。ఈ部外面に๽ॻが認められ、「ా」とಡめる。

ߔ 012�（図൛ ��ʵ 52ʙ 53）

　52 は土ࢣ器ࡼ 4で、ܘޱ 11.5 ᶲ、器高 2.1 ᶲ、体部は௚ઢతにཱち上がり、ޱԑ端部はؙくऩ

められる。10$ に属し、16ظ 世ޙل൒のॴ産と考えられる。

　53 はנ当ష෇け式の軒平נである。࢒存長 12.8 ᶲ、נ当࢒存෯ 14.2 ᶲ、נ当ް 4.2 ᶲをଌる。

Ԝ面にԣ方向のφσが施され、נ当端部を面औりする。ತ面はॎ方向のφσが施されるが、נ当
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接合ޙに平נ部からֺ部にかけてԣ方向のφσが施される。溝 0041 出土の̣̝１̲とಉᝎである。

ʤཷנりʥ（図൛ 76 － 54 ʙ 60・95 －２）

の出土遺物は、溝܈りཷנ　 0041 とಉ༷にנ㡤ྨが大൒を઎める。これらは溝 0041 出土のנ㡤

ྨとの時ࠩظは認められͣ、15 世ޙل൒以߱のॴ産と考えられる。それらに加えてۃগྔの土器

ྨがあり、16 世ل中ࠒʙ຤のॴ産と考えられる。

　54 は土ࢣ器̨ࡼで、ཷנり 0018 から出土した。体部は௚ઢతに外方΁ཱち上がり、ޱԑ部で外

൓する。10# に属し、16ظ 世ل中ࠒのॴ産と考えられる。55、56 は土ࢣ器ࡼ 4C である。55 はנ

ཷり 0016 から出土した。ܘޱ 8.6 ᶲ、器高 1.6 ᶲで、体部は௚ઢతに外方΁ཱち上がり、ޱԑ部

で΍΍ංްしてޱԑ端部はઑりؾຯにؙくऩめられる。10# に属し、16ظ 世ل中ࠒのॴ産と考え

られる。56 はཷנり 0014 から出土した。ܘޱ 9.0 ᶲ、器高 1.5 ᶲで、体部は௚ઢతに外方΁ཱち

上がり、ޱԑ部で΍΍ංްしてޱԑ端部はઑりؾຯにؙくऩめられる。10$ に属し、16ظ 世ޙل

൒のॴ産と考えられる。

　57はཷנり0075から出土したඋ前産মకಃ器のᎬുでޱԑ部のみ࢒存している。26.0ܘޱᶲ、

存器高࢒ 6.9 ᶲである。̓条１୯位のᎬり目が施される。16 世ل中ࠒからޙ൒のॴ産と考えら

れる。

　58 はཷנり 0075 から出土した平נで、࢒存長 11.5 ᶲ、࢒存෯ 11.3 ᶲ、ްさ 2.5 ᶲである。Ԝ

面はφσが施され、ತ面はέζϦによってୟ͖のࠟ跡を࢒さない。ತ面にࠁҹが認められる。59

はཷנり 0014 から出土した。用్不明のಓ۩נで、࢒存長 22.2 ᶲ、࠷大࢒存෯ 14.5 ᶲ、࠷খ࢒

存෯ 7.3 ᶲ、ްさ 6.7 ᶲをଌる。ଆ面には੒ܗ時のέζϦࠟ跡が࢒り、ද裏྆面にはॎ方向のέζ

Ϧで੒ޙܗ、ॎ方向のφσが施される。

　60 はཷנり 0018 から出土した㡤で、Ұ辺 31.4 ᶲʙ 31.8 ᶲ、ްさ 5.2 ᶲをଌる。ද裏面ともに

φσ調整が施されるが、裏面にはࢳ੾りのࠟ跡が࢒り、ଆ面はέζϦによって࢓上͛られる。

ʤப݀ʥ

ப݀ 00��（図൛ ��ʔ �1ɾ9�ʵ５）

　61 は水থ੡඼である。࢒存長 2.3 ᶲ、෯ 1.4 ᶲをଌる。上部が六֯ܗにΧοτされており、六֯

ਲ਼状をఄする。Կらかの০りに用いられたものと考えられる。当遺構の埋土中にแؚされていた

が、遺構上部が近代֧ཚ 0132 に੾られており、近代以߱の੡඼である可ೳੑがある。

ʤそのଞの遺構ʥ（図൛ 76 － 62 ʙ 63）

　62、63 はப݀ 0092 から出土した。62 は土ࢣ器ࡼ 4で、ܘޱ 12.0 ᶲ、࢒存器高 2.3 ᶲである。

10# からظ 10$ に属し、16ظ 世ޙل൒のॴ産と考えられる。63 は࣭נ土器のುで、ޱԑ部が࢒

存している。ܘޱ 22.7 ᶲ、࢒存器高 3.4 ᶲで、ޱԑ部はڧく۶ۂして端部は平ୱに࢓上͛られる。

16 世لのॴ産と考えられる。
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（̏）第１૚出土遺物（図൛ 77 － 64 ʙ 65）

　64 は土ࢣ器ࡼ 4C と考えられる。ܘޱ 9.8 ᶲ、器高 1.8 ᶲ、体部が௚ઢతに外方΁ཱち上がり、

ԑ部は΍΍ංްして端部はؙくऩめられる。10$ޱ に属し、16ظ 世ل中ࠒのॴ産と考えられる。

　65 は石ଳである。長さ 3.8 ᶲ、࠷大࢒存෯ 3.6 ᶲ、ްさ 0.8 ᶲ。

（４）第 2－ 2面遺構出土遺物

　第 2－ 2面の遺構から出土した遺物はओに߼ 0039 埋土にแؚされていたもので、溝 0275、Ҫށ

0250、土ุ޵ 0335 等からも出土している。·た、ப݀、ྻࡤ等からは出土点数がۇগであること

に加え、ࡉย化していた。これらの遺物は̕$ظから に属し、15ظ"10 世ޙل൒から 16 世ل前

༿のॴ産と考えられるものがओ体をなす。

ʤ߼ʥ

߼ 0039（図൛ ��ʵ ��ʙ ��ɾ100 ʵ１）

　66 は土ࢣ器̣ࡼである。ܘޱ 11.0 ᶲ、器高 2.0 ᶲで、体部は外൓しながらཱち上がり、ޱԑ端

部はઑりؾຯにؙくऩめられる。ࠐݟみにݍઢが認められる。67 は土ࢣ器ࡼ 4I である。ܘޱ

7.0 ᶲ、器高 1.5 ᶲで、ఈ部が 7.0 ｍｍ程౓上方にಥ出する。体部は௚ઢతに外方΁ཱち上がり、

ԑ端部はؙくऩめられる。68ޱ、して外൓しۂԑ部で۶ޱ ʙ 70 は土ࢣ器̨ࡼである。68 はܘޱ

10.9 ᶲ、器高 2.2 ᶲで、体部は௚ઢతに外方΁ཱち上がり、ޱԑ部で΍΍外൓し、ޱԑ端部はؙく

ऩめられる。69 はܘޱ 15.0 ᶲで、体部は௚ઢతに外方΁ཱち上がり、ޱԑ端部はؙくऩめら

れる。70 はܘޱ 15.8 ᶲ、器高 3.1 ᶲで、体部は外方΁向かって௚ઢతにཱち上がり、ޱԑ部で΍

΍外൓してޱԑ端部はؙくऩめられる。これらは̕$ظから に属し、15ظ"10 世ޙل൒から 16

世ل前༿のॴ産と考えられる。

　71、72 は古੉ށ࿸である。71 は平࿸で、ܘޱ 15.0 ᶲ、器高 7.0 ᶲ、体部は内࿷しながら外方΁

向かってཱち上がり、ޱԑ端部は΍΍ઑりؾຯにؙくऩめられる。体部の上 2�3 から内面にかけ

て施ᬵされ、؏ೖがݟられる。高୆はషり෇けで、端面は平ୱである。14 世ل຤から 15 世لॳ頭

のॴ産と考えられる。72 はܘޱ 16.8 ᶲ、器高 6.2 ᶲ、体部は外方΁向かって௚ઢతにཱち上がり、

ԑ端部はؙくऩめられる。15ޱ、して上方΁Ԇびۂく۶ڧԑ部はޱ 世ل中༿のॴ産と考えられる。

　73 ʙ 75 は࣭נ土器で、73、74 はՐു、75 はӋזである。73 は平面ԁܗで、ܘޱ 19.8 ᶲ、ఈ

ܘ 16.0 ᶲ、器高 11.0 ᶲをଌる。٭はషり෇けで、体部は外൓しながらཱち上がり、ޱԑ端部は平

ୱに࢓上͛られる。体部外面はॎ方向のϛガΩがີに施され、ޱԑ端部はϤίφσで調整される。

ԣ方向のϛガΩが施される。74、ޙԑ部内面はϤίφσのޱ は平面ԁܗで、ܘޱ 36.0 ᶲ、ఈܘ

29.0 ᶲ、器高 13.1 ᶲをଌる。షり෇けの٭を有し、体部は௚ઢతに外方΁ཱち上がり、ޱԑ端部

は平ୱに࢓上͛られる。体部およびఈ部の内面にはφσ調整がなされるが、体部外面はຎ໓のた

め不明ྎである。75 はܘޱ 26.4 ᶲ、࢒存器高 8.7 ᶲで、体部は΍΍外方΁向かって௚ઢతにཱち

上がり、ޱԑ端部は平ୱに࢓上͛られる。ޱԑ端部から໿ 2.5 ᶲの位置に௳がషり෇けられる。体
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部の௳以下にΦサΤのࠟ跡が࢒り、ޱԑ部外面から端部にかけてϤίφσ、内面にはϋέ調整が

施される。これらは 15 世ޙل൒から 16 世ل前༿のॴ産と考えられる。

　76 はখ٠文軒ؙנである。٠文の外पにच文ଳを配し、その外पにݍઢが८り、पԑはૉ文で

ある。נ当௚ܘ 10.0 ᶲ、पԑ෯ 0.9 ᶲ、נ当ް 2.3 ᶲをଌる。

　77 は㡤である。長辺 26.5 ᶲ、୹辺 20.4 ᶲ、ްさ 3.9 ᶲで、ද裏面ともφσ調整が施されるが、

。である޷上͛られる。଻土はີでম੒はྑ࢓り、ଆ面はέζϦによって࢒੾りࠟ跡がࢳかにۇ

ʤ溝ʥ

ߔ 02�5（図൛ ��ʔ ��ʙ �0）

　78、79 は土ࢣ器̨ࡼと考えられる。78 はܘޱ 11.4 ᶲ、器高 1.9 ᶲ、79 はޱԑ部が࢒存しており、

ܘޱ 13.2 ᶲ、࢒存器高 2.2 ᶲである。これらは に属し、16ظ"10 世ل前༿のॴ産と考えられる。

　80 は༌ೖ੨磁࿸で、ܘޱ 15.0 ᶲ、ఈܘ 5.0 ᶲ、器高 6.3 ᶲをଌる。

ʤҪށʥ

Ҫށ 0250（図൛ ��ʔ �1ʙ �2）

　81、82 は土ࢣ器̨ࡼである。྆ऀともޱԑ部が࢒存しており、81 はܘޱ 11.2 ᶲ、࢒存器

高 2.2 ᶲ、82 はܘޱ 13.2 ᶲ、器高 2.2 ᶲである。これらは̕$ظから に属し、15ظ"10 世ޙل൒

から 16 世ل前༿のॴ産と考えられる。

ʤ土ุ޵ʥ

౔ุ޵ 0335（図൛ ��ʔ �3ʙ �5）

　83 は４ຕ重なって出土したもので、ݻ着しておりണ཭がࠔ೉であったため、࠷上面にあった

ものの୓本をࡌܝしている。௚ܘ 2.5 ᶲ、ްさ 0.14 ᶲ。મछは判ಡ不ೳ。84 は௚ܘ 2.5 ᶲ、ްさ

0.19 ᶲ。「ݩ ௨ๅ」である。85 は௚ܘ 2.5 ᶲ、ްさ 0.14 ᶲ。ӈ辺のҰ文ࣈをܽଛしており、મ

छは判ผ不ೳ。

ʤそのଞの遺構ʥ（図൛ 78 － 86 ʙ 90・100 －２）

　86 はப݀ 0325 から出土したന磁࿸である。ܘޱ 8.0 ᶲ、ఈܘ 3.0 ᶲ、器高 3.2 ᶲをଌる。高୆

は削り出しのྠ高୆で、体部は内࿷しながら外方΁ཱち上がり、ޱԑ部が外൓して端部は平ୱに

。上͛られ、体部内外面に施ᬵされる࢓

　87 はϐοτ 0338 から出土した࣭נ土器ᆵである。ܘޱ 5.9 ᶲ、࢒存器高 5.2 ᶲをଌる。内࿷ؾ

ຯにཱち上がる体部がݞ部で内方に۶ۂして৳び、ޱԑ部はਨ௚にཱち上がり、端部は平ୱに࢓

上͛られる。体部外面にΦサΤのࠟ跡が࢒り、ݞ部外面からޱԑ部内面にかけてԣ方向のφσ、

部外面にはϛガΩが施され、Ֆห状の暗文がݞ。部内面はφσ、体部内面はϋέで調整されるݞ

ඳかれる。16 世لのॴ産と考えられる。
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　88、89 はྊ̙内で検出した土޵ 0128 から出土した。88 はۅ文軒ؙנである。ۅ文の外पにच

文ଳを配するが、内外区を画するݍઢはなく、पԑはૉ文である。נ当ܘ 18.0 ᶲ、נ当ް 2.0 ᶲ、

にφσ調整が施される。89ޙ接合用೪土をิరנ当裏面下൒にはԣ方向のφσ、上൒部はؙנ は

第三ओ༿は൓సͤͣに第二ओ༿ࠨ、である。ओ༿は四ຕで、四ճ൓సするがנ整౜૲文軒平ۉ

とಉҰ方向にרく。౜૲文上部にݍઢを配して内区と上外区を区画するが、内区྆ଆおよび下部

にはݍઢはなく、したがって下外区および྆࿬区はද現されない。上外区はૉ文である。נ当෯

26.1 ᶲ、נ当ް 4.2 ᶲ、ֺ෯ 2.8 ᶲ、࠷大࢒存長 27.1 ᶲをଌる。נ当面上ԑをϔラέζϦによって

面औりし、ֺ部ತ面ଆにはԣ方向のφσを施す。平נ部Ԝ面ଆには෍目ѹࠟが࢒るが、྆ଆ端部

を෯ 4.0 ᶲにΘたってઙく面औりし、ತ面ଆはφσによってୟ͖ࠟ跡をফす。ଆ面にはφσが施さ

れる。これらは 15 世لのॴ産と考えられる。

　90 はྊ̙内で検出した土޵ 0321 から出土した。َנと考えられる。࠷大࢒存長 20.6 ᶲ、࠷大

存෯࢒ 14.4 ᶲ、ްさ 5.4 ᶲをଌる。ද面はૉ文で、裏面に下ఈ෯ 5.5 ᶲ、上ఈ෯ 3.6 ᶲの断面୆ܗ

をఄするತଳを作り出し、ଆ面は裏面ଆをϔラέζϦによって面औりする。

（̑）第２૚出土遺物（図൛ 78 － 91 ʙ 105・101 －１）

　第２૚からは̕$ظから に属し、15ظ"10 世ޙل൒から 16 世ل前༿にൺ定される遺物がओ体

తに出土している。

　91 は土ࢣ器ࡼ 4C である。ܘޱ 8.8 ᶲ、器高 2.2 ᶲ、体部は௚ઢతに外方΁ཱち上がり、ޱԑ端

部は΍΍ઑりؾຯにؙくऩめられる。92ʙ 96 は土ࢣ器̨ࡼである。92はܘޱ 10.7 ᶲ、器高 2.8 ᶲ、

体部は௚ઢతに外方΁ཱち上がり、ޱԑ端部がؙくऩめられる。93 はܘޱ 12.8 ᶲ、器高 2.8 ᶲ、

体部は内࿷ؾຯに外方΁ཱち上がり、ޱԑ端部はؙくऩめられる。94 はܘޱ 9.8 ᶲ、器高 2.0 ᶲ、

体部は௚ઢతにཱち上がり、ޱԑ部で΍΍ංްする。ޱԑ端部はؙくऩめられる。95はܘޱ 10.8 ᶲ、

器高 2.2 ᶲ、体部は௚ઢతに外方΁ཱち上がり、ޱԑ端部はؙくऩめられる。96 はܘޱ 11.7 ᶲ、

器高 2.7 ᶲ、体部は௚ઢతに外方΁ཱち上がり、ޱԑ部は΍΍։いて端部をؙく࢓上͛る。97 は

土ࢣ器ುで、ޱԑ部のみ࢒存している。ܘޱ 27.8 ᶲ、࢒存器高 1.8 ᶲをଌる。

　98 は࣭נ土器のӋזで、ޱԑ部が࢒存している。ܘޱ 21.4 ᶲ、࢒存器高 4.6 ᶲ。体部は௚ઢత

にཱち上がり、ޱԑ部で内࿷する。ޱԑ端部はؙくऩめられる。ޱԑ端部から໿ 1.0 ᶲ下方に௳が

షり෇けられ、௳の෯は 1.2 ᶲである。

　99 はమᬵಃ器のఱ目࿸である。ܘޱ 9.8 ᶲ、࢒存器高 4.5 ᶲ、体部は΍΍内࿷ؾຯに外方΁ཱち

上がり、ޱԑ部で内方に۶ۂして上方΁৳び、ޱԑ端部は外൓する。

　100 ʙ 102 は੉ށඒೱಃ器である。100 はఱ目࿸で、ܘޱ 15.8 ᶲ、࢒存器高 4.9 ᶲ、体部は௚ઢ

తに外方΁ཱち上がり、ޱԑ部で内方に۶ۂして上方΁৳びる。101 は߳࿍で、ޱԑ部のみ࢒存し

ている。ܘޱ 7.4 ᶲ、࢒存器高 3.3 ᶲ、体部に٠Ֆ文が施文される。外面は施ᬵされ、内面は࿐଻

である。102 は水ణで、ޱԑ部が࢒存している。ܘޱ 6.4 ᶲ、࢒存器高 3.3 ᶲ、௚ઢతにཱち上が

る体部がݞ部で内方に۶ۂして৳び、ޱԑ部でڧく۶ۂして௚ཱしてཱち上がり、ޱԑ端部はؙ
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くऩめられる。ݞ部に஫ޱがషり෇けられ、෇けࠜ部分にࠁみ目が施される。

　103 は༌ೖಃ器の൫で、ఈ部のみ࢒存している。ఈܘ 20.2 ᶲ、࢒存器高 2.8 ᶲ、ఈ部には໿

0.2 ᶲの௿い高୆が作り出され、体部が内࿷ؾຯに外方΁ཱち上がる。外面はແᬵで、内面に施ᬵ

される。

　104 は産地不明のಃ器ുで、ޱԑ部が࢒存している。ܘޱ 38.8 ᶲ、࢒存器高 8.6 ᶲ、外൓しな

がらཱち上がる体部がޱԑ部で۶ۂして上方΁ཱち上がり、ޱԑ端部は平ୱな断面ܗ状をఄする。

ԑ端部௚下にತଳを作り出し、その上面にೄ目状の文༷を二条施す。内外面ともにφσ調整にޱ

よって平׈に࢓上͛られるが、内面にୟ͖当て۩のࠟ跡が࡯؍される。

　105 はന磁のࡼである。ܘޱ 10.1 ᶲ、器高 2.0 ᶲ、平ୱなఈ部から体部が௚ઢతにཱち上がり、

ԑ部外面から端部にかけてᬵണ͗ޱ、ຯにؙくऩめられる。内外面に施ᬵされؾԑ端部はઑりޱ

が施される。

（̒）第̏面遺構出土遺物

　第̏面で検出した遺構から出土する遺物はࡉย化しており、絶ରྔもগないため、図化に଱え

うるものは多くない。溝 0145 からは̒"ظから̒#ظに属し、13 世لのॴ産と考えられる遺物が

出土している。·た、ྻࡤ 0513、0514、掘ཱபݐ物 0515、0516 を構੒するப݀からは土器ࡉยが

ݐ物として·と·らないப݀にͭいても遺物の出土ྔはগない。୦݀ݐ、গྔ出土したのみでۃ

物の遺物は୦݀ݐ物 0218、0219 からൺֱత多く出土している。これらの遺構から出土した遺物は

̓世ޙل൒のॴ産と考えられる。

ʤ溝ʥ

ߔ 01�5（図൛ �9ʔ 10� ʙ 11�ɾ101 ʔ２）

　106、107 は土ࢣ器ࡼ "D で、106 はܘޱ 8.4 ᶲ、器高 1.1 ᶲ、107 はܘޱ 8.9 ᶲ、器高 1.0 ᶲ

をଌる。108 は土ࢣ器̣ࡼで、ܘޱ 8.2 ᶲ、器高 1.6 ᶲをଌる。ఈ部外面から体部外面にかけてΦ

サΤおよびφσが施され、ޱԑ端部はؙくऩめられる。109、110 は土ࢣ器̨ࡼである。109 はޱ

ܘ 7.2 ᶲ、器高 1.8 ᶲ、体部が΍΍内࿷しながら外方΁向かってཱち上がり、ޱԑ端部はઑりؾຯ

にؙくऩめられる。110は12.1ܘޱᶲ、器高2.3ᶲ、体部は内࿷しながら外方΁向かってཱち上がり、

ຯにؙくऩめられる。111ؾԑ端部はઑりޱ は土ࢣ器Ӌזである。ޱԑ部が࢒存しており、ܘޱ

18.5 ᶲ、௳部の外ܘ 21.9 ᶲ、࢒存器高 5.6 ᶲをଌる。ޱԑ部にはφσが施され、端部は平ୱに

、に属しظ#から̒ظ"る。これらの遺物は̒࢒上͛られる。体部は内外面ともにΦサΤのࠟ跡が࢓

12 世ޙل൒から 13 世ل前༿のॴ産と考えられる。

　112 は࣭נ土器のುである。ޱԑ部から体部上൒部が࢒存している。ޱԑ部はڧく۶ۂして௚ઢ

తに外方΁৳び、΍΍内方に۶ۂしてཱち上がる。ޱԑ端部は平ୱに࢓上͛られる。

　113 はӈ͖רの三ͭ೹文軒平נである。೹文頭部はൺֱతখৼりでංްする。ඌ部はൺֱత長

く、ྡ接するඌ部とは接合ͤͣಠཱしている。ݍઢ、च文ଳはなく、पԑはૉ文である。נ当௚

はܘ 11.0 ᶲ前ޙと考えられ、पԑ෯は 1.4 ᶲをଌる。114 は݋頭文軒平נである。࢒存෯ 8.4 ᶲ、
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当ްנ 3.5 ᶲ、ંり͛ۂ式のஈֺで、ֺ部端面にέζϦ、裏面にԣ方向のφσが施される。平נ部

Ԝ面ଆはφσによって෍目ѹࠟをফす。これらは 13 世لのॴ産と考えられる。

ʤ୦݀ݐ物ʥ

୦݀ݐ෺ 01��（図൛ �9ʵ 115 ʙ 11�）

　115 はਢܙ器ഋ̜֖で、ܘޱ 9.3 ᶲ、࢒存器高 1.7 ᶲである。

　116 は土ࢣ器ᙈで、ܘޱ 22.5 ᶲ、࢒存器高 8.2 ᶲをଌる。体部は内࿷しながらཱち上がり、ᰍ部

で外方΁۶ۂしてޱԑが௚ཱؾຯに৳び、端部はઑりؾຯにؙくऩめられる。ޱԑ端部はԣ方向

のφσ、ޱԑ部外面はϋέのちφσ、ޱԑ部内面および体部内外面はϋέで調整される。これら

は̓世ޙل൒のॴ産と考えられる。

୦݀ݐ෺ 01�� ᜱ（図൛ �9ʵ 11� ʙ 11�ɾ102 ʔ１）

　117、118 は土ࢣ器長಑ᙈである。117 はᜱขޱ部にԣ౗しにされた状ଶで出土した。ܘޱ

23.2 ᶲ、体部࠷大ܘ 26.2 ᶲ、器高 38.2 ᶲをଌる。ఈ部はؙみをଳび、体部は௚ઢతにཱち上がる

がᰍ部で΍΍内࿷し、۶ۂしてޱԑ部は外方΁௚ઢతにཱち上がり、ޱԑ端部は平ୱに࢓上͛ら

れる。体部外面にはॎ方向のϋέ、ޱԑ部外面にはϤίφσ、ޱԑ部および体部内面にはԣ方向

のϋέ、ఈ部内面にはॎ方向のϋέが施される。118 は、117 とともにᜱขޱ部にԣ౗しにされた

状ଶで出土した。ܘޱ 22.6 ᶲ、体部࠷大ܘ 24.0 ᶲ、器高 38.0 ᶲをଌる。ؙみをଳびたఈ部から௚

ઢతに体部がཱち上がり、ᰍ部で΍΍内࿷して外方΁۶ۂし、ޱԑ部が௚ઢతに৳びて端部はઑ

りؾຯにऩめられる。体部外面はϋέのちέζϦ、ޱԑ部内外面はϋέ、ޱԑ端部はԣ方向の

φσ、体部内面はϋέで調整される。これらは̓世ޙل൒のॴ産と考えられる。

୦݀ݐ෺ 021�（図൛ �0ʵ 119 ʙ 123ɾ102 ʵ２）

　119、120 は土ࢣ器ᆵである。119 はܘޱ 13.9 ᶲ、体部࠷大ܘ 14.7 ᶲ、࢒存器高 9.4 ᶲ、体部は

内࿷しながらཱち上がり、ᰍ部で外方΁۶ۂしてޱԑ部は௚ઢతに৳び、端部はઑりؾຯにؙく

ऩめられる。体部はϋέ、ޱԑ部外面から端部にかけてԣ方向のφσ、ޱԑ部内面はϋέ、体部

内面はΦサΤのち൘φσで調整される。120 はܘޱ 9.8 ᶲ、࠷大体部ܘ 10.2 ᶲ、器高 10.3 ᶲ、体

部は内࿷しながらཱち上がり、ᰍ部で外方΁۶ۂしてޱԑ部は௚ઢతに৳び、端部はؙくऩめら

れる。体部下൒は൘φσ、体部上൒はϋέ、ޱԑ部外面から端部にかけてԣ方向のφσ、体部内

面上൒はφσ、体部内面下൒はϋέで調整される。121 は土ࢣ器ᙈで、น溝から出土した。ܘޱ

22.3 ᶲ、࢒存器高 11.2 ᶲ、体部外面からޱԑ部外面下൒にかけてϋέ、ޱԑ部上൒から端部にか

けてԣ方向のφσ、内面にϋέによる調整が施される。122 は土ࢣ器長಑ᙈで、ܘޱ 26.4 ᶲ、࢒

存器高 26.6 ᶲをଌる。体部は௚ઢతにཱち上がり、ᰍ部で΍΍内࿷して外方΁۶ۂし、ޱԑ部は

外൓して端部を平ୱに࢓上͛る。体部外面はΦサΤのちϋέ、ޱԑ部外面から端部にかけてԣ方

向のφσ、ޱԑ部内面はϋέ、体部内面はΦサΤのち൘φσで調整される。
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　123 はਢܙ器ഋと考えられる。ܘޱ 10.2 ᶲ、器高 4.1 ᶲをଌるが、全体తに࿪みが大͖い。平ୱ

なఈ部から内࿷ؾຯに体部がཱち上がり、ޱԑ部内方に۶ۂして௚ཱؾຯに৳び、端部はؙくऩ

められる。体部外面からޱԑ端部、内面にϩΫϩφσが施される。これらは、̓世ޙل൒から຤

のॴ産と考えられる。

୦݀ݐ෺ 0219（図൛ �0ʵ 12� ʙ 130ɾ103 ʔ１）

　124 は土ࢣ器ുで、ܘޱ 26.8 ᶲ、器高 10.5 ᶲである。平ୱなఈ部から内࿷しながら体部がཱち

上がり、ޱԑ端部は内܏する平ୱ面に࢓上͛られる。ఈ部外面から体部下൒はέζϦのちφσ、

体部外面上൒はΦサΤにより੒ܗされ、ޱԑ部はԣ方向のφσで調整される。内面にはϋέ調整

が施される。125 は土ࢣ器ᆵで、ܘޱ 9.8 ᶲ、器高 10.6 ᶲである。ؙఈから内࿷しながら体部がཱ

ち上がり、ޱԑ部で外方΁۶ۂして端部はઑりؾຯにؙくऩめられる。体部外面のຎ໓がஶしく

調整は不明ྎであるが、Ұ部にϋέ目が認められる。ޱԑ部はԣ方向のφσによって調整される。

126 は土ࢣ器೺手෇ᙈで、ܘޱ 30.6 ᶲ、体部࠷大ܘ 30.0 ᶲ、࢒存器高 17.2 ᶲである。体部は内࿷

しながら外方΁ཱち上がり、೺手ష෇け部で体部ܘが࠷大となる。೺手部より上部は体部が内࿷

しながら内方΁向けてཱち上がり、ᰍ部で外方΁۶ۂしてޱԑ部が外൓しながら外方΁৳び、端

部は平ୱに࢓上͛られる。体部外面の೺手より下部は൘φσ、೺手より上部は೺手ష෇け時にφ

σ、ޱԑ部内外面はԣ方向のφσで調整される。体部内面はຎ໓により調整は不明ྎである。127

は土ࢣ器長಑ᙈで、ܘޱ 21.8 ᶲ、࢒存器高 17.4 ᶲである。体部は΍΍内࿷しながらཱち上がり、

ᰍ部で外方΁۶ۂしてޱԑ部が৳び、端部は平ୱに࢓上͛られる。体部外面はϋέ、ޱԑ部外面

から端部にかけてԣ方向のφσ、ޱԑ部内面から体部内面にかけてϋέ調整が施される。

　128 ʙ 130 はਢܙ器ഋ̖である。128 はܘޱ 10.8 ᶲ、器高 3.7 ᶲ、ؙみをଳびたఈ部から΍΍内

࿷ؾຯに外方΁体部がཱち上がり、ޱԑ部で外൓して端部はؙくऩめられる。129 はܘޱ 11.0 ᶲ、

器高 3.9 ᶲ、ؙみをଳびたఈ部から΍΍内࿷ؾຯに外方΁体部がཱち上がり、ޱԑ部端部はؙくऩ

められる。130 はܘޱ 10.8 ᶲ、器高 4.0 ᶲ、ؙみをଳびたఈ部から外方΁体部がཱち上がり、ޱԑ

端部はؙくऩめられる。これらの遺物は̓世ޙل൒から຤のॴ産と考えられる。

୦݀ݐ෺ 03�3（図൛ �1ʵ 131 ʙ 132ɾ103 ʵ２）

　131 は土ࢣ器ഋ̘で、ܘޱ 10.2 ᶲ、器高 3.4 ᶲである。ؙみをଳびたఈ部から内࿷ؾຯに体部が

ཱち上がり、ޱԑ部は外ൢして端部はؙくऩめられる。体部下൒は൘φσ、体部上൒はφσとϛ

ガΩ、ޱԑ部外面から体部内面上൒にかけてԣ方向のφσ、体部内面はφσで調整される。132 は

土ࢣ器ುで、ܘޱ 18.8 ᶲ、࢒存器高 11.9 ᶲである。体部は内࿷しながら外方΁ཱち上がり、ᰍ部

で外方΁۶ۂしてޱԑ部が௚ઢతに৳び、端部はઑりؾຯにؙくऩめられる。体部内外面はϋέ、

。൒のॴ産と考えられるޙلԑ部内外面はԣ方向のφσで調整される。これらの遺物は̓世ޱ



－40－

୦݀ݐ෺ 03�9（図൛ �1ʵ 133 ʙ 135ɾ103 ʔ２）

　133、134 はਢܙ器ഋ̜֖である。133 はܘޱ 7.9 ᶲ、器高 2.8 ᶲ、ఱҪ部はؙみをଳび、ๅचͭ

·みを有する。134 はܘޱ 10.1 ᶲ、器高 2.5 ᶲ、ఱҪ部は平ୱで、ͭ·みは࢒存していない。135

はਢܙ器ഋ̜で、ܘޱ 9.1 ᶲ、器高 3.4 ᶲである。ؙみをଳびるఈ部から体部が外方΁௚ઢతに

৳び、ޱԑ端部はઑりؾຯにؙくऩめられる。これらは̓世ޙل൒のॴ産と考えられる。

ʤそのଞの遺構ʥ（図൛ 81 － 136 ʙ 145）

　136、137 はப݀ 0225 から出土した。136 はਢܙ器ഋ̖で、ܘޱ 11.8 ᶲ、器高 3.7 ᶲをଌる。体

部は௚ઢతに外方΁向かってཱち上がり、ޱԑ部で΍΍外൓してޱԑ端部はؙくऩめられる。ఈ

部外面にφσ、体部外面からఈ部内面にかけてϩΫϩφσが施される。137 はਢܙ器高ഋで、࢒存

器高 4.9 ᶲである。これらは̔世لのॴ産と考えられる。

　138 はப݀ 0351 から出土した土ࢣ器ࡼである。ܘޱ 16.8 ᶲ、器高 2.8 ᶲで、ఈ部は΍΍ؙみを

ଳび、体部は௚ઢతに外方΁向かってཱち上がり、ޱԑ端部はؙくऩめられる。

　139 はப݀ 0373 から出土した土ࢣ器೺手෇ᙈである。ޱԑ端部が࢒存しないためܘޱは不明で

あるが、体部の࠷大ܘは 33.1 ᶲ、࢒存器高は 20.2 ᶲをଌる。体部は内࿷しながら外方΁ཱち上がり、

೺手がషり෇けられる部分で体部ܘが࠷大となる。೺手部分から体部は内࿷しながら内方΁向け

てཱち上がり、ޱԑ部で۶ۂして外方΁向けてཱち上がる。体部内外面にはϋέ調整、ޱԑ部外

面にはϤίφσが施され、ޱԑ部内面にはϋέ目が࢒る。̓世ل຤から̔世لのॴ産と考えられ

る。140 はப݀ 0383 から出土したਢܙ器ഋ̖で、ܘޱ 12.2 ᶲ、器高 3.3 ᶲをଌる。平ୱなఈ部か

ら外方΁௚ઢతに体部がཱち上がり、ޱԑ端部はؙくऩめられる。̓世ޙل൒から຤のॴ産と考

えられる。141 はப݀ 0439 から出土したਢܙ器ഋ̖である。ఈ部のみ࢒存しており、ఈܘ 4.2 ᶲ、

存器高࢒ 1.8 ᶲをଌる。ఈ部外面にϔラ੾りࠟ跡が࢒り、体部外面および内面にϩΫϩφσが施さ

れる。̓世ޙل൒から຤のॴ産と考えられる。

　142 ʙ 144 は土޵ 0414 から出土した。142 は土ࢣ器ുで、ܘޱ 29.9 ᶲ、࢒存器高 11.1 ᶲ、ఈ部

はؙみをଳび、体部は内࿷しながらཱち上がり、ޱԑ端部は内܏する平ୱ面をͭくる。内部内外

面ともϋέ、ޱԑ端部はԣ方向のφσで調整される。143 は土ࢣ器ᙈで、ޱԑ部が࢒存している。

ܘޱ 26.6 ᶲ、࢒存器高 8.1 ᶲ、体部は内࿷しながらཱち上がり、ᰍ部で外方΁۶ۂしてޱԑ部が

௚ઢతに৳びる。ޱԑ端部は平ୱに࢓上͛られる。体部外面はϋέ、ޱԑ部外面から端部にかけ

てԣ方向のφσ、ޱԑ部内面はϋέ、体部内面はφσで調整される。144 はਢܙ器ഋ̖である。ޱ

ܘ 10.0 ᶲ、器高 3.7 ᶲ、ؙみをଳびるఈ部から外方΁௚ઢతに体部がཱち上がり、ޱԑ端部はؙ

くऩめられる。これらは̓世ޙل൒から຤のॴ産と考えられる。

　145 はப݀ 0466 から出土した土ࢣ器ᙈで、ܘޱ 23.6 ᶲ、࢒存器高 9.8 ᶲをଌる。体部は内࿷し

ながらཱち上がり、ᰍ部で外方΁۶ۂしてޱԑが௚ઢతに৳び、端部はઑりؾຯにؙくऩめられる。

൒のॴޙلԑ部内外面および体部内外面はϋέで調整される。̓世ޱ、ԑ端部はԣ方向のφσޱ

産と考えられる。
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第ᶚ章　·とめ

１　遺構のมભ
物、近代のݐをは͡め、室町時代のງ状遺構΍ૅ石܈物ݐ൒の୦݀ޙلճの調査では、̓世ࠓ　

禁裏御用水遺構をओཁな遺構として検出した。それらにͭいて、検出面ຖに·とめる。

　第̏面で検出された୦݀ݐ物܈から出土した遺物は、̓世ޙل൒に属すると考えられるものが

ओ体をなす。これらの୦݀ݐ物܈は、出土遺物から、南接するঝఱֳඒ術ؗ૿ங地点において

2004 年に実施された調査で検出された୦݀ݐ物܈とಉ時ظに機ೳしていたものと考えられる。·

た、2004 年の調査では୦݀ݐ物܈から多ྔのమᕥ、஁଄ണยに加えて᯿のӋޱ΍࿍นが出土して

いることから、୦݀ݐ物の工๪としてのར用、ர଄施設の存在が指ఠされているが、ࠓ調査で検

出された୦݀ݐ物 0164 からమᕥが出土したことは、上記の૝定をิڧするものであろう。Ұ方、

これらとಉҰ面で検出されたྻࡤ、掘ཱபݐ物を構੒するப݀からはࡉย化した土器ྨがۃগྔ

出土したのみであった。·た、୦݀ݐ物 0217 の南辺น溝がྻࡤ 0513 のப݀ 0086 に੾られていた

以外に、୦݀ݐ物とྻࡤあるいは掘ཱபݐ物との੾り合い関܎が認められなかった。これらのこ

とから、ࠓճ検出した୦݀ݐ物܈とྻࡤ、掘ཱபݐ物の間に明確な時ࠩظを確認で͖たとはいい

೉く、྆ऀがซ存していた可ೳੑを൱定することはで͖ない。Ұ方で、ݐ物として·と·らない

ப݀の中に、̔世لॳ頭の遺物を埋土中にแؚするものがあることから、୦݀ݐ物܈との時ࠩظ

を૝定することがで͖るが、これらのப݀以外に明確な̔世لの遺構を確認することはで͖なかっ

た。·た、溝 0145 は埋土内にח૔時代のॴ産と考えられる土器ྨ、נがแؚされており、当該ظ

における調査地の土地ར用が行Θれていたことをࣔࠦするが、ৄࡉは不明である。当遺構は第̏

面で検出されたが、ଞにח૔時代の遺構は検出されなかった。·た、第̏面௚上に堆積する第２

૚は 15 世ޙل൒から 16 世ل前༿の遺物をแؚするแؚ૚であることから、溝 0145 の本དྷの੾り

。૔時代の遺構面は第２૚堆積以前、あるいは堆積時に削平されたと考えられるחみ面であるࠐ

　第 2－ 2 面ではງ状遺構である߼ 0039 をは͡め、15 世ޙل൒から 16 世ل前༿の遺物を埋土に

แؚする遺構が検出された。߼ 0039 は、෯ 1.8 ｍʙ 2.2 ｍ、検出面からのਂさ 0.9 ｍʙ 1.2 ｍをଌ

り、断面ܗはٯ୆ܗをఄする。埋土は᛽を多ྔにؚみ、水ྲྀのࠟ跡は確認で͖ͣ、נ㡤ྨ、土ࢣ器、

ճ調査区から西に໿ࠓ、土器、ಃ磁器なͲがแؚされていた。ງ状遺構は࣭נ 25 ｍ地点で 1977

年に実施された調査（図̑・ද１－ ճ調査地から北西໿ࠓ、（14 250 ｍに位置するӊؙ中学校校地

内で 1993 年に実施された調査（図̑・ද１－ 25）、南西໿ 240 ｍに位置する旧京都市છ৭試ݧ৔

において 2011 年に実施された調査（図̑・ද１－ 33）でも検出されている。1977 年の調査では、

෯໿ 3.5 ｍ、ਂさ 2.0 ｍʙ 3.0 ｍをଌる東西方向の溝（̨̙̓）が検出され、時ظは室町時代຤と

される。ӊؙ中学校の調査では̑条のງ状遺構が検出されており、ใࠂॻによれば、それらのن

໛は෯ 1.8 ｍʙ 3.5 ｍ、ਂさ 1.2 ｍʙ 2.0 ｍをଌる。それらのうち、調査区南端部で検出された東西

方向の溝 140 は断面ܗがٯ୆ܗで、΄΅平ୱなఈ部ܗ状をఄする。·た、これらの埋土は᛽を多

くؚみక·りがѱく、15 世ل຤ʙ 16 世ل൒ばの遺物をแؚしていたとされる。旧京都市છ৭試ݧ
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৔での調査では、ࣼめ方向の溝̏、溝 2000、南北方向の溝 650 なͲが検出されている。溝̏は෯

໿ 4.0 ｍ、ਂ さ 1.5 ｍ、ఈ部෯໿ 2.0 ｍ、溝 2000 は෯ 1.7 ｍ以上、ਂ さ 1.0 ｍ、溝 650 は෯໿ 3.5 ｍ、

ਂさ 1.2 ｍʙ 2.2 ｍをଌる。いͣれもٯ୆ܗの断面ܗをఄし、水ྲྀのࠟ跡はなく、室町時代຤に埋

められたとされる。これらの溝には、ࠓճ検出された߼ 0039 にൺして大ن໛なものもؚ·れるが、

断面ܗがٯ୆ܗをఄし、水ྲྀのࠟ跡が認められͣ、埋土中に 15 世ل຤ʙ 16 世ل代の遺物がแؚ

されるなͲのྨࣅ点が認められる。上京地Ҭにおいては、Ԡਔのཚ以߱、๷御施設として「構」

が構ஙされるが、ఱ文法華のཚのࡍにもງが଄られる。相国寺においても、『鹿苑日録』ఱ文五

（1536）年六月十六日条に「十六日。ૣఱૹ᝸人෉ീһࣕ࣋之。ҰһདྷӠʑ。三һࣗ当院ݣ之。東

門前ງ構調之Ӡʑ。」とݟえることから、東門に「ງ」が଄られたことが判る。このことから、ࠓ

ճ検出した߼ 0039 ΍प辺の調査で検出されている溝は、相国寺の境内΍प辺に構ஙされた๷御用

のງである可ೳੑが考えられる。

　第2－ 1面ではૅ石ݐ物0508と溝 0041、ෳ数のཷנりを検出した。溝0041およびཷנりからは、

軒נ、ಓ۩נをؚΉ多ྔのנと㡤をओ体として、গྔながら 16 世ޙل൒ʙ຤に属すると考えられ

る土器ྨが出土した。溝 0041 はૅ石ݐ物 0508 の北に位置し、ݐ物の北辺பྻとの位置関܎から、

物のப݀および溝ݐ物に൐う遺構である可ೳੑが高い。·た、当該ݐ 0041 は、߼ 0039 の南ݞ

を੾って堆積する第１૚上から੾りࠐ·れている。このことから、ૅ石ݐ物 0508 および溝 0041

の੒ཱ時ظは、߼ 0039 埋຅ޙの 16 世ل前༿以߱と考えられる。くΘえて、溝 0041 ΍ཷנり܈か

ら出土したנ㡤ྨにͭいて、ૅ石ݐ物 0508 の屋ࠜに෪͖上͛られていたものがݐ物ഇ絶時に౤غ

されたものと૝定すれば、נ㡤ྨとともに出土した土器ྨから、当該ݐ物は 16 世ل຤にはഇ絶し

たと考えられる。以上のことから、ૅ石ݐ物 0508 の存続ظ間は 16 世ل前༿以߱から 16 世ل຤と

૝定される。·た、調査地がఱਖ਼年間（1573 ʙ 1592）の։جとされる劫外軒のෑ地内に相当す

ることから、ૅ 石ݐ物 0508 は劫外軒に関Θるݐ物である可ೳੑがある。たͩし、נ㡤ྨにͭいて、

̢̣１と̣̝１が૑ظݐの組み合Θͤと考えられるが、軒ؙנのנ当文༷および੡作ٕ法に 15 世

がओ体でנはֻけנのཁૉをඋえ、軒平ل 15 世ޙل൒のཁૉが認められることから、נの࠶ར用

あるいはط存ݐ物のҠங等の可ೳੑが考えられる。

　第１૚では近代以߱に構ஙされた禁裏御用水遺構（溝 0001）を検出し、その௚下で検出したૉ

掘溝からはນ຤のॴ産と考えられる土ࢣ器ยがগྔ出土した。

　以上のように調査地では、平҆京଄Ӧ以前の̓世ޙل൒には୦݀ݐ物܈が存在し、南接するঝ

ఱֳඒ術ؗ૿ங地点で検出された୦݀ݐ物܈とともにूམをܗ੒していたと考えられる。ूམは、

Ұ部のப݀から̔世لॳ頭に属する遺物が出土していることから、̔世ل代においても存続して

いたことが推ଌされる。·た、ࠓճの調査では平҆時代の遺構、遺物が確認されなかったが、ঝ

ఱֳඒ術ؗ૿ங地点での調査では̕世ޙل൒代の྘ᬵಃ器が出土していることから、その時ظに

は調査地प辺に土地։発が及Μでいたことが૝定される。ח૔時代の遺構としては溝 0145 を確認

したのみで、調査地における土地ར用を૝ىさͤるが、ৄࡉにͭいては判વとしない。そのޙ、

14 世ل຤に相国寺が૑ݐされ、調査地はその境内にऔりࠐ·れるが、当該時ظにൺ定される遺構



－43－

΍遺物は検出されなかった。15 世ޙل൒に至って調査地における土地ར用が׆発になり、๷御用

のງと考えられる߼ 0039 が։削され、16 世ل前༿には埋められる。߼ 0039 が埋められたޙには

ૅ石ݐ物 0508 が଄Ӧされるが、16 世ل຤にはഇ絶する。16 世ޙل൒に劫外軒が։جされ、調査

地がෑ地内にऔりࠐ·れることから、ૅ石ݐ物 0508 は劫外軒に属するものであった可ೳੑが考え

られる。ށߐ時代の遺構が検出されなかったため、調査地における当該ظの状گは不明といΘ͟

るをಘない。そのޙ、明࣏六（1873）年に劫外軒がഇ絶し、ত࿨ॳظに੒҆ঁࢠ学Ԃが当地に

Ҡస、数౓の校舎վங΍ݐてସえを経て現在に至っていると考えられる。禁裏御用水にͭいては、

石組み溝௚下のૉ掘溝埋土からށߐ時代຤ظから明࣏ॳظのॴ産と考えられる遺物がۃগྔなが

ら出土していることから、ށߐ時代຤には։削されていた可ೳੑが考えられる。石組み溝にͭい

ては、埋土内の遺物から明ظ࣏に構ஙされ、ত࿨十年代に埋຅したものと考えられる。

２　禁裏御用水にͭいて
　禁裏御用水は、լໜ઒を水源としてѪౠ܊খڷࢁから相国寺境内を経て禁裏΁と至るྲྀれを指

す。この水࿏の੒ཱ時ظに関しては判વとしないが、『鹿苑日録』明Ԡീ（1499）年三月二十二日

条に、「内ཫఉ஑之水近日ݮগ。ڀ之ଇ相国寺南門前石ڮ下௨其水。ࣕ石ڮ之下地高ࣕ水不௨也。

ઌੋ水஫ൠएྛ北。ཚ中溝ᆬࣕҰં。௨ԙ南之ҏ੎୐之北。ࣕ出ဋࠓ出઒。以ೖԙ内ཫ也。」とあ

り、「禁裏御用水」というݺশであったかは定かではないものの、相国寺南門前の石ڮの下を௨っ

て禁裏の஑に஫͙水࿏が存在していたことが判る。·た、ఱ明三（1783）年に出൛された『ఱ明

վਖ਼　ݟࡉ京៸ᅷ』には、খڷࢁでլໜ઒からऔ水され相国寺境内を経て禁裏΁至る水࿏がඳか

れ、「御用水」のॻ͖ࠐみが認められることから、গなくともఱ明年間には上記のϧーτを௨る水

࿏がෑ設されており、「御用水」とݺばれていたと考えられる。ࠓճの調査において、石組み溝௚

下からૉ掘溝を検出し、その埋土中にۃগྔとはいえ 19 世ل中ࠒのॴ産と考えられる土ࢣ器ࡼが

แؚされていたことは、ށߐ時代຤においてૉ掘りの禁裏御用水がෑ設されており、明ظ࣏にそ

れをվमするܗで石組み溝が構ஙされたことをࣔࠦする。そのޙ、明࣏二十三（1890）年にඐഀ

にはૃ水分ઢからも水がྲྀೖするようになったが、上ྲྀでのాാ΁のᕲᕱརޙ水分ઢが։௨ૃބ

用΍水࿏からの࿙水がܹしく、十分なڅ水が確保で͖なかったため、ඐഀૃބ水を௚接御ॴ΁څ

水する御ॴ水ಓが計画され、明࣏四十五（1912）年に完੒した。その結果、ૃ水分ઢからのڅ水

はഇࢭされたが、相国寺境内の御用水はত࿨十（1935）年ࠒ·でྲྀれていたとされる。·た、調

査地においては明࣏六（1873）年の劫外軒ഇ絶ޙ、大ਖ਼十五（1926）年に੒҆ঁࢠ学Ԃが相国寺

から土地を௞आしてত࿨二（1927）年に当地΁Ҡసしているが、『京都੒҆ঁࢠ学Ԃ六˓年࢙』ॴ

ऩの大ਖ਼十五（1926）年の「相国寺境内地௞ି地図」に禁裏御用水がඳかれていることから、明

され࢒した状ଶでޱも水࿏ࣗ体は։ޙされたࢭ四十五年に御ॴ水ಓが完੒し、禁裏御用水がഇ࣏

ていたものと考えられる。しかし、ಉ࢙ྉにऩ録されているত࿨十三（1938）年ࠒの校舎৽ஙޙ

の学Ԃ配置図には禁裏御用水の記ࡌはなく、当該地には校舎の෇属屋がݐてられている。これら

のことから、ত࿨二年の੒҆ঁࢠ学Ԃ相国寺学舎内においては禁裏御用水が遺存していたが、ত
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࿨十三年ࠒの校舎৽ஙに൐って埋めཱてられたと考えられる。ࠓճの調査で検出した石組み溝内

からত࿨十年代以前の遺物が多ྔに出土したことにରし、ઓޙの遺物がแؚされていなかったこ

とは、上記の૝定を裏෇けるものであろう。·た、ত࿨五十（1975）年の調査地प辺のۭࣸߤਅ

ではࠓ調査にઌཱって解体された体ҭؗはະͩݐ設されていないが、ত࿨五十七（1982）年の調

査地प辺のۭࣸߤਅでは、上記の体ҭؗがݐち、調査区を設定した৔ॴはグラウンドになってい

ることを確認することがで͖る。体ҭؗがݐ設され、グラウンドが整උされたࡍに石組み溝の上

൒がഁյされるとともに、完全に埋຅したものと考えられる。すなΘち、ত࿨十三年ࠒからত࿨

五十年代前൒·でのظ間は、ࠓճ検出した石組み溝は埋めཱてられてはいたものの、その໊࢒を

地ද面上で確認することがで͖たものと考えられる。
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ද４　遺෺࡯؍ද

P/ࡌܝ 器छ 器ܗ 調査区 地区 出土遺構 ܘޱ
（ᶲ）

ఈܘ
（ᶲ）

器高
（ᶲ） ৭調 උ考

1 磁器 ֖ 1 19 溝 0001 11.0 5.0 3.6 	 ᬵ 
 ਢޖ
	 ଻ 
/8�0 փന৭

2 ҹ判磁器 ࡼ 1 19 溝 0001 11.0 6.4 2.4 	 ᬵ 
 ྘৭
	 ଻ 
/8�0 փന৭

3 ҹ判磁器 ౬ವ 1 19 溝 0001 6.8 3.0 4.9 	 ᬵ 
 ৭ۚ・ࠇ
	 ଻ 
/8�0 փന৭

4 છ෇ ౬ವ 1 1�7・8 溝 0001 8.3 3.0 4.7 	 ᬵ 
 ਢޖ
	 ଻ 
/8�0 փന৭

5 છ෇ ു 1 19 溝 0001 10.6 4.2 5.4 	 ᬵ 
 ਢޖ
	 ଻ 
/8�0 փന৭

6 છ෇ ു 1 1�7・8 溝 0001 10.1 4.4 4.3 	 ᬵ 
 ਢޖ
	 ଻ 
/8�0 փന৭

7 ৭ֆ෇け磁器 Ֆ瓶 1 1�7・8 溝 0001 1.5 3.4 13.6
	 ᬵ 
/9�0 ന৭ʙ 1034�6 ੺৭
ʙ 51#5�1 ੨փ৭
	 ଻ 
/9�0 ന৭

8 施ᬵಃ器 ౬ವ 1 19 溝 0001 7.5 3.8 5.6
	 ᬵ 
/9�0 ന৭ʙ 5:34�4 にͿ
い੺׊৭
	 ଻ 
10:37�2 にͿいԫᒵ৭

9 施ᬵಃ器 Ֆ瓶 1 19 溝 0001 5.5 4.0 7.7 	 ᬵ 
10:36�8 明ԫ׊৭
	 ଻ 
2.5:8�2 փന৭

10 施ᬵಃ器 水ࠩし 1 1�10・11 溝 0001 長 8.1 ෯ 4.4 高 4.4 	 ᬵ 
 ྘փ৭
	 ଻ 
/8�0 փന৭

11 ແᬵಃ器 ෹۩ 1 1�6・7 溝 0001 2.8 5.4 8.2 2.5:7�2 փԫ৭

12 ガラス੡඼ ビーۄ 1 19 溝 0001 ܘ 2.8 � �

13 ्骨੡඼ ϔラ 1 19 溝 0001 長 13.8 ෯ 2.4 ް 0.7 重さ 17.6H。

14 施ᬵಃ器 ᆵ 1 1�7・8 溝 0001 掘方 6.1 5.4 5.7 	 ᬵ 
5:33�2 暗੺׊৭
	 ଻ 
2.5:6�3 にͿいԫ৭

15 土ࢣ器 ࡼ 1 17 溝 0001 ૉ掘溝 4.9 � 0.9 7.5:37�4 にͿいᒵ৭

16 মకಃ器 Ꭼു 1 17 溝 0001 ૉ掘溝 � 13.0 8.6 5:35�4 にͿい੺׊৭

17 施ᬵಃ器 ෹۩ 1 110 溝 0001 ૉ掘溝 3.4 4.2 3.7 	 ᬵ 
10:36�3 にͿいԫᒵ৭
	 ଻ 
10:38�4 ઙԫᒵ৭

18 土器࣭נ ು 1 ,8 ப݀ 0089 24.2 � 	7.1
 2.5:5�1 ԫփ৭ ૅ石ݐ物 0508
ப݀。

19 נ 軒ؙנ 1 ,7 溝 0041 ܘ当נ 15.2 長 33.7 � /4�0 փ৭ /.1B

20 נ 軒ؙנ 1 .�7・8 溝 0041 ܘ当נ 15.3 長 32.7 � /4�0 փ৭ /.1C

21 נ 軒ؙנ 1 *�7・8 溝 0041 ܘ当נ 	7.8
 長 	12.1
 � /4�0 փ৭ /.1D

22 נ 軒ؙנ 1 -�7・8 溝 0041 ܘ当נ 15.2 長 	10.9
 � /4�0 փ৭
/.2
当端面上部にנ
「ճ」のࠁҹ有。

23 נ 軒ؙנ 1 0�8・9 溝 0041 当נ 16.0 長 3.0 � 5:6�1 փ৭ /.3

24 נ 軒ؙנ 1 0�7・8 溝 0041 � 長 	3.7
 � 2.5:5�2 暗փԫ৭ /.4

25 נ 軒ؙנ 1 .�7・8 溝 0041 当נ 16.0 長 	7.4
 � /5�0 փ৭ /.5

26 נ 軒ؙנ 1 0�7・8 溝 0041 � 長 	4.1
 � 7.5:35�4 にͿい׊৭ /.6

27 נ 軒ؙנ 1 /�7・8 溝 0041 当נ 16.0 長 	4.4
 � 10:36�1 փ৭׊ /.7

28 נ 軒ؙנ 1 /�7・8 溝 0041 当נ 17.0 長 	3.5
 � /4�0 փ৭ /.8

29 נ 軒平נ 1 ,7 溝 0041 当෯נ 24.0 長 	20.8
 当ްנ 4.6 /3�0 暗փ৭ /)1B

30 נ 軒平נ 1 +・,�7・
8 溝 0041 当෯נ 	22.8
 長 	13.1
 当ްנ 4.8 2.5:6�1 ԫփ৭ /)1C

31 נ 軒平נ 1 -�7・8 溝 0041 当෯נ
	22.6
 長 24.7 当ްנ 	4.6
 /4�0 փ৭ /)1D

32 נ 軒平נ 1 /�7・8 溝 0041 当෯נ 23.4 長 	12.4
 当ްנ 3.9 /5�0 փ৭ /)2

33 נ 軒平נ 1 -�7・8 溝 0041 当෯נ 23.3 長 	9.3
 当ްנ 4.9 /4�0 փ৭ /)3

34 נ 軒平נ 1 +・,�7・
8 溝 0041 当෯נ 	16.8
 長 	11.8
 当ްנ 4.9 /4�0 փ৭ /)3

35 נ 軒平נ 1 0�8・9 溝 0041 当෯נ 	13.4
 長 	5.9
 当ްנ 4.8 5:7�1 փന৭ /)4

36 נ 軒平נ 1 /�7・8 溝 0041 当෯נ 	5.8
 長 	4.3
 当ްנ 5.0 2.5:6�1 ԫփ৭ /)5

37 נ 平נ 1 .7 溝 0041 ෯ 23.3 ʙ
21.3 長 28.0 ް 1.7 /5�0 փ৭
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P/ࡌܝ 器छ 器ܗ 調査区 地区 出土遺構 ܘޱ
（ᶲ）

ఈܘ
（ᶲ）

器高
（ᶲ） ৭調 උ考

38 נ 平נ 1 .7 溝 0041 ෯ 19.0 ʙ
22.5 長 	27.4
 ް 1.7 /4�0 փ৭

39 נ נؙ 1 +・,�7・
8 溝 0041 ෯ 13.8 長 31.0 ް 2.3 /3�0 暗փ৭

40 נ נَ 1 .・/�7・
8 溝 0041 ෯ 	8.0
 長 	10.2
 ް 	6.7
 /3�0 暗փ৭

41 נ נَ 1 .�7・8 溝 0041 ෯ 	13.5
 長 	23.2
 ް 	6.2
 2.5:6�2 փԫ৭

42 נ נَ 1 .・/�7・
8 溝 0041 ෯ 	9.2
 長 	11.4
 ް 	5.2
 /4�0 փ৭

43 נ נَ 1 *�6・7 溝 0041 ෯ 	10.4
 長 	10.3
 ް 	8.9
 /5�0 փ৭

44 נ ୩ؙנ 1 *�7・8 溝 0041 ෯ 14.9 長 	20.2
 ް 2.6 /4�0 փ৭

45 נ ੾۱נ 1 .・/�7・
8 溝 0041 ෯ 	8.7
 長 	17.3
 ް 2.3 /7�0 փ৭

46 נ ᦘӋנ 1 )・*�7・
8 溝 0041 ෯ 	8.1
 長 	14.7
 ް 1.9 /4�0 փ৭

47 נ ಓ۩נ 1 /�7・8 溝 0041 ෯ 9.7 長 	22.7
 ް 4.6 /3�0 暗փ৭

48 נ ಓ۩נ 1 /�7・8 溝 0041 ෯ 	14.7
 長 	19.0
 ް 2.4 /4�0 փ৭

49 נ 㡤 1 0�8・9 溝 0041 ෯ 	17.0
 長 	16.2
 ް 5.1 /4�0 փ৭

50 נ 㡤 1 0�8・9 溝 0041 ෯ 	13.2
 長 	15.2
 ް 4.5 2.5:6�2 փԫ৭

51 փᬵಃ器 ࿸ 1 .7 溝 0041 � 7.0 	2.4
 2.5:7�2 փԫ৭ ఈ面๽ॻ有。

52 土ࢣ器 ࡼ 1 4�13・14 溝 0124 11.5 � 2.1 7.5:38�4 ઙԫᒵ৭

53 נ 軒平נ 1 4�13・14 溝 0124 当෯נ 	14.2
 長 	12.8
 当ްנ 4.2 /6�0 փന৭

54 土ࢣ器 ࡼ 1 %�6・7 りཷנ 0018 � � 	3.0
 7.5:8�4 ઙԫᒵ৭

55 土ࢣ器 ࡼ 1 $・%�7 りཷנ 0016 8.6 � 1.6 10:38�3 ઙԫᒵ৭

56 土ࢣ器 ࡼ 1 $7 りཷנ 0014 9.0 � 1.5 10:38�3 ઙԫᒵ৭

57 মకಃ器 Ꭼു 1 $�11・12 りཷנ 0075 26.0 � 	6.9
 5:34�3 にͿい੺׊৭ʙ
10:35�3 にͿいԫᒵ৭

58 נ 平נ 1 $�11・12 りཷנ 0075 ෯ 	11.3
 長 	11.5
 ް 2.5 2.5:6�2 փԫ৭ 。ҹ有ࠁ

59 נ ಓ۩נ 1 $7 りཷנ 0014 ෯ 	14.5
 長 	22.0
 ް 6.7 /4�0 փ৭

60 נ 㡤 1 %�6・7 りཷנ 0018 ෯ 31.8 長 31.4 ް 5.2 2.5:6�2 փԫ৭

61 石੡඼ 1 -12 ப݀ 0047 長࣠ 	2.3
 ୹࣠ 1.4 ް 1.2 重さ 4.5H。
水থ੡。

62 土ࢣ器 ࡼ 1 )10 ப݀ 0092 12.0 � 	2.3
 7.5:8�3 ઙԫᒵ৭

63 土器࣭נ ು 1 )10 ப݀ 0092 22.8 � 	3.4
 2.5:8�1 փന৭ʙ 2.5:2�1 ৭ࠇ

64 土ࢣ器 ࡼ 1 /10 第１૚ 9.8 � 1.8 7.5:37�6 ᒵ৭

65 石੡඼ 石ଳ 1 'ʙ )�2
ʙ 5 第１૚ 長࣠ 3.8 ୹࣠ 	3.6
 ް 0.8 重さ 20.6H。

66 土ࢣ器 ࡼ 1 ,6 ߼ 0039 11.0 � 2.0 10:38�3 ઙԫᒵ৭

67 土ࢣ器 ࡼ 1 ,6 ߼ 0039 7.0 � 1.5 10:38�2 փന৭

68 土ࢣ器 ࡼ 1 06 ߼ 0039 10.9 � 2.2 7.5:38�4 ઙԫᒵ৭

69 土ࢣ器 ࡼ 1 .6 ߼ 0039 15.0 � 	3.2
 10:38�3 ઙԫᒵ৭

70 土ࢣ器 ࡼ 1 .6 ߼ 0039 15.8 � 3.1 7.5:38�3 ઙԫᒵ৭

71 古੉ށ 平࿸ 1 .6 ߼ 0039 15.0 � 7.0 	 ᬵ 
7.5:7�2 փന৭
	 ଻ 
10:37�3 にͿいԫᒵ৭

72 古੉ށ ࿸ 1 .6 ߼ 0039 16.8 � 	6.2
 	 ᬵ 
5:6�4 ΦϦーϒԫ৭
	 ଻ 
2.5:8�3 ୶ԫ৭

73 土器࣭נ Րു 1 0・1�6 ߼ 0039 19.8 16.0 11.0 /5�0 փ৭

74 土器࣭נ Րു 1 .6 ߼ 0039 36.0 29.0 13.1 /3�0 暗փ৭

75 土器࣭נ Ӌז 1 /6 ߼ 0039 26.4 � 	8.7
 10:36�3 にͿいԫᒵ৭

76 נ 軒ؙנ 1 .6 ߼ 0039 ܘ当נ 10.0 長 	2.3
 � 2.5:7�1 փന৭
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P/ࡌܝ 器छ 器ܗ 調査区 地区 出土遺構 ܘޱ
（ᶲ）

ఈܘ
（ᶲ）

器高
（ᶲ） ৭調 උ考

77 נ 㡤 1 *・+�6 ߼ 0039 ް 3.9 長 26.4 ෯ 20.4 /4�0 փ৭

78 土ࢣ器 ࡼ 1 )5 溝 0275 11.4 � 1.9 10:37�3 にͿいԫᒵ৭

79 土ࢣ器 ࡼ 1 )�4・5 溝 0275 � � 	2.3
 10:38�4 ઙԫᒵ৭

80 ੨磁 ࿸ 1 )�4・5 溝 0275 15.0 5.0 6.3 	 ᬵ 
2.5(:6�1 ΦϦーϒփ৭
	 ଻ 
2.5:8�1 փന৭ ༌ೖ඼。

81 土ࢣ器 ࡼ 1 '・(�10 Ҫށ 0250 11.2 � 	2.2
 7.5:38�3 ઙԫᒵ৭

82 土ࢣ器 ࡼ 1 '・(�9・
10 Ҫށ 0250　࿮内 13.2 � 2.2 10:38�3 ઙԫᒵ৭

83 મ՟ 1 (9 土ุ޵ 0335 ܘ 2.5 ް 0.14 �
四ຕݻ着して出
土。重さ 10.9H。
મछは判ಡ不
ೳ。

84 મ՟ ௨ሟ　ݩ 1 (9 土ุ޵ 0335 ܘ 2.5 ް 0.19 � 重さ 4.1H。

85 મ՟ 1 (9 土ุ޵ 0335 ܘ 	2.5
 ް 0.14 �
重さ 2.7H。
મछは判ಡ不
ೳ。

86 ന磁 ࿸ 1 09 ப݀ 0325 8.0 3.0 3.2 	 ᬵ 
 うすい明੨փ৭
	 ଻ 
/8�0 փന৭

87 土器࣭נ ᆵ 1 %10 ϐοτ 0338 5.9 � 	5.2
 /4�0 փ৭

88 נ 軒ؙנ 1 3・4�13・
14 土޵ 0128 ܘ当נ 18.0 � � 10:5�1 փ৭

89 נ 軒平נ 1 3・4�13・
14 土޵ 0128 当෯נ 26.1 長 	27.1
 当ްנ 4.2 10:5�1 փ৭

90 נ נَ 1 3・4�13・
14 土޵ 0321 ෯ 	14.1
 長 	20.6
 ް 5.4 /4�0 փ৭

91 土ࢣ器 ࡼ 1 )10 第２૚ 8.8 � 2.2 7.5:37�6 ᒵ৭

92 土ࢣ器 ࡼ 1 )5 第２૚ 10.7 � 	2.8
 7.5:38�4 ઙԫᒵ৭

93 土ࢣ器 ࡼ 1 &・'�12・
13 第２૚ 12.8 � 	2.8
 10:38�2 փന৭

94 土ࢣ器 ࡼ 1 )8 第２૚ 9.8 � 2.0 5:37�6 ᒵ৭

95 土ࢣ器 ࡼ 1 (12 第２૚ 10.8 � 2.2 7.5:37�6 ᒵ৭

96 土ࢣ器 ࡼ 1 )5 第２૚ 11.7 � 2.7 7.5:38�4 ઙԫᒵ৭

97 土ࢣ器 ು 1 .3 第２૚ 27.8 � 	1.8
 10:38�2 փന৭

98 土器࣭נ Ӌז 1 '11 第２૚ 21.4 � 	4.6
 /4�0 փ৭

99 మᬵಃ器 ఱ目࿸ 1 05 第２૚ 9.8 � 	4.5

	 ᬵ 
5:34�3 にͿい੺׊৭ʙ
5:31.7�1 ৭ࠇ
	 ଻ 
10:37�3 にͿいԫᒵ৭

100 ੉ށඒೱ ఱ目࿸ 1 (11 第２૚ 15.8 � 	4.9
 	 ᬵ 
2.5:6�4 にͿいԫ৭
	 ଻ 
10:37�3 にͿいԫᒵ৭

101 ੉ށඒೱ ߳࿍ 1 ' ・ ( � 8
&12 第２૚ 7.4 � 	3.3
 	 ᬵ 
5:5�3 փΦϦーϒ৭

	 ଻ 
/5�0 ʙ /4�0 փ৭

102 ੉ށඒೱ 水ణ 1 � 第２૚ 6.4 � 	3.3
 2.5:7�1 փന৭

103 ༌ೖಃ器 ൫ 1 )5 第２૚ 20.2 � 	2.8
 	 ᬵ 
10:36�3 にͿいԫᒵ৭
	 ଻ 
10:36�3 にͿいԫᒵ৭ 産地不明。

104 মకಃ器 ു 1 (12 第２૚ 38.8 � 	8.6
 2.5:6�1 ԫփ৭ 産地不明。

105 ന磁 ࡼ 1 (12 第２૚ 10.1 5.8 2.0 	 ᬵ 
5:8�2 փന৭
	 ଻ 
2.5:8�3 ୶ԫ৭

106 土ࢣ器 ࡼ 1 (12 溝 0145 8.4 � 1.1 7.5:37�4 にͿいᒵ৭

107 土ࢣ器 ࡼ 1 (12 溝 0145 8.9 � 1.0 7.5:38�4 ઙԫᒵ৭

108 土ࢣ器 ࡼ 1 (12 溝 0145 8.2 � 1.6 7.5:38�4 ઙԫᒵ৭

109 土ࢣ器 ࡼ 1 (�6 ʙ 8 溝 0145 7.2 � 1.8 2.5:8�1 փന৭

110 土ࢣ器 ࡼ 1 (�6 ʙ 8 溝 0145 12.1 � 2.3 2.5:8�1 փന৭

111 土ࢣ器 Ӌז 1 (12 溝 0145 18.5 � 5.6 7.5:38�3 ઙԫᒵ৭

112 土器࣭נ ು 1 (9 溝 0145 22.0 � 5.5 （内）5:6�1 փ৭
（外）5:2�1 ৭ࠇ

113 נ 軒ؙנ 1 +�2・3 溝 0145 ܘ当נ 11.0 長 	5.2
 � 2.5:6�2 փԫ৭

114 נ 軒平נ 1 (�6 ʙ 8 溝 0145 当෯נ 	8.4
 � 当ްנ 3.5 /4�0 փ৭



－48－

P/ࡌܝ 器छ 器ܗ 調査区 地区 出土遺構 ܘޱ
（ᶲ）

ఈܘ
（ᶲ）

器高
（ᶲ） ৭調 උ考

115 ਢܙ器 ֖ 1 05 ୦݀ݐ物 0164 9.3 � 	1.7
 /7�0 փന৭

116 土ࢣ器 ᙈ 1 06 ୦݀ݐ物 0164
চ௚ 22.5 � 	8.2
 7.5:37�4 にͿいᒵ৭

117 土ࢣ器 長಑ᙈ 1 0・1�5 ୦݀ݐ物 0164
ᜱ部分 23.2 � 38.2 5:36�6 ᒵ৭

118 土ࢣ器 長಑ᙈ 1 0・1�5 ୦݀ݐ物 0164
ᜱ部分 22.6 � ԑ部ޱ 	3.4


಑部 	34.6
 7.5:36�6 ᒵ৭

119 土ࢣ器 ᆵ 1 -9 ୦݀ݐ物 0218
চ௚ 13.9 � 	9.4
 7.5:36�6 ᒵ৭

120 土ࢣ器 ᆵ 1 -�8・9 ୦݀ݐ物 0218 9.8 � 10.3 7.5:36�4 にͿいᒵ৭

121 土ࢣ器 ᙈ 1 -9 ୦݀ݐ物 0218
प溝 22.3 � 	11.2
 10:37�4 にͿいԫᒵ৭

122 土ࢣ器 長಑ᙈ 1 -9 ୦݀ݐ物 0218
চ௚ 26.4 � 	26.6
 7.5:36�6 ᒵ৭

123 ਢܙ器 ഋ 1 -・.�8・
9

୦݀ݐ物 0218
চ௚ 10.2 4.7 4.1 2.5:7�2 փԫ৭

124 土ࢣ器 ു 1 -5 ୦݀ݐ物 0219 26.8 � 10.5 10:37�4 にͿいԫᒵ৭

125 土ࢣ器 ᆵ 1 .5 ୦݀ݐ物 0219 9.8 � 10.6 10:37�4 にͿいԫᒵ৭

126 土ࢣ器 ೺手෇ᙈ 1 -5 ୦݀ݐ物 0219 30.6 � 	17.2
 5:36�8 ᒵ৭

127 土ࢣ器 ᙈ 1 .5 ୦݀ݐ物 0219
চ௚ 21.8 � 	17.4
 7.5:37�6 ᒵ৭

128 ਢܙ器 ഋ 1 .5 ୦݀ݐ物 0219 10.8 � 3.7 2.5:7�1 փന৭

129 ਢܙ器 ഋ 1 .5 ୦݀ݐ物 0219 11.0 � 3.9 2.5:7�1 փന৭

130 ਢܙ器 ഋ 1 .5 ୦݀ݐ物 0219 10.8 � 4.0 2.5:7�1 փന৭

131 土ࢣ器 ഋ 1 ,3 ୦݀ݐ物 0363 10.2 � 3.4 5:36�6 ᒵ৭

132 土ࢣ器 ು 1 ,3 ୦݀ݐ物 0363 18.8 � 	11.9
 7.5:37�6 ᒵ৭

133 ਢܙ器 ֖ 1 $・%�7・
8

୦݀ݐ物 0389
চ௚ 7.9 � 2.8 /6�0 փ৭

134 ਢܙ器 ֖ 1 %8 ୦݀ݐ物 0389 10.1 � 2.5 2.5:7�1 փന৭

135 ਢܙ器 ഋ 1 $8 ୦݀ݐ物 0389 9.1 � 3.4 /5�0 փ৭

136 ਢܙ器 ഋ 1 +12 ப݀ 0225 11.8 � 3.7 5:6�1 փ৭

137 ਢܙ器 高ഋ 1 +12 ப݀ 0225 � � 	4.9
 7.5:8�1 փന৭

138 土ࢣ器 ࡼ 1 *3 ப݀ 0351 16.8 � 2.8 7.5:38�4 ઙԫᒵ৭

139 土ࢣ器 ೽手෇ᙈ 1 -5 ப݀ 0373 � � 	20.2
 10:38�3 ઙԫᒵ৭

140 ਢܙ器 ഋ 1 23 ப݀ 0383 12.2 � 3.3 /7�0 փന৭

141 ਢܙ器 ഋ 1 -・.�13 ப݀ 0439 � 4.2 	1.8
 10(:5�1 ྘փ৭ 掘ཱபݐ物0515
ப݀。

142 土ࢣ器 ു 1 ,・-�9 土޵ 0414 29.9 � 	11.1
 7.5:37�6 ᒵ৭

143 土ࢣ器 ᙈ 1 ,・-�9 土޵ 0414 26.6 � 	8.1
 7.5:37�6 ᒵ৭

144 ਢܙ器 ഋ 1 -8 土޵ 0414 10.0 � 3.7 /6�0 փ৭

145 土ࢣ器 ᙈ 1 05 ப݀ 0466 23.6 � 	9.8
 7.5:37�4 にͿいᒵ৭
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附章

１ɽ禁裏御用水出土のガラス瓶にͭいて

ాᬒ　ڭو（株式会社文化財サービス）

ճの調査で確認された禁裏御用水（石組み溝0001）内からは多数のガラス瓶が出土した。ガラࠓ　

ス瓶はछྨに富み当時のੜ׆の༷ࢠを࢕うことがで͖る。

　·ͣ、禁裏御用水の存続時ظにͭいては、「京都੒҆ঁࢠ学Ԃ六˓年࢙」によれば、大ਖ਼15年の

相国寺境内地௞ି地図に禁裏御用水が図面にඳかれている。·た、「京都੒҆ঁࢠ学Ԃ　学Ԃࢽ」の

ত࿨４年のࣸਅにも禁裏御用水とࢥΘれる水࿏がࣸっている。

　しかし、「京都੒҆ঁࢠ学Ԃ六˓年࢙」ऩ録のত࿨13年ࠒの校舎৽ஙޙの学Ԃ配置図には禁裏御

用水の記ࡌはなく、禁裏御用水の位置に෇属屋がݐてられている。ಉࢿྉのত࿨29年学Ԃ施設配

置図、ಉ年のۭࣸߤਅにも禁裏御用水らし͖ものが確認で͖ないことから、ত࿨13年の校舎৽ங時

に学Ԃෑ地内の禁裏御用水は不೩物ΰϛとともに埋めཱてられたとࢥΘれる。

　出土ガラス੡඼は、禁裏御用水の存続時ظ΍、ઓޙのಛ௃である計ྔ法にͮجく内༰ྔද記・

「ਖ਼」໏ϚーΫ・ఈ面φーϦング加工・"$-ҹ࡮瓶なͲをもͭ੡඼がݟられないことから、ত࿨13

年以前のものと考えられる。

　禁裏御用水の埋土から出土したガラス瓶は૯数60点で、छྨผ内༁はҿྉ用 （̔図̏－１）・文๪

۩̔（図４－１）・化হ඼31（図̑－１）・ҩༀ඼11（図̓－１）・৯ྉ඼１（図̔）・不明１（図̕－

１）で、化হ඼が全体の൒数を઎める。（図１）

　用్ผ内༁としてはҿྉ用がਗ਼ञ瓶２・ڇೕ瓶２・サΠμー瓶１・χοΩ水瓶̏。文๪۩がކ瓶

４・ΠンΫ瓶４。化হ඼が化হ水瓶̓・化হΫϦーϜ瓶18・છྉ瓶２・整൅ྉ瓶１・௴油瓶̏。ҩ

ༀ඼がΞンプϧ１・目ༀ瓶２・খܕༀ瓶̔。৯ྉ඼が瓶٧瓶１。そのଞのものとして不明１となっ

ている。（図２）

　ਗ਼ञ瓶は４合瓶（ᶺ１）と１合瓶（ᶺ２）がある。৭調はいͣれも੨৭ಁܥ明で、ఈ部はΩοΫ・

Ξοプ（上͛ఈ）である。４合瓶は機ցખである。１合瓶はίϧΫખͩったとࢥΘれる。

ೕ瓶は৿ా຀৔（ᶺ̏）と学ੜ࿑ಇ会（ᶺ４）がある。৭調はいͣれもແ৭ಁ明。৿ా຀৔のڇ　

ೕ瓶にはද面に「ৠ౬ফಟ全ೕ」「৿ా຀৔」のΤンϘス（図̏－２－１）が、ଆ面に৿ా຀৔ڇ

のి࿩番߸と௚配ୡ部のి࿩番߸のΤンϘスがある。（図̏－２－２）·た「ඇᩯ器」のΤンϘス

もあり、本དྷはൢചݩ΁ฦ٫するϦλーφϒϧ瓶ͩが、ޱがഁଛしているためฦ٫で͖ͣにഁغさ

れたものとࢥΘれる。学ੜ࿑ಇ会のڇೕ瓶は瓶ද面に「全ೕ」「學ੜႾಇ။」のΤンϘスがある（図

̏－̏）。टがܽଛしている。

　ਗ਼ྋҿྉ水の瓶はサΠμー瓶とχοΩ水がある。サΠμー瓶（ᶺ̑）は、ผ府߭ઘ株式会社が੡

଄ൢചしたۚ৭ϙーτで、ଆ面に「ۚ৭」（図̏－４－１）「ผ府߭ઘ株式会社」（図̏－４－２）の
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ΤンϘスがある。৭調はೱ྘৭ಁܥ明である。ఈ部のみのഁยでϝーΧー不明ではあるが、ಉ͡サ

Πμー瓶とࢥΘれるものも１点出土している。χοΩ水瓶はත୻（ᶺ̒）と瓶ܕ（ᶺ̓・̔）があ

る。৭調はいͣれもແ৭ಁ明。ᶺ̓の瓶には「二九水」のΤンϘスがある。（図̏－̑）ବ՛ࢠ屋

でൢചされていた࢖いࣺてのখܕのものであり、খن໛な町工৔でੜ産されたためか全体తに੡

඼の࣭がѱい。

瓶のఈ面には不қކのܗがあり、ପԁ（ᶺ10・11・12）ܕとԁ౵（ᶺ̕）ܕのԁ౵ܗ瓶はପԁކ　

瓶はスΫϦϡー֖である。৭ކのܕ工業をදす「ϑΤΩ」のΤンϘスがある。（図４－２）ԁ౵ކ

調はいͣれも੨৭ಁܥ明である。

　ΠンΫ瓶はプラτンΠンΩ（ᶺ13）、"#$ΠンΩ（ᶺ14）、8"*-/."/　*/,（ᶺ15）、サンΤ

スΠンΩ（ᶺ16）がある。プラτンΠンΩはଆ面にラϕϧが࢒っており、「1-"50/　*/,」の文

－が確認で͖る。（図４－̏－１）ఈ面には঎ඪϚーΫの六ᢵ੕に1#のΤンϘスがある。（図４ࣈ

̏－２）"#$ΠンΩはݞ部に「"#$・*/,」のΤンϘスがある。（図４－４）8"*-/."/　*/,

はఈ面に「8"*-/."/　*/,」ݞ部に「４0;.」の༰ྔද記（Φンス）のΤンϘスがある。（図４

－̑）サンΤスΠンΩはఈ面に঎ඪϚーΫの「444」のΤンϘスがある。（図４－̒）サΠζには大

͖なࠩがあり、ఈ部ܘで࠷খがプラτンΠンΩの̏ᶲ、࠷大が8"*-/."/　*/,の6.7ᶲである。

৭調はサンΤスΠンΩが੨৭ಁܥ明で、それ以外はແ৭ಁ明である。

　化হ水瓶は֯ܕ（ᶺ17・23）、Ֆห状のཅࠁのあるፏ平ܕ（ᶺ18）、ପԁፏ平ܕ（ᶺ19）、ླ஬߳

油（ᶺ20）、ϗーΧーӷ（ᶺ21）、খܕ瓶（ᶺ22）がある。ླ஬߳油（ౡଜ঎ళ）（図̑－２）とϗー

Χーӷ（ງӽ঎会）（図̑－̏－１・２）はಉ໊のΤンϘスがଆ面にあり、খܕ瓶には「-FUSBO」の

ΤンϘスがある。（図̑－４）৭調はいͣれもແ৭ಁ明である。

　化হΫϦーϜ瓶はςϧϛー化হ඼（ᶺ24・25）、ウςφΫϦーϜ（ᶺ26・27・28）、ΧガγΫϦー

Ϝ（ᶺ29・30・31）、ؙળ（ᶺ41）、そのଞ不明（ᶺ32ʙ40）がある。ςϧϛー化হ඼はఈ部ଆ面

に「5&--　.&」（図̑－̑－１）、ఈ面に「ҙঊొ録」のΤンϘスがある（図̑－̑－２）。ウς

φΫϦーϜはいͣれもఈ部にウςφΫϦーϜの঎ඪϚーΫのΤンϘスがある。（図̒－１）Χガγ

ΫϦーϜはఈ面に「Χガγ」のΤンϘスがあるもの（図̒－２）と、঎ඪϚーΫと「Χガγ」のΤン

Ϙスがあるもの（図̒－̏）の２छྨがある。ΧガγΫϦーϜはؙળ化হ඼部の঎඼である。ಉؙ͡

ળ化হ඼部の঎඼として、ᶺ41のΫϦーϜ瓶は、ఈ面に「ؙળ」のΤンϘスがある。（図̒－４）

　不明の化হΫϦーϜ瓶のうち、ᶺ32の瓶にはఈ面に「3&( %&4*(*/　ᶺ41651」のΤンϘスが

あるが、঎ඪ番߸をࣔしたものである。ᶺ33の瓶はఈ面にΞϧϑΝϕοτのΤンϘスがあるが、

「-&」以外はຎ໓がͻͲく判ಡ不可である。ᶺ34から40の瓶はΤンϘス等はແくϝーΧー໊等は

不明である。出土した化হΫϦーϜ瓶の৭調にはࠩがあり、ೕന৭不ಁ明ܥ（ᶺ24ʙ31・33・35・

41）、ೕന৭൒ಁ明ܥ（ᶺ32・34・36・37）、ԫന৭不ಁ明ܥ（ᶺ38）、੨৭ಁܥ明ܥ（ᶺ39・40）

に分ྨされる。੨৭ಁܥ明瓶のᶺ39と40の瓶は大͖さ、ܗ状ともކ瓶とよくࣅているが、ޱ部の

瓶とはҟなっていることが分かる。化হΫϦーϜ瓶は、ଞのガラス੡඼よりも出土数がとކ状がܗ

び͵けて多く、ঁ学校としてのधཁが多かったಛ௃がよくදれている。
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　ໟછめのછྉ瓶として、φΠス（ᶺ42）と千૲છ（ᶺ43）がある。φΠスはଆ面に「ࢤらが੺

ໟછ　φΠス」のΤンϘスがあり、（図̒－̑）千૲છはఈ面に「千૲છ」のΤンϘスがある。（図

̒－̒）৭調はφΠスが੨৭ಁܥ明で、千૲છはແ৭ಁ明である。

　整൅ྉの瓶はϝーΧー不明のものが１点（ᶺ44）ある。྘৭ಁܥ明の৭調で、ηϧϩΠドとࢥΘ

れる֖が࢒されている。

　௴油瓶は、ϛサΦ߳油（ᶺ45）と、ϝーΧー不明の２点（ᶺ46・47）がある。ϛサΦ߳油の瓶

にはଆ面に「࠷上ਫ਼੡　ϛサΦ߳油」、（図̒－̓－１）ఈ面に「ϛサΦ঎။ಙ੡」のΤンϘスがあ

る。（図̒－̓－２）࢒り２点はఈ面にそれͧれ「̮」「Ұ」のΤンϘスがあるのみでৄࡉは不明で

ある。ϛサΦ߳油が֯瓶でଞはؙ瓶であり、いͣれも৭調はແ৭ಁ明である。

　ҩྍ用の瓶としては、Ξンプϧ（ᶺ48）が１点、目ༀ瓶（ᶺ49・50）、そのଞ（ᶺ51ʙ58）が̔

点ある。

　Ξンプϧはްさ１ᶱ程౓のബさで࢖用ࡁみなのか上部がܽଛしている。目ༀ瓶は、ϩーτ目ༀ

（ᶺ49）とスϙΠτܕ（ᶺ50）がある。ϩーτ目ༀは、ද面に「本ฮ　҆ాࢁ民」、（図̓－２－１）

裏面に「ϩーτ目ༀ」のΤンϘスがあり、（図̓－２－２）෇属のスϙΠτをऩめていたԜみがあ

る。スϙΠτܕの目ༀはΤンϘスがແいためৄࡉは不明ͩが、খ瓶ܕの目ༀ瓶よりޙのত࿨̒年以

߱のものである。৭調は、ϩーτ目ༀはࠠ৭ಁܥ明瓶で、スϙΠτܕの目ༀは஡৭ಁܥ明瓶である。

　そのଞのༀ瓶は全て10ᶲ以下のখ瓶である。ܗ状はؙ瓶（ᶺ51・52・57・58）֯ 瓶（ᶺ53・54・

56）があり、৭調はແ৭ಁ明（ᶺ53・54・57）੨৭ಁܥ明（ᶺ52・58）྘৭ಁܥ明（ᶺ56）ࠠ৭

明（ᶺ51）がある。いͣれもΤンϘスはແく、۩体తなༀ඼໊等は不明である。それͧれの瓶ಁܥ

は੡඼の࣭にばら͖ͭがあり、੡଄ݩのࠩͩけでなく੡଄時ظにもࠩがある可ೳੑがある。

　৯ྉ඼の瓶としては瓶٧瓶（ᶺ59）が１点出土している。（図̔）ޱ޿の瓶で֖がີดで͖るよ

うにޱԑ部にஈがͭいている。৭調は੨৭ಁܥ明で、ΤンϘスはないが௭ࣽ瓶ͩったとࢥΘれる。

　そのଞ、用్不明の瓶（ᶺ60）が１点出土している。（図̕－１）ఈ面に঎ඪϚーΫと「53"%&

."3,」のΤンϘスがある。（図̕－２）ޱのܗ状から当ॳは化হΫϦーϜ瓶の可ೳੑも考えた

が、化হΫϦーϜ瓶にແ৭ಁ明の৭調を࢖うことは඼࣭保存の؍点からあ·り考えにくく、現時

点では不明としてお͖たい。

　禁裏御用水出土のガラス瓶のछྨผ内༁をみると（図１）、化হ඼ྨが全体の52ˋといった൒数

を઎め、その中でも化হΫϦーϜ瓶が化হ඼ྨの中で൒数以上を઎める。これら化হ඼関܎の瓶の

ׂ合の多さは、調査地に存在した੒҆ঁࢠ学Ԃのঁ学校というಛ௃をよくදしている。

ݟ学Ԃの日常を֞間ࢠճの禁裏御用水の調査で出土したガラス瓶は、当地に存在した੒҆ঁࠓ　

ることがで͖る੒果となった。
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図１　禁裏御用水ग़౔Ψϥεළछྨผ内༁

図２　禁裏御用水ग़౔Ψϥεළ用్ผ内༁
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図３ʵ１　禁裏御用水ग़౔　ҿྉ用ළ

図３ʵ２ʵ１　ᶺ３ΤϯϘεද面

図３ʵ２ʵ２　ᶺ３ΤϯϘεଆ面
図３ʵ３　ᶺ４ΤϯϘε
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ʮೋ۝水ʯ

図３ʵ４ʵ１　ᶺ５ΤϯϘε
ʮۚ৭ʯ

図３ʵ４ʵ２　ᶺ５ΤϯϘε
ʮผ෎ᮅઘࣜג။ࣾʯ
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図４ʵ１　禁裏御用水ग़౔　จ๪۩ළ

図４ʵ２　ᶺ̕ΤϯϘεఈ面
ʮϑΤΩʯ

図４ʵ３ʵ１　ᶺ13ϥϕϧ
ʮ1-"50/��*/,ʯ

図４ʵ５　ᶺ15ΤϯϘεఈ面
ʮ8"*-/."/��*/,ʯ

図４ʵ４　ᶺ1�ΤϯϘεଆ面
ʮ"#$ɾ*/,ʯ

図４ʵ６　ᶺ1�ΤϯϘεఈ面
ʮ444ʯ

図４ʵ３ʵ２　ᶺ13ΤϯϘεఈ面
ʮ1#ʯ

10
11９

16

15

14

12
13

䝣
䜶
䜻

PB

０ 䠑cm㻔9䞉13䞉16㻕
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図５ʵ１　禁裏御用水ग़౔　化হ඼用ළ

図５ʵ２　ᶺ20ΤϯϘεଆ面
ʮླ஬߳༉ʯ

図５ʵ４　ᶺ22ΤϯϘεଆ面
ʮ-FUSBOʯ

図５ʵ３ʵ１　ᶺ21ΤϯϘεଆ面
ʮϗʔΧʔӷʯ

図５ʵ５ʵ１　ᶺ2�ΤϯϘεଆ面
ʮ5&--��.&ʯ

図５ʵ５ʵ２　ᶺ2�ΤϯϘεఈ面
ʮҙঊొ録ʯ

図５ʵ３ʵ２　ᶺ21ΤϯϘεଆ面
ʮງӽʯ
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図６ʵ１　ᶺ2�ΤϯϘεఈ面
΢ςφ঎ඪϚʔΫ

図６ʵ３　ᶺ31ΤϯϘεఈ面
ΧΨγ঎ඪϚʔΫ

図６ʵ４　ᶺ�1ΤϯϘεఈ面
ʮؙળʯ

図６ʵ２　ᶺ29ΤϯϘεఈ面
ʮΧΨγʯ

図６ʵ５　ᶺ�2ΤϯϘεଆ面
ʮࢤら͕੺ໟછφΠεʯ

図６ʵ６　ᶺ�3ΤϯϘεఈ面
ʮઍ૲છʯ

図６ʵ７ʵ２　ᶺ�5ΤϯϘεఈ面
ʮϛαΦ঎။ಙ੡ʯ

図６ʵ７ʵ１　ᶺ�5ΤϯϘεଆ面
ʮ্࠷ਫ਼੡　ϛαΦ߳༉ʯ

ၿ
୸

０ 䠑cm㻔26䞉29䞉31䞉41㻕
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図７ʵ１　禁裏御用水ग़౔　ༀ඼ළ

図７ʵ２ʵ１　ᶺ�9ΤϯϘεද面
ʮຊฮ　҆ాࢁຽʯ

図７ʵ２ʵ２　ᶺ�9ΤϯϘε裏面
ʮϩʔτ໨ༀʯ

図８　禁裏御用水ग़౔　௭ࣽළ
ᶺ59

図̕ʵ１　禁裏御用水ग़౔　ෆ明ළ
ᶺ�0

図̕ʵ２　ᶺ�0ΤϯϘεఈ面
ʮ53"%&��."3,ʯ
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P/ࡌܝ 調査区 地区໊ ૚位 出土
年月日 छผ ৭調 器高 	 ᶲ 
 ఈܘ 	 ᶲ 
 ΤンϘス උ考

1 1 19 � 2019.12.16 ਗ਼ञ瓶 ੨৭ಁܥ明 31.8 8.2 � 機ցખ　4合瓶
ఈ部ΩοΫ・Ξοプ

2 1 1�12・13 掘方 2020.01.24 ਗ਼ञ瓶 ੨৭ಁܥ明 16.7 5.5 � 1 合瓶
ఈ部ΩοΫ・Ξοプ

3 1 1�7・8 掘方 2020.01.22 ೕ瓶ڇ ແ৭ಁ明 18.5 5.0
ৠ౬ফಟ全ೕ　৿ా຀৔ 	 ଆ
面 

վ 	 ఈ面 


ൢചݩのి࿩番߸等の
ΤンϘス有

4 1 1�7・8 � 2019.12.16 ೕ瓶ڇ ແ৭ಁ明 	13.5
 5.0 全ೕ學ੜႾಇ㰻 	 ଆ面 
 टܽけ

5 1 15 � 2019.12.16 サΠμー瓶 ೱ྘৭ಁ明 	23.6
 5.8 ۚ৭　ผ府߭ઘ株式会社 	 ଆ
面 
 ۚ৭ϙーτ　टܽけ

6 1 16 � 2019.12.16 χοΩ水瓶 ແ৭ಁ明 4.3 1.2 � ත୻ܕ

7 1 1�7・8 � 2019.12.16 χοΩ水瓶 ແ৭ಁ明 9.2 2.5 二九水 	 ଆ面 
 Ϙτϧܕ

8 1 19 � 2019.12.16 χοΩ水瓶か ແ৭ಁ明 9.3 2.5 � Ϙτϧܕ

9 1 19 � 2019.12.16 瓶ކ ੨৭ಁܥ明 3.5 5.3 ϑΤΩ 	 ఈ面 
 ପԁܗ
不қކ工業

10 1 19 � 2019.12.16 瓶ކ ੨৭ಁܥ明 4.3 5.0 � ԁ౵ܗ

11 1 1�7・8 � 2019.12.16 瓶ކ ੨৭ಁܥ明 4.3 5.0 � ԁ౵ܗ

12 1 19 � 2019.12.16 瓶ކ ੨৭ಁܥ明 4.3 5.0 � ԁ౵ܗ

13 1 19 � 2019.12.16 ΠンΫ瓶 ແ৭ಁ明 3.2 3.4 六ᢵ੕に 1# 	 ఈ面 

ラϕϧ「1-"50/　*/,」
存࢒
プラτンΠンΩ
プラτン文۩

14 1 19 � 2019.12.16 ΠンΫ瓶 ແ৭ಁ明 5.5 4.5 "#$・*/, 	 ଆ面 
 "#$ΠンΩ
不қކ工業

15 1 19 � 2019.12.16 ΠンΫ瓶 ແ৭ಁ明 7.2 6.8 4 0; 	 ଆ面 

8"*-/."/　*/, 	 ఈ面 


16 1 19 � 2019.12.16 ΠンΫ瓶 ੨৭ಁܥ明 5.5 5.0 444 	 ఈ面 
 サンΤスΠンΩ
サンΤス株式会社

17 1 1�3・4 掘方 2020.01.21 化হ水瓶 ແ৭ಁ明 12.5 5.3 � ֯瓶

18 1 16 � 2019.12.16 化হ水瓶 ແ৭ಁ明 7.5 3.0 � ፏ平ܕ
Ֆห状のཅࠁ

19 1 1�10・11 � 2019.12.16 化হ水瓶 ແ৭ಁ明 10.5 3.3 � ପԁፏ平ܕ

20 1 19 � 2019.12.16 化হ水瓶 ແ৭ಁ明 11.5 3.8 ླ஬߳油・ླ஬のֆ 	 ଆ面 
 ౡଜ঎ళ

21 1 15 � 2020.01.21 化হ水瓶 ແ৭ಁ明 9.3 2.8 ϗーΧーӷ　ງӽ 	 ଆ面 
 ֯瓶
ງӽ঎会

22 1 19 � 2019.12.16 化হ水瓶 ແ৭ಁ明 6 3.3 -FUSBO 	 ଆ面 
 ֯瓶

23 1 1�7・8 � 2020.12.16 化হ水瓶 ແ৭ಁ明 	8.5
 � � ֯瓶
ఈ部ܽଛ

24 1 1�10・11 � 2019.12.16 化হΫϦーϜ瓶 ೕന৭不ಁ明 6.4 3.9 5&--　.& 	 ଆ面 

ҙঊొ録 	 ఈ面 


スΫϦϡーખ
ςϧϛー化হ඼

25 1 19 � 2019.12.16 化হΫϦーϜ瓶 ೕന৭不ಁ明 6.3 3.9 5&--　.& 	 ଆ面 

ҙঊొ録 	 ఈ面 


スΫϦϡーખ
ςϧϛー化হ඼

26 1 1�10・11 � 2019.12.16 化হΫϦーϜ瓶 ೕന৭不ಁ明 5.5 3.8 ウςφ঎ඪϚーΫ 	 ఈ面 

スΫϦϡーખ
ウςφΫϦーϜ
保੓٢঎ళٱ

27 1 1�7・8 � 2019.12.16 化হΫϦーϜ瓶 ೕന৭不ಁ明 5.3 3.8 ウςφ঎ඪϚーΫ 	 ఈ面 

スΫϦϡーખ
ウςφΫϦーϜ
保੓٢঎ళٱ

28 1 19 � 2019.12.16 化হΫϦーϜ瓶 ೕന৭不ಁ明 5.3 3.8 ウςφ঎ඪϚーΫ 	 ఈ面 

スΫϦϡーખ
ウςφΫϦーϜ
保੓٢঎ళٱ

29 1 19 � 2019.12.16 化হΫϦーϜ瓶 ೕന৭不ಁ明 5.0 3.5 Χガγ 	 ఈ面 

スΫϦϡーખ
ΧガγΫϦーϜ
ؙળ化হ඼部

30 1 19 � 2019.12.16 化হΫϦーϜ瓶 ೕന৭不ಁ明 4.0 2.8 Χガγ 	 ఈ面 

スΫϦϡーખ
ΧガγΫϦーϜ
ؙળ化হ඼部

31 1 19 � 2019.12.16 化হΫϦーϜ瓶 ೕന৭不ಁ明 5.5 4.8 	 Χガγ化হ඼の঎ඪϚー
Ϋ 
	 ఈ面 


スΫϦϡーખ
ΧガγΫϦーϜ
ؙળ化হ඼部

32 1 19 � 2019.12.16 化হΫϦーϜ瓶 ೕന৭൒ಁ明 6.5 4.0 3&( %&4*(/　/P.41651 	ఈ
面 
 スΫϦϡーખ

33 1 19 � 2019.12.16 化হΫϦーϜ瓶 ೕന৭不ಁ明 6.0 4.5 -& ˙ 0/ 	 ఈ面 
 スΫϦϡーખ

34 1 19 � 2019.12.16 化হΫϦーϜ瓶 ೕന৭൒ಁ明 5.3 4.0 � スΫϦϡーખ

35 1 19 � 2019.12.16 化হΫϦーϜ瓶 ೕന৭不ಁ明 5.5 3.8 �

ද１　禁裏御用水ग़౔Ψϥεළ࡯؍ද
˞ແいものには「�」
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P/ࡌܝ 調査区 地区໊ ૚位 出土
年月日 छผ ৭調 器高 	 ᶲ 
 ఈܘ 	 ᶲ 
 ΤンϘス උ考

36 1 19 � 2019.12.16 化হΫϦーϜ瓶 ೕന৭൒ಁ明 5.5 3.5 � スΫϦϡーખ

37 1 19 � 2019.12.16 化হΫϦーϜ瓶 ೕന৭൒ಁ明 5.3 3.5 � スΫϦϡーખ

38 1 19 � 2019.12.16 化হΫϦーϜ瓶 ԫന৭不ಁ明 5.0 3.8 � スΫϦϡーખ

39 1 19 � 2019.12.16 化হΫϦーϜ瓶 ੨৭ಁܥ明 4.5 4.0 � スΫϦϡーખ

40 1 17 � 2020.01.20 化হΫϦーϜ瓶 ੨৭ಁܥ明 4.3 4.5 � スΫϦϡーખ

41 1 1�7・8 � 2019.12.16 化হΫϦーϜ瓶 ೕന৭不ಁ明 4.5 3.3 ؙળ 	 ఈ面 
 スΫϦϡーખ
ؙળ化হ඼部

42 1 1�3・4 掘方 2020.01.21 છྉ瓶 ੨৭ಁܥ明 6.7 2.4 らが੺ໟછ　φΠスࢤ 	 ଆ
面 


֯瓶
୮平঎会

43 1 19 � 2019.12.16 છྉ瓶 ແ৭ಁ明 6.4 3.3 千૲છ 	 ఈ面 


44 1 19 � 2019.12.16 整൅ྉ瓶 ྘৭ಁܥ明 11.0 5.5 � ϑλ෇͖

45 1 1�9・10 � 2020.01.20 ௴油瓶 ແ৭ಁ明 8.8 3.5
上ਫ਼੡　ϛサΦ߳油࠷ 	 ଆ
面 

ϛサΦ঎။ಙ੡ 	 ఈ部 


46 1 17 � 2020.01.20 ௴油瓶 ແ৭ಁ明 10.2 3.5 :	 ఈ面 


47 1 14 � 2019.12.17 ௴油瓶 ແ৭ಁ明 11.7 4.2 Ұ 	 ఈ面 


48 1 1�7・8 � 2019.12.16 Ξンプϧ ແ৭ಁ明 	5.7
 1.3 � ट部ܽଛ

49 1 19 � 2019.12.16 目ༀ瓶 ࠠ৭ಁܥ明 6.2 2.5 ϩーτ目ༀ 	 裏面 

本ฮ　҆ాࢁ民 	 ද面 


50 1 1�7・8 � 2019.12.16 目ༀ瓶 ஡৭ಁܥ明 7.0 � � スϙΠτܕ

51 1 19 � 2019.12.16 ༀ瓶 ࠠ৭ಁܥ明 8.5 3.7 �

52 1 19 � 2019.12.16 ༀ瓶 ੨৭ಁܥ明 7.5 2.7 �

53 1 1�10・11 � 2019.12.16 ༀ瓶か ແ৭ಁ明 7.0 3.0 � ֯瓶

54 1 19 � 2019.12.16 ༀ瓶か ແ৭ಁ明 7.0 3.0 � ֯瓶

55 1 1�7・8 掘方 2020.01.22 ༀ瓶か ແ৭ಁ明 5.5 2.3 �

56 1 1�10・11 � 2019.12.16 ༀ瓶か ྘৭ಁܥ明 6.7 2.6 � ֯瓶

57 1 19 � 2019.12.16 ༀ瓶か ແ৭ಁ明 7.0 3.2 �

58 1 19 � 2019.12.16 ༀ瓶か ੨৭ಁܥ明 8.6 3.5 �

59 1 13 � 2019.12.16 ௭ࣽ瓶 ੨৭ಁܥ明 7.5 5.2 �

60 1 19 � 2019.12.16 不明瓶 ແ৭ಁ明 5.5 3.7 53"%&　."3, 	 ఈ面 

	 ঎ඪϚーΫ 
	 ఈ面 


スΫϦϡーખ
端部に෇着物ޱ
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附章

２ɽ京都市内出土ࢿྉの分ੳ調査

北໺　৴඙（ཾ୩大学）

１ɽは͡めに
　（株）文化財サービスによる相国寺旧境内・上御霊遺跡の発掘調査により出土した１ࢿྉの分ੳ

調査を行ったので、結果をใࠂする。

２ɽ調査ର৅試ྉ
　調査ର৅ࢿྉは、相国寺境内遺跡の֧ཚ૚から出土した水থと考えられるࢿྉ１点である。

̏ɽ調査方法
　本調査では、ᕥ物࣭に関する৭相΍ද面状ଶの࡯؍、ඇഁյの分ੳを実施した。以下、調査方法

を記す。

̏ɽ１　৭相΍ද面状ଶの࡯؍

　調査ର৅ࢿྉの৭相΍ද面状ଶは、目࡯؍ࢹしたのち、（株）ϋΠϩοΫス社੡の7)�70004ܕσ

δλϧϚΠΫϩスίープを࢖用して、500ഒから1,000ഒの高ഒ཰࡯؍を行った。

̏ɽ２　ແ機ݩૉの定ੑ分ੳ

　調査ର৅ࢿྉのແ機ݩૉの定ੑ分ੳは、本学の文化財Պ学ڀݚ室設置のਾ෇ܬܕ光̭ઢ分ੳ૷置

の試ྉ室内で分ੳすることが可ೳなサΠζであるため、（株）ງ৔੡作ॴ.&4"�500ܕのܬ光9ઢ

分ੳ૷置を࢖用した。設定条݅は、分ੳ時間は600ඵ、試ྉ室内はਅۭ、̭ઢ管ిѹは15L7および

50L7、ిྲྀは240Ж"および20Ж"、検出ڧ౓は200.0ʙ250.0DQTである。

４ɽ調査結果
　֤छの࡯؍および分ੳ調査を行なった結果、以下のようなૅجతσーλの஝積をಘた。

４ɽ１　相国寺境内出土の水থと考えられるࢿྉ

ᶃ 調査ର৅ࢿྉは、相国寺境内遺跡の֧ཚ૚から出土しているが、౧ظࢁʙࠒظށߐのࢿྉとも૝

定されている。ࢿྉの上端部は׈らかなؙみを有するとともに、ଆ面はஸೡなീ֯ܗにΧοτ調整

されており、ಁ明ײもྑ޷なࢿྉである。そして、下端部は΍΍ૈいԁਲ਼ܗに削り出し調整がҝさ

れているためະ੡඼である可ೳੑもある。

ᶄ ֦大࡯؍した結果、上端部΍ଆ面部のΧοτ調整されたද面は׈らかであり、ے状の加工ࠟ跡は

ྉ༝དྷの当ॳかࡐݪྉのද面・内部にはࢿ出されなかった（ࣸਅ１－１、１－２）。そしてこのݟ

らのΫラοΫ΍୙り、ؾ๐なͲは࡯؍されないۃめてಁ明ײがྑ޷な結থ体であった。そのҰ方
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で、円錐形に削り調整が為された下端部は、黒曜石や水晶特有の貝殻状の凹剥離ヘッ開面が観察さ

れた（写真１－３、１－４）。

③ 本資料の各ポイント箇所を蛍光Ｘ線分析した結果、いずれの箇所においても強いシリカ（Si）の

ピークが検出されたが、それ以外では各元素のピークに特定されない特有二次電子線とは異なる

ピークが検出された（図１－１～１－４）。通常、結晶度が良好な鉱物物質の場合、照射した電子

線の反射二次電子線が共鳴してゴーストピークが発生することがある。このことから、本資料は結

晶度が良好な物質であると理解した。

④ 以上の点から、本資料は透明度が高い極めて良質な水晶を丁寧に加工調整した軸端部などの未

成品資料であると理解した。

写真１−１：滴物質の付着状態 ⑦（試料29） 写真１−２：滴物質の付着状態 ⑧（試料32）

写真１−４：滴物質の付着状態 ⑥（試料26）

図１−２：結晶面の蛍光X線分析結果②

写真１−３：滴物質の付着状態 ⑤（試料24）

図１−１：結晶面の蛍光X線分析結果①
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図１ʵ�：݁থ面の9ޫܬઢ෼ੳ݁Ռᶆ図１ʵ３：݁থ面の9ޫܬઢ෼ੳ݁Ռᶅ
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調査区東壁断面図（１：80）
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礎石建物0508断面図３（１：50）
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濠0039平面図（１：200）、断面図（１：50）
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柵列0510、0511平断面図（１：50）
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131・132：竪穴建物0363
133～135：竪穴建物0389
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145：柱穴0466
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１．調査地全景（調査地より御所方向を望む）

２．第１面　溝0001検出状況（北から）
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遺
構

１．第１面　溝0001西壁水面痕跡（東から）

２．第３面　竪穴建物0389竈検出状況（西から）
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遺
構

１．第１面　溝0001完掘状況（北から）

２．第2−1面　調査区全景（東から）
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遺
構

１．第2−1面　礎石建物0508、溝0041全景（北から）

２．第2−1面　地中梁Ｄ内溝0124掘削後状況（南から）
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遺
構

１．第2−2面　調査区全景（東から）

２．第2−2面　濠0039掘削後状況（東から）
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遺
構

１．第2−2面　柵列0510・0511全景（西から）

２．第2−2面　柵列0512全景（西から）
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遺
構

１．第2−2面　土坑墓0335遺物出土状況（東から）

２．第2−2面　土坑0148底部礫検出状況（南西から）
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遺
構

１．第３面　調査区全景（西から）

２．第３面　竪穴建物0164床面検出状況（西から）
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遺
構

１．第３面　竪穴建物0218床面検出状況（南から）

２．第３面　竪穴建物0219床面検出状況（南から）
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遺
構

１．第３面　竪穴建物0363・0364・0468床面検出状況（北から）

２．第３面　竪穴建物0389・0421床面検出状況（西から）



図
版 

92
　
遺
構

１．第３面　竪穴建物0389（拡張前）状況（東から）

２．第３面　竪穴建物0164竈検出状況（西から）
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１．第３面　竪穴建物0164竈遺物出土状況（西から）

２．第３面　竪穴建物0164竈支柱石検出状況（北西から）
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１．第３面　竪穴建物0219竈セクション断面（東から）

２．第３面　竪穴建物0389竈セクション断面（南から）
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内
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

相国寺旧境内
上御霊遺跡

寺院
集落

白鳳時代
〜

奈良時代

竪穴建物
掘立柱建物
柵列

土師器
須恵器
鉄滓

・７世紀後半の竪穴建
物群、掘立柱建物など、
上御霊遺跡に関わると
思われる遺構を検出し
た。
・16世紀前半に開削、埋
没したと考えられる濠
状遺構、当該遺構埋没
後に建てられたと考え
られる礎石建物の礎石
を検出した。
・近代に入って構築され
たと考えられる石組み
の禁裏御用水遺構を検
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瓦

室町時代
〜

桃山時代

濠
溝
礎石建物
柵列
土坑（瓦溜り）

土師器
須恵器
瓦器
陶磁器
瓦

近代 石組み溝（禁裏御用
水）

陶磁器
ガラス瓶
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